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《
巻
頭
言
》 

         

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
会
長       

明
政 

文
男 

 

  

こ
の
た
び
、
六
年
も
の
長
期
間
に
渡
り
文
化
協
会
会
長
を
さ
れ
た
日
比
野
会
長
が
退
任
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
を
楽
し
む
会

の
明
政
が
文
化
協
会
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
協
会
役
員
で
は
広
報
を
主
に
担
当
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
ど
こ
ま
で
皆
様
に
お
役
に
立
て
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
願
い

ま
す
。 

文
化
協
会
も
年
々
高
齢
化
が
進
み
役
員
の
成
り
手
が
少
な
く
な
り
、
多
く
の
行
事
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
長
い
歴
史
を
持
つ
平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
文
化
活
動
を
少
し
で
も
手
助
け
す
る
協
会
を
、
こ
こ

で
途
絶
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
会
員
メ
ン
バ
ー
の
ご
協
力
の
も
と
運
営
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

文
化
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
層
富
」
昭
和
六
十
年
創
刊
号
で
は
、
文
化
協
会
設
立
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
興
味
深
い
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
当
時
は
、
講
座
数
が
二
十
六
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

語
講
座
、
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
講
座
、
ワ
ー
プ
ロ
教
室
、
星
を
見
る
会
、
囲
碁
同
好
会
、
園
芸
の
会
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

サ
ー
ク
ル
や
講
座
が
あ
り
、
ま
た
開
催
日
も
平
日
だ
け
で
な
く
土
・
日
曜
日
も
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。 

文
化
協
会
の
会
員
数
が
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
や
高
齢
化
に
よ
り
減
少
す
る
状
況
で
、
会
員
数
増
を
目
指
す
に

は
何
か
新
し
い
企
画
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
会
員
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
文
化
協
会
を
少
し
で
も
よ
り
良
く
し
よ
う
と
お
友
達
を
誘
い
、
新
会
員
を

増
や
そ
う
と
思
わ
れ
れ
ば
き
っ
と
新
し
い
展
開
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す 

 

- 2 - 

三三
十十
九九
号号【【
層層
富富
】】
目目
次次  

「
表
紙
に
つ
い
て
」 

（
写
真
と
文
） 

 
「
層
富
」
と
「
会
章
」
の
説
明 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

１ 

「
目
次
」 
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

２ 

「
巻
頭
言
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
会
長 

明
政 

文
男 

·
· 

３ 

「
三
十
九
号
発
行
に
寄
せ
て
」 

 
 

 
 

 
 

市
民
文
化
ホ
ー
ル
事
務
長 

 

田
辺 

正
人
·
·
· 

４

  

「
グ
ル
ー
プ
便
り
」  
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

５ 

「
短
歌
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

33  

「
俳
句
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

41 

「
寄
稿
文
」 

「
高
の
原
万
葉
歌
碑
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
口 

千
秋 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

45 

「
Ⅴ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
星
の
ワ
ッ
ペ
ン
」 

 

南 

秀
典 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

46 

「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」 

 
 

 

梅
原 

健
一 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

49 

「
俳
句
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
村 

頼
迪 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

50 

「
第
三
十
九
回
（
二
〇
二
一
年
）
文
化
祭
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

51 

「
第
四
十
回
（
二
〇
二
二
年
度
）
総
会
報
告
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

 

·
·
· 

67 

「
講
座
・
同
好
会
（
二
〇
二
二
年
度
）
一
覧
表
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

73 

「
理
事
会
議
事
録
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

74 

「
会
則
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

76 

「
編
集
後
記
」 

·
·
·
·
·
·
·
·
· 

 

·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
·
· 

 

·
·
· 

78 

「
表
紙
に
つ
い
て
」　
（
写
真
と
文
）　

「
層
富
」
と
「
会
章
」
の
説
明
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

「
目
次
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

「
巻
頭
言
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
会
長　

明
政　

文
男
……
…
…
３

「
三
十
九
号
発
行
に
寄
せ
て
」　
　
　
　
　
　
　

市
民
文
化
ホ
ー
ル
事
務
長　
　

田
辺　

正
人
……
…
…
４

「
グ
ル
ー
プ
便
り
」 
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

「
短
歌
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
33 

「
俳
句
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

「
寄
稿
文
」「
高
の
原
万
葉
歌
碑
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口　

千
秋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

　
　
　
　
　
「
Ⅴ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
星
の
ワ
ッ
ペ
ン
」　
　

南　

秀
典
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

　
　
　
　
　
「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」　
　
　
　

梅
原　

健
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

　
　
　
　
　
「
俳
句
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
村　

頼
迪
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50

「
第
三
十
九
回
（
二
〇
二
一
年
）
文
化
祭
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

「
第
四
十
回
（
二
〇
二
二
年
度
）
総
会
報
告
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

「
講
座
・
同
好
会
（
二
〇
二
二
年
度
）
一
覧
表
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
73

「
理
事
会
議
事
録
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
74

「
会
則
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

「
編
集
後
記
」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
78

― 2 ―



- 3 - 

《
巻
頭
言
》 

         

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
会
長       

明
政 

文
男 

 

  

こ
の
た
び
、
六
年
も
の
長
期
間
に
渡
り
文
化
協
会
会
長
を
さ
れ
た
日
比
野
会
長
が
退
任
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
を
楽
し
む
会

の
明
政
が
文
化
協
会
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
協
会
役
員
で
は
広
報
を
主
に
担
当
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
ど
こ
ま
で
皆
様
に
お
役
に
立
て
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
願
い

ま
す
。 

文
化
協
会
も
年
々
高
齢
化
が
進
み
役
員
の
成
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が
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た
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当
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あ
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、
フ
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、
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室
、
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囲
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好
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、
園
芸
の
会
な
ど
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ニ
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な
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や
講
座
が
あ
り
、
ま
た
開
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日
も
平
日
だ
け
で
な
く
土
・
日
曜
日
も
メ
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バ
ー
が
集
ま
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て
い
た
よ
う

で
す
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文
化
協
会
の
会
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数
が
コ
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ナ
感
染
拡
大
の
影
響
や
高
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化
に
よ
り
減
少
す
る
状
況
で
、
会
員
数
増
を
目
指
す
に

は
何
か
新
し
い
企
画
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
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そ
し
て
会
員
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
文
化
協
会
を
少
し
で
も
よ
り
良
く
し
よ
う
と
お
友
達
を
誘
い
、
新
会
員
を

増
や
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う
と
思
わ
れ
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ば
き
っ
と
新
し
い
展
開
が
あ
る
と
思
い
ま
す
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会
員
皆
様
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力
と
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ろ
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い
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グ
ル
ー
プ
便
り 

 

「
料
理
を
楽
し
む
会
」 

熊
本 

悦
子 

 

早
い
も
の
で
、「
料
理
を
楽
し
む
会
」
に
入
会
し
て
か

ら
九
年
に
も
な
り
ま
す
。 

月
に
一
度
平
城
西
公
民
館
で
、
松
村
先
生
が
考
え
、
食

材
を
準
備
し
て
下
さ
っ
た
献
立
を
五
・
六
名
ほ
ど
の
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
調
理
し
ま
す
。
皆
、
何
十
年
も

台
所
に
立
つ
主
婦
の
こ
と
、
材
料
を
切
る
者
、
洗
い
物
を

す
る
者
、
レ
シ
ピ
通
り
の
調
味
料
を
準
備
す
る
者
、
阿
吽

の
呼
吸
で
手
分
け
し
て
三
時
間
弱
程
度
で
四
品
程
の
献
立

を
作
り
、
四
グ
ル
ー
プ
全
員
揃
っ
て
豪
華
な
昼
食
を
試
食

し
ま
す
。 

家
庭
で
の
孤
独
な
調
理
作
業
と
違
っ
て
、
皆
で
ワ
イ
ワ

イ
知
恵
を
出
し
合
っ
て
新
し
い
献
立
に
挑
戦
、
こ
れ
が
何

と
も
楽
し
い
時
間
で
す
。
時
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
先
生
に
助
け
て
頂
い
た
り
し
な
が
ら
調
理
実
習

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

月
一
回
の
楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
も 

先
生
は
勿
論
の
こ
と
、
お
世
話
下
さ
る
先
輩
の
お
陰
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

が
、
こ
の
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
習
が

中
止
に
な
っ
た
り
、
実
習
が
出
来
て
も
皆
と
一
緒
に
試
食

で
き
な
か
っ
た
り
、
講
座
の
楽
し
い
年
間
行
事
で
あ
る
秋

の
西
公
民
館
祭
や
文
化

祭
で
の
出
店
も
中
止
と

な
り
、
大
変
残
念
な
思

い
で
す
。 

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
、
普
段
通
り
の
活
動

が
出
来
る
様
願
っ
て
い
ま

す
。 

  

「
短
歌
を
楽
し
む
会
」    

田
中
み
や
子 

   

あ
る
日
、日
経
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、か
こ
み
記
事
に
、

田
中
教
子
氏
が
和
服
を
着
て
中
の
島
公
会
堂
で
若
い
人
を

集
め
て
月
一
回
歌
会
を
ひ
ら
い
て
い
る
と
・
・
・
彼
女
は
ア
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「 
層
富
三
十
九
号
に
寄
せ
て 

」 

市
民
文
化
ホ
ー
ル
事
務
長   

田
辺 

正
人 

 
 

本
年
四
月
か
ら
奈
良
市
北
部
会
館
市
民
文
化
ホ
ー
ル

の
事
務
長
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
田
辺
正
人
と
申
し
ま

す
。 

 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
設
立
四
十
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

協
会
の
皆
様
に
は
、
文
化
的
活
動
や
地
域
間
交
流
な

ど
幅
広
い
活
動
を
続
け
ら
れ
、
平
城
・
相
楽
地
域
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
当
ホ
ー
ル
の
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協

力
、
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
出
の
機
会
や
人

と
の
集
ま
り
、
出
会
い
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
密
を
避

け
た
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
人
と

人
と
の
身
体
的
距
離
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

や
や
も
す
れ
ば
心
の
距
離
ま
で
離
れ
て
い
っ
て
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら

皆
様
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
様
々
な
活
動
は
、
人
々

を
つ
な
ぎ
生
活
に
活
気
と
潤
い
を
与
え
、
健
康
的
な
暮

ら
し
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
奈
良
市
北
部
会
館
市
民
文
化
ホ
ー
ル

は
、
地
域
の
皆
様
の
文
化
活
動
の
促
進
、
教
養
の
向
上

及
び
健
康
の
保
持
を
図
り
、
福
祉
の
増
進
に
役
立
つ
こ

と
な
ど
を
目
的
に
二
○
○
四
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
ホ

ー
ル
で
は
、
高
の
原
文
化
・
健
康
講
座
な
ど
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
、皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、

地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
親
し
ま
れ
る
施
設

運
営
と
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
の
更
な
る

発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康
・
ご
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
層
富
三
十
九
号
発
行
に
寄
せ
て
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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グ
ル
ー
プ
便
り 

 

「
料
理
を
楽
し
む
会
」 

熊
本 

悦
子 

 

早
い
も
の
で
、「
料
理
を
楽
し
む
会
」
に
入
会
し
て
か

ら
九
年
に
も
な
り
ま
す
。 

月
に
一
度
平
城
西
公
民
館
で
、
松
村
先
生
が
考
え
、
食

材
を
準
備
し
て
下
さ
っ
た
献
立
を
五
・
六
名
ほ
ど
の
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
調
理
し
ま
す
。
皆
、
何
十
年
も

台
所
に
立
つ
主
婦
の
こ
と
、
材
料
を
切
る
者
、
洗
い
物
を

す
る
者
、
レ
シ
ピ
通
り
の
調
味
料
を
準
備
す
る
者
、
阿
吽

の
呼
吸
で
手
分
け
し
て
三
時
間
弱
程
度
で
四
品
程
の
献
立

を
作
り
、
四
グ
ル
ー
プ
全
員
揃
っ
て
豪
華
な
昼
食
を
試
食

し
ま
す
。 

家
庭
で
の
孤
独
な
調
理
作
業
と
違
っ
て
、
皆
で
ワ
イ
ワ

イ
知
恵
を
出
し
合
っ
て
新
し
い
献
立
に
挑
戦
、
こ
れ
が
何

と
も
楽
し
い
時
間
で
す
。
時
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
先
生
に
助
け
て
頂
い
た
り
し
な
が
ら
調
理
実
習

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

月
一
回
の
楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
も 

先
生
は
勿
論
の
こ
と
、
お
世
話
下
さ
る
先
輩
の
お
陰
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

が
、
こ
の
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
習
が

中
止
に
な
っ
た
り
、
実
習
が
出
来
て
も
皆
と
一
緒
に
試
食

で
き
な
か
っ
た
り
、
講
座
の
楽
し
い
年
間
行
事
で
あ
る
秋

の
西
公
民
館
祭
や
文
化

祭
で
の
出
店
も
中
止
と

な
り
、
大
変
残
念
な
思

い
で
す
。 

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
、
普
段
通
り
の
活
動

が
出
来
る
様
願
っ
て
い
ま

す
。 

  

「
短
歌
を
楽
し
む
会
」    

田
中
み
や
子 

   
あ
る
日
、日
経
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、か
こ
み
記
事
に
、

田
中
教
子
氏
が
和
服
を
着
て
中
の
島
公
会
堂
で
若
い
人
を

集
め
て
月
一
回
歌
会
を
ひ
ら
い
て
い
る
と
・
・
・
彼
女
は
ア
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「
折
り
紙
を
楽
し
む
会
」 

 
 

西
川 

浩
美 

  

私
が
折
り
紙
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、近
所
の
人
か
ら
北

部
会
館
で
作
品
展
の
話
を
聞
き
、長
く
兜
台
に
住
ん
で
い
る

の
に
今
ま
で
全
然
知
ら
ず
、軽
い
気
持
で
一
度
見
て
み
よ
う

と
思
い
、
出
か
け
た
。 

会
場
で
は
色
々
な
サ
ー
ク
ル
の
個
性
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が

あ
り
、
そ
の
中
に
折
り
紙
の
展
示
も
あ
っ
て
、
見
た
時
に
は

折
り
紙
っ
て
こ
ん
な
の
が
出
来
る
ん
だ
と
、自
分
は
鶴
ぐ
ら

い
し
か
今
迄
作
っ
て
な
い
の
で
、色
と
り
ど
り
の
花
々
色
紙

等
を
見
て
感
心
す
る
ば
か
り
。そ
の
後
折
り
紙
を
楽
し
む
会

に
入
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
回
目
に
参
加
し
た
時

は
部
屋
い
っ
ぱ
い
の
メ
ン
バ
ー
の
方
の
中
で
少
し
緊
張
し
た
。 

最
初
に
教
え
て
も
ら
っ
て
作
っ
た
「
万
華
鏡
」
色
の
組
み

合
わ
せ
や
折
り
方
が
結
構
難
し
く
、五
時
間
終
え
て
帰
宅
し

た
時
に
は
、
ど
っ
と
疲
れ
て
た
な
と
。 

あ
れ
か
ら
早
い
も
の
で
三
年
、今
春
に
は
四
年
目
に
入
り

ま
す
。
そ
の
間
に
色
々
作
っ
た
も
の
で
す
。 

四
季
お
り
お
り
に
花
も
何
種
類
か
、折
る
紙
に
も
普
通
の

折
り
紙
、
和
紙
、
千
代
紙
と
そ
れ
ぞ
れ
紙
に
よ
っ
て
も
花
の
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ラ
ラ
ギ
と
も
つ
な
が
る
人
で
あ
っ
た
。あ
こ
が
れ
の
岡
井
隆

氏
も
ア
ラ
ラ
ギ
系
の
人
と
き
い
て
い
た
。 

レ
ト
ロ
な
建
築
に
て
、高
校
時
代
を
中
の
島
で
す
ご
し
た

私
は
青
春
時
代
を
と
り
も
ど
す
よ
う
な
か
ん
じ
だ
っ
た
。「
層

富
」
の
よ
う
な
う
す
い
本
に
、
は
じ
め
て
自
作
の
歌
が
活
字

に
な
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
は 

他
に
た
と
え
よ
う
も
な
か
っ

た
。
し
か
し
長
女
に
み
せ
る
と
、「
こ
ん
な
ん
読
ま
な
あ
か

ん
の
？
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
い
、
死
ね
ば
す
ぐ
燃
や
さ
れ
る

か
と
や
る
気
を
な
く
し
た
。 

若
い
人
と
い
う
は
、高
校
教
師
で
賞
を
目
指
す
感
受
性
が

強
い
人
た
ち
だ
っ
た
。 

又 

き
び
し
い
批
評
を
し
あ
う
の

が
あ
た
り
ま
え
の
世
界
で
、な
れ
な
い
私
は
耐
え
切
れ
ず 

と

う
と
う
去
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

次
に
梅
田
の
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
入
る
こ
と
に
し
た
。未

来
の
同
人
の
水
沢
よ
う
子
氏
が
先
生
だ
っ
た
。
こ
れ
又
、
岡

井
さ
ん
が
来
ら
れ
る
か
と
期
待
し
た
が
来
ら
れ
な
か
っ
た
。 

こ
こ
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
が
閉
鎖
に
な
り
、
や
め
る
こ
と
と
な

る
。 も

う
、梅
田
ま
で
行
く
元
気
が
な
く
な
り
こ
の
街
の
公
民

館
の
先
生
に
つ
く
こ
と
に
し
た
。 

し
か
し
先
生
が
高
齢
で
こ
れ
又
や
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

平
城
Ｎ
Ｔ
文
化
協
会
の
短
歌
を
た
の
し
む
会
に
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
に
。 

長
い
間
、あ
ち
こ
ち
放
浪
の
旅
を
し
て
き
た
が
た
だ
一
つ

で
も
快
心
の
歌
が
出
来
た
ら
と
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

お
も
ろ
う
て
や
が
て
悲
し
い
歌
の
一
つ
で
も
作
り
た
い
。

死
ね
ば
す
ぐ
焼
か
れ
る
身
だ
が
ぐ
ち
ば
か
り
言
う
の
も
…

「
清
し
」の
生
き
様
に
し
た
い
私
に
は 

合
わ
な
い
だ
ろ
う
。 

こ
の
世
の
こ
と
は
夢
の
又
夢
と
秀
吉
も
い
っ
た
で
は
な
い

か
。 短

歌
を
た
の
し
む
会
は
毎
月
第
二
火
曜
の
午
後
一
時
半

か
ら
北
部
会
館
に
て
開
か
れ
ま
す
。 

歌
を
月
に
二
首
つ
く
り 

当
番
の
人
に
送
り
ま
す
。 

当
番
は
プ
リ
ン
ト
し
て
当
日
に
く
ば
り
、会
の
司
会
を
し

ま
す
。
講
師
は
「
ヤ
マ
マ
ユ
」
の
編
集
を
さ
れ
て
い
る
檪
原

聰
先
生
で
す
。 

歌
を
会
員
が
批
評
感
じ
た
こ
と
を
い
い
、作
者
の
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、先
生
が
て
い
ね
い
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
。 

長
年
や
っ
て
お
ら
れ
る
方
や
、は
じ
め
た
ば
か
り
の
人
い

ろ
い
ろ
で
す
が
和
気
あ
い
あ
い
で
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
。 
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と
思
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、
出
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け
た
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で
は
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な
サ
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の
個
性
に
あ
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た
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が
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、
そ
の
中
に
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の
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示
も
あ
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た
時
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は
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て
こ
ん
な
の
が
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だ
と
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分
は
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ぐ
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し
か
今
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作
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て
な
い
の
で
、色
と
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ど
り
の
花
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色
紙

等
を
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て
感
心
す
る
ば
か
り
。そ
の
後
折
り
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を
楽
し
む
会

に
入
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
回
目
に
参
加
し
た
時

は
部
屋
い
っ
ぱ
い
の
メ
ン
バ
ー
の
方
の
中
で
少
し
緊
張
し
た
。 

最
初
に
教
え
て
も
ら
っ
て
作
っ
た
「
万
華
鏡
」
色
の
組
み

合
わ
せ
や
折
り
方
が
結
構
難
し
く
、五
時
間
終
え
て
帰
宅
し

た
時
に
は
、
ど
っ
と
疲
れ
て
た
な
と
。 

あ
れ
か
ら
早
い
も
の
で
三
年
、今
春
に
は
四
年
目
に
入
り

ま
す
。
そ
の
間
に
色
々
作
っ
た
も
の
で
す
。 

四
季
お
り
お
り
に
花
も
何
種
類
か
、折
る
紙
に
も
普
通
の

折
り
紙
、
和
紙
、
千
代
紙
と
そ
れ
ぞ
れ
紙
に
よ
っ
て
も
花
の
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置
し
水
陸
交
通
の
要
所
で
あ
り
、大
和
と
河
内
を
結
ぶ
竜
田

道
に
近
く
難
波
津
に
至
る
最
短
の
連
絡
に
便
宜
で
あ
る
と
い

う
交
通
の
要
地
と
い
う
点
か
ら
も
、こ
こ
に
宮
を
構
え
る
こ

と
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

『
何
故
、
飛
鳥
豊
浦
宮
か
ら
は
十
数
キ
ロ
も
離
れ
た
斑
鳩

に
宮
室
を
営
ん
だ
の
か
？
』 

 

推
古
天
皇
の
も
と
、飛
鳥
の
地
で
摂
政
と
し
て
天
皇
を
補

佐
す
る
の
が
役
目
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、推
古
九
年（
六

〇
一
年
）
突
如
と
し
て
斑
鳩
の
地
に
宮
室
を
建
て
始
め
、
四

年
後
に
は
実
際
に
住
み
始
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。そ
し

て
直
線
距
離
で
凡
そ
十
五
キ
ロ
の
道
の
り
を
調
子
麿
と
い
う

従
者
を
し
た
が
え
て
飛
鳥
に
通
っ
た
「
筋
交
い
道
」
も
整
備

さ
れ
た
が
、
一
つ
に
は
、
斑
鳩
の
地
が
大
和
川
に
沿
う
た
め

に
龍
田
を
越
え
て
河
内
に
通
ず
る
交
通
路
の
要
衝
に
当
た
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、斑
鳩
の
宮
を
造
る
こ
と
が
難
波
か
ら
新

文
化
を
い
ち
早
く
受
け
入
れ
る
所
に
居
を
移
す
こ
と
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
太
子
は
斑
鳩
宮
の
側
に
本
格
的
な
寺

院
を
建
立
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
法
隆
寺
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
を
抑
え
て
い
た
の
が
膳
部
氏
で
、
そ
の
娘
と

婚
姻
を
結
ん
だ
膳
妃
（
菩
岐
々
美
郎
女
）
の
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
こ
と
と
考
え
る
人
も
多
い
。 

 

し
か
し
、転
居
の
理
由
に
つ
い
て
は
多
く
の
謎
解
き
が
試

み
ら
れ
て
き
た
様
で
、私
の
疑
問
よ
り
も
早
く
か
ら
課
題
に

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
は
、岳
父
で
あ
っ
た
蘇
我
馬
子
と
の
対
立
で
あ
る
。

初
め
こ
そ
、う
ま
く
い
っ
て
い
た
二
人
の
関
係
も
時
が
過
ぎ
、

政
治
・
外
交
の
諸
政
策
に
お
い
て
意
見
が
食
い
違
う
こ
と
が

多
く
な
っ
た
の
で
は
無
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
確
執
の
為
、聖
徳
太
子
は
蘇
我
氏
の
勢
力
圏
か
ら
逃
れ

る
為
に
斑
鳩
に
移
っ
た
の
だ
と
も
云
わ
れ
、飛
鳥
に
居
住
す

べ
き
で
あ
っ
た
太
子
が
結
果
的
に
は
蘇
我
氏
と
距
離
を
と
り

政
治
の
舞
台
か
ら
退
き
、世
俗
を
捨
て
て
仏
道
に
専
念
す
る

べ
く
仏
教
・
経
典
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
と
の
印
象
を
受

け
る
。 

 

さ
ら
に
、
聖
徳

太
子
が
斑
鳩
の
地

を
反
蘇
我
の
拠
点

と
し
た
可
能
性
と

し
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
文
献
も
見
ら

白山神社の聖徳太子・黒駒
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表
情
や
感
じ
も
ち
が
う
。
私
は
（
ば
ら
）
の
花
が
難
し
く
苦

手
だ
、
ず
い
ぶ
ん
形
が
う
ま
く
出
来
ず
に
四
苦
八
苦
、
手
伝

っ
て
も
ら
っ
て
何
と
か
完
成
。
三
月
は
桃
の
節
句
で
、
お
雛

様
を
作
っ
た
り
、
五
月
は
端
午
の
節
句
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利

用
し
て
き
れ
い
な
紙
を
箱
の
表
面
に
貼
っ
て
内
側
に
菖
蒲
の

花
、
外
側
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
た
な
び
き
、
正
面
に
兜
を
飾
っ

た
「
飾
り
小
箱
」
こ
れ
は
ま
あ
上
手
く
出
来
た
様
、
結
構
い

い
作
品
だ
な
と
自
分
で
は
気
に
入
っ
て
ま
す
。又
晩
秋
の
頃

に
は
、
お
正
月
用
に
干
支
の
飾
り
を
。
今
迄
に
私
は
「
子
」

「
丑
」「
寅
」
と
三
種
類
、
十
二
支

な
の
で
残
り
九
種
類
あ
る
の
で
、

今
か
ら
全
種
類
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
る
か
な
と
。 

折
り
紙
を
し
て
い
る
と
熱
中
し

て
時
間
が
す
ぐ
に
過
ぎ
て
行
き
ま

す
。
自
分
で
作
っ
た
色
紙
や
花
等
、

玄
関
や
壁
に
飾
っ
て
ま
す
が
、
遠

く
か
ら
眺
め
る
と 

結
構
（
い
い

な
）
と
自
画
自
賛
。
■
■
■
■
■

■
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
、

折
り
紙
で
色
々
と
新
し
い
作
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、楽
し

く
元
気
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
ま
す
。 

  「
飛
鳥
学
講
座
」   

 

聖
徳
太
子
へ
の
質
問
・
・
・
何
故
飛
鳥
に
住
ま
な
か
っ
た

の
か                  

福
本 

雄
弌 

 
 

法
隆
寺
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
動
中
に
、い
つ

か
ら
か「
聖
徳
太
子
は
何
故
飛
鳥
か
ら
十
六
キ
ロ
も
離
れ
た

斑
鳩
に
引
越
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
」と
た
わ
い
な
い
疑
問

を
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

ご
承
知
の
通
り「
聖
徳
太
子
」と
云
う
名
は
諡
号

し
ご
う

で
あ
り
、

奈
良
時
代
の
五
七
一
年
に
第
三
十
一
代
用
明
天
皇
の
第
二

皇
子
と
し
て
、蘇
我
の
稲
目
の
孫
に
あ
た
る
穴
穂
部
間
人
皇

女
を
母
に
誕
生
。
厩
戸
皇
子
、
豊
聡
耳
皇
子
、
上
宮
太
子
な

ど
の
い
く
つ
か
の
呼
び
名
が
伝
わ
っ
て
い
た
。 

 

十
四
歳
の
折
、
物
部
守
屋
軍
と
衣
摺
（
八
尾
市
）
で
の
蘇

我
・
物
部
武
力
闘
争
戦
に
参
戦
、
斑
鳩
の
地
が
大
和
川
に
位
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置
し
水
陸
交
通
の
要
所
で
あ
り
、大
和
と
河
内
を
結
ぶ
竜
田

道
に
近
く
難
波
津
に
至
る
最
短
の
連
絡
に
便
宜
で
あ
る
と
い

う
交
通
の
要
地
と
い
う
点
か
ら
も
、こ
こ
に
宮
を
構
え
る
こ

と
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

『
何
故
、
飛
鳥
豊
浦
宮
か
ら
は
十
数
キ
ロ
も
離
れ
た
斑
鳩

に
宮
室
を
営
ん
だ
の
か
？
』 

 

推
古
天
皇
の
も
と
、飛
鳥
の
地
で
摂
政
と
し
て
天
皇
を
補

佐
す
る
の
が
役
目
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、推
古
九
年（
六

〇
一
年
）
突
如
と
し
て
斑
鳩
の
地
に
宮
室
を
建
て
始
め
、
四

年
後
に
は
実
際
に
住
み
始
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。そ
し

て
直
線
距
離
で
凡
そ
十
五
キ
ロ
の
道
の
り
を
調
子
麿
と
い
う

従
者
を
し
た
が
え
て
飛
鳥
に
通
っ
た
「
筋
交
い
道
」
も
整
備

さ
れ
た
が
、
一
つ
に
は
、
斑
鳩
の
地
が
大
和
川
に
沿
う
た
め

に
龍
田
を
越
え
て
河
内
に
通
ず
る
交
通
路
の
要
衝
に
当
た
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、斑
鳩
の
宮
を
造
る
こ
と
が
難
波
か
ら
新

文
化
を
い
ち
早
く
受
け
入
れ
る
所
に
居
を
移
す
こ
と
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
太
子
は
斑
鳩
宮
の
側
に
本
格
的
な
寺

院
を
建
立
し
た
。こ
れ
が
現
在
の
法
隆
寺
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
を
抑
え
て
い
た
の
が
膳
部
氏
で
、
そ
の
娘
と

婚
姻
を
結
ん
だ
膳
妃
（
菩
岐
々
美
郎
女
）
の
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
こ
と
と
考
え
る
人
も
多
い
。 

 

し
か
し
、転
居
の
理
由
に
つ
い
て
は
多
く
の
謎
解
き
が
試

み
ら
れ
て
き
た
様
で
、私
の
疑
問
よ
り
も
早
く
か
ら
課
題
に

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
は
、岳
父
で
あ
っ
た
蘇
我
馬
子
と
の
対
立
で
あ
る
。

初
め
こ
そ
、う
ま
く
い
っ
て
い
た
二
人
の
関
係
も
時
が
過
ぎ
、

政
治
・
外
交
の
諸
政
策
に
お
い
て
意
見
が
食
い
違
う
こ
と
が

多
く
な
っ
た
の
で
は
無
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
確
執
の
為
、聖
徳
太
子
は
蘇
我
氏
の
勢
力
圏
か
ら
逃
れ

る
為
に
斑
鳩
に
移
っ
た
の
だ
と
も
云
わ
れ
、飛
鳥
に
居
住
す

べ
き
で
あ
っ
た
太
子
が
結
果
的
に
は
蘇
我
氏
と
距
離
を
と
り

政
治
の
舞
台
か
ら
退
き
、世
俗
を
捨
て
て
仏
道
に
専
念
す
る

べ
く
仏
教
・
経
典
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
と
の
印
象
を
受

け
る
。 

 

さ
ら
に
、
聖
徳

太
子
が
斑
鳩
の
地

を
反
蘇
我
の
拠
点

と
し
た
可
能
性
と

し
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
文
献
も
見
ら

白山神社の聖徳太子・黒駒
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ら
っ
し
ゃ
っ
た
「
舩
津
喜
美
子
先
生
」
が
、
一
月
か
ら
講
座

を
受
け
持
っ
て

下
さ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

源
氏
物
語
十

帖
の
「
賢さ

か

木き

」
の

途
中
ま
で
進
ん

で
お
り
ま
し
た

が
、そ
の
ま
ま
引

き
続
い
て
講
義

を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

休
講
が
長
か
っ

た
せ
い
か
、受
講

者
が
減
少
し
ま

し
た
。 

日
本
最
古
の

文
学
小
説
「
源

氏
物
語
」
を
ご

一
緒
に
読
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

「
中
国
語
同
好
会
」       
彌
田
智
一 

  

還
暦
を
機
に
、
人
生
の
リ
セ
ッ
ト
と
意
気
込
ん
で
、
東
工

大
を
早
期
退
職
、住
み
慣
れ
た
首
都
圏
か
ら
引
っ
越
し
ま
し

た
。
生
ま
れ
は
大
阪
、
育
ち
は
京
阪
神
と
瀬
戸
内
の
呉
で
育

っ
た
の
で
、
山
野
が
近
い
風
景
は
懐
か
し
く
、
初
め
て
の
奈

良
住
ま
い
は
六
年
目
に
入
り
ま
し
た
。化
学
と
高
分
子
が
専

門
の
研
究
者
と
し
て
、同
志
社
大
学
に
小
さ
な
研
究
室
を
構

え
、S

m
a

ll B
a

se
b

a
ll

な
ら
ぬS

m
a

ll S
cie

n
ce 

を
続
け

て
い
ま
す
。 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
の
ち
ら
し
を
見
て
、毎
週

木
曜
の
中
国
語
同
好
会
に
入
会
し
ま
し
た
。語
学
は
あ
ま
り

得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、二
十
年
以
上
も
中
国
人
と
交
流

が
あ
り
、余
生
は
中
国
で
活
躍
す
る
研
究
者
や
卒
業
生
を
訪

ね
、
世
界
遺
産
を
旅
行
す
る
の
が
動
機
で
す
。
二
〇
二
〇
年

十
二
月
、
緊
張
の
初
日
を
想
い
出
し
な
が
ら
、
中
国
語
同
好

会
を
紹
介
し
ま
す
。 

男
女
ほ
ぼ
半
々
の
受
講
生
二
十
数
名
が
三
々
五
々
集
ま

る
中
、「
雪
の
降
る
街
を
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
中
国
語
歌
詞
の
口
ず
さ
み
が
聞
こ
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、ご
く
ご
く
控
え
め
の
中
国
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れ
、そ
れ
に
は
蘇
我
馬
子
に
殺
さ
れ
た
穴
穂
部
皇
子
が
藤
ノ

木
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
と
比
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
六
〇

一
年
と
云
う
年
は

古
来
、
中
国
で
は

革
命
が
起
こ
る
と

さ
れ
た
辛
酉

し
ん
ゆ
う

の
年

に
あ
た
り
、
そ
れ

に
基
づ
き
転
居
し

た
と
云
う
説
も
あ

り
、
数
々
の
推
測

に
溢
れ
て
い
る
こ

と
を
発
見
し
た
も

の
で
あ
る
。 

 

古
き
時
代
の
数
々

の
謎
解
き
に
興
味

を
そ
そ
る
の
で
あ

る
が
、
幾
多
の
書

籍
を
調
べ
て
い
く

と
今
迄
か
ら
既
に

多
く
の
方
々
が
調
べ
て
居
ら
れ
、
私
の
疑
問
は
今
更
な
が

ら
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
一
つ
で
も
知

識
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
自
己
満
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

 

「
源
氏
物
語
を
読
む
会
」      

堀
口
千
秋 

 

二
〇
二
〇
年
八
月
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
、
浅
田
先

生
の
ご
体
調
が
優
れ
な
い
の
で
、ず
っ
と
休
講
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
末
で
、
浅
田
先
生
が
こ

の
講
座
を
お
退
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。二
〇
〇
六
年
か
ら
十

五
年
間
、
い
つ
も
変
わ
ら
ず
、
優
し
く
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。忘
れ
て
し
ま
っ
た
文
法
を
呼
び
起
こ

し
て
も
ら
っ
た
り
、物
語
に
沢
山
出
て
く
る
和
歌
の
引
き
歌

を
調
べ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
皆
々
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り

ま
し
た
。
浅
田
先
生
の
ご
回
復
を
、
只
々
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。 

月
二
回
の
講
座
を
待
ち
ど
お
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
た
に
右
京
三
丁
目
に
お
住
ま
い
で
、元
国
語
の
教
師
で
い
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毎
年
、二
〇
〇
人
規
模
の
日
中
材
料
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

中
国
各
地
で
主
催
し
ま
し
た
。
毎
回
、
日
本
の
十
大
学
二
十

研
究
室
か
ら
約
五
十
人
を
連
れ
て
、
北
京
、
西
安
、
成
都
、

常
州
、
南
寧
ほ
か
、Go

o
d S

cie
n
ce &

 G
o
o
d E

xch
a

n
g

e

を
謳
っ
て
、
充
実
し
た
学
術
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
長
い
間
、
親
密
に
中
国
人
と
交
遊
し
な
が
ら
、
私
の
中

国
語
は
ひ
ど
く
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。
研
究
交
流
は
英

語
で
す
が
、
会
議
以
外
の
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
で

は
、巣
立
っ
た
中
国
人
が
流
暢
な
日
本
語
で
世
話
を
や
い
て

く
れ
、
日
本
よ
り
快
適
で
す
。
甘
や
か
す
と
勉
強
し
な
い
典

型
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
人
生
の
リ
セ
ッ
ト
を
機
会
に
、
中
国

旅
行
を
目
標
に
、地
道
に
こ
つ
こ
つ
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
継
続
は
力
な
り
。
ラ
ジ
オ
中
国
語
講
座
を

一
年
以
上
聴
き
続
け
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
欲
が
出
て
、
今
年

四
月
、「
ま
い
に
ち
イ
タ
リ
ア
語
」
を
聴
き
始
め
ま
し
た
。

新
鮮
さ
も
あ
っ
て
、五
月
号
テ
キ
ス
ト
も
買
い
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
火
遊
び
か
も
。
あ
く
ま
で
、
中
国
語
一
番
で
ま
い

り
ま
す
。
中
国
語
同
好
会
の
先
生
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

【
中
国
語
同
好
会
の
ご
案
内
】 

 

右
京
ふ
れ
あ
い
会
館
に
て
、第
五
週
を
除
き
毎
週
木
曜
日

の
午
前
中
（
初
級
コ
ー
ス
は9

:1
5

～1
0

:3
0

、 

応
用
コ
ー
ス
は1

0
:4

5

～1
2

:0
0

に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《https;//heijyo-newtown-china.jimdofree.com. 

》 

  

「「
わ
く
わ
く
ニ
ッ
ト
」 

 
 

渡
辺
直
子 

 

 

わ
く
わ
く
ニ
ッ
ト
は
高
の
原
駅
前
団
地
に
お
住
い
の
会

員
の
方
の
お
世
語
で
集
会
所
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
四

年
目
に
な
り
ま
す
。毎
月
第
一
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
開
会
し
て
い
ま
す 

松
岡
リ
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を
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ん
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協
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の
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事
は
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田
さ
ん
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吉
本
さ
ん
で

す
。
四
月
に
は
三
名
の
入
会
希
望
者
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
仲

良
く
編
み
物
に
励
ん
で
い
ま
す
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に
一
度
は
編
ん
だ
事
が
あ
る
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で
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め
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語
唱
歌
が
、
講
座
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
曲
目
は
数
箇
月
お
き

に
変
わ
り
、現
在
は
一
九
八
五
年
に
台
湾
歌
謡
界
の
歌
手
六

十
人
が
集
結
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
ン
グ
「
明
天
会
更
好
（
明

日
は
も
っ
と
好
く
な
る
）」
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
先
生
は
、

最
新
の
中
国
語
ニ
ュ
ー
ス
、中
国
語
学
習
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
たY

o
u 

T
u
b

e
番
組
、
川
柳
の
よ
う
な
現
代
漢
詩
、

中
国
語
検
定
の
過
去
問
な
ど
、
毎
回
、
多
彩
な
教
材
を
準
備

さ
れ
、
私
た
ち
の
興
味
を
繋
い
で
、
文
化
や
時
事
も
含
め
た

講
義
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ど
の
教
材
で
も
共
通
す

る
の
は
、
み
ん
な
で
音
読
す
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
控

え
め
に
。
講
座
の
最
後
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
中
国
語
講
座
の

会
話
文
を
み
ん
な
で
音
読
の
あ
と
、一
人
ず
つ
当
て
ら
れ
ま

す
。
順
番
が
回
っ
て
く
る
ま
で
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
で
す
。
中

国
語
は
、
声
調
と
い
う
音
の
高
低
が
特
徴
で
、
初
学
者
を
悩

ま
せ
ま
す
。
私
の
場
合
、
正
し
い
声
調
を
外
し
た
上
に
、
余

計
な
首
の
上
下
運
動
が
先
行
し
が
ち
で
す
。盛
り
だ
く
さ
ん

の
九
十
分
講
義
が
入
門
コ
ー
ス
で
す
。
出
席
率
も
高
く
、
多

く
の
方
が
数
年
以
上
続
け
て
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。感
染
対

策
で
中
断
し
て
い
た
講
座
後
の
歓
談
、
呑
み
会
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
課
外
活
動
も
徐
々
に
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。上
級

者
コ
ー
ス
で
は
、
中
国
語

の
古
典
な
ど
を
教
材
に
長

文
読
解
を
学
習
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
十
一
月

文
化
祭
の
上
演
部
門
も
再

開
と
か
、
中
国
語
唱
歌
の

準
備
に
も
力
が
入
っ
て
き

ま
し
た
。 

入
会
か
ら
一
年
半
、
私
の
声
調
は
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座
「
ま
い
に
ち
中
国
語
」
は
、
一
年
を
通
し

て
聞
く
よ
う
に
な
り
、中
国
語
同
好
会
は
私
の
学
習
の
動
機

づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
成
果
を
期
待
し
て
、
毎

週
の
講
座
と
課
外
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

都
立
大
、
東
工
大
の
研
究
室
で
は
、
中
国
か
ら
若
く
て
優

秀
な
博
士
研
究
者
や
留
学
生
を
ほ
ぼ
毎
年
受
入
れ
、欧
米
か

ら
の
研
究
者
も
含
め
て
研
究
室
は
国
際
的
で
し
た
。日
本
人

の
大
学
院
生
に
は
、共
同
研
究
の
た
め
に
短
期
派
遣
も
し
ま

し
た
。研
究
室
か
ら
巣
立
っ
た
中
国
人
の
多
く
は
中
国
の
有

名
大
学
で
教
授
に
な
っ
た
の
で
、日
中
の
若
手
研
究
者
の
交

流
の
た
め
、尖
閣
諸
島
問
題
の
二
〇
一
二
年
を
除
い
て
ほ
ぼ
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〇
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催
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o
d S

cie
n
ce &

 G
o
o
d E

xch
a

n
g

e
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光
で

は
、巣
立
っ
た
中
国
人
が
流
暢
な
日
本
語
で
世
話
を
や
い
て

く
れ
、
日
本
よ
り
快
適
で
す
。
甘
や
か
す
と
勉
強
し
な
い
典

型
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
人
生
の
リ
セ
ッ
ト
を
機
会
に
、
中
国

旅
行
を
目
標
に
、地
道
に
こ
つ
こ
つ
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
継
続
は
力
な
り
。
ラ
ジ
オ
中
国
語
講
座
を

一
年
以
上
聴
き
続
け
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
欲
が
出
て
、
今
年

四
月
、「
ま
い
に
ち
イ
タ
リ
ア
語
」
を
聴
き
始
め
ま
し
た
。

新
鮮
さ
も
あ
っ
て
、五
月
号
テ
キ
ス
ト
も
買
い
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
火
遊
び
か
も
。
あ
く
ま
で
、
中
国
語
一
番
で
ま
い

り
ま
す
。
中
国
語
同
好
会
の
先
生
、
受
講
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中
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内
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右
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～1
2

:0
0
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催
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な
り
ま
す
。毎
月
第
一
木
曜
日
午
後
一
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か
ら
三
時

ま
で
開
会
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て
い
ま
す 

松
岡
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
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堀
口
さ
ん
柳
本
さ
ん
が
指
導
し

て
下
さ
い
ま
す
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文
化
協
会
の
理
事
は
成
田
さ
ん
、会
計
係
は
吉
本
さ
ん
で

す
。
四
月
に
は
三
名
の
入
会
希
望
者
が
あ
り
、
皆
さ
ん
で
仲

良
く
編
み
物
に
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も
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見
か
け
る
事
が
在
り
ま
す
。
そ
の
際
、
話
を
さ
れ
て
い
る
高

齢
の
方
の
言
葉
が
非
常
に
聞
き
取
り
難
い
事
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ
局
の
方
で
映
像
画
面
の

下
に
テ
ロ
ッ
プ
を
付
け
、発
言
内
容
を
正
確
に
視
聴
者
に
伝

え
る
工
夫
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

私
も
昨
年
夏
、自
分
が
喋
っ
て
い
る
シ
ー
ン
を
写
し
た
ビ

デ
オ
を
た
ま
た
ま
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
自

分
の
喋
り
方
が
老
人
の
喋
り
口
調
そ
の
も
の
で
、非
常
に
聞

き
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
事
に
、強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

「
朗
読
を
楽
し
む
会
」
の
例
会
に
於
い
て
、
辻
本
先
生
は

常
々
、
朗
読
が
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
益
で
あ

る
こ
と
を
力
説
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
喋
り
口
調
の
「
衰

え
」を
防
止
す
る
た
め
に
朗
読
を
学
ぶ
こ
と
が
非
常
に
有
益

で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
作
品
の
理

解
、朗
読
の
表
現
力
向
上
の
た
め
の
学
び
と
訓
練
が
頭
脳
全

般
の
活
性
化
に
非
常
に
有
益
で
あ
る
こ
と
も
最
近
、特
に
実

感
し
て
お
り
ま
す
。 

朗
読
に
は
、
読
む
人
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、

他
の
人
の
朗
読
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、自
分
一
人
で
小
説
や

随
筆
を
読
む
「
読
書
」
で
は
得
ら
れ
な
い
、
作
品
の
素
晴
ら

し
さ
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。 

年
齢
を
重
ね
、身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
ガ
タ
が
き
て
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
と
の
朗
読
の
学
び
を
通
じ
、頭
脳
の
健
康
状
態

が
少
し
で
も
長
く
良
い
状
態
に
維
持
出
来
れ
ば
、と
思
っ
て

い
ま
す
。 
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し
ら
？
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
わ
く
わ
く
ニ
ッ
ト
で
は
、
ご
自
分
が
編
み
た
い
と
思
わ

れ
る
物
を
そ
の
時
の
技
に
応
じ
て
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
会
員

の
方
が
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。 

参
考
に
な
る
本
も
沢
山
見

せ
て
頂
く
事
が

で
き
ま
す
。
一

度
お
越
し
下
さ

い
ま
せ
ん
か
。

針
と
毛
糸
が
あ

れ
ば
好
き
な
物

を
編
む
事
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
！ 

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

     

「
朗
読
を
楽
し
む
会
」 

 
 

真
中
芳
美 

 

私
は
「
朗
読
を
楽
し
む
会
」
に
所
属
し
、
月
一
回
開
催
の

例
会
で
朗
読
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

例
会
で
は
講
師
の
辻
本
典
子
先
生
が
選
定
さ
れ
た
教
材

を
基
に
朗
読
を
学
ぶ
の
で
す
が
、毎
回
、朗
読
に
入
る
前
に
、

全
員
で
「
母
音
発
声
法
」
や
「
口
の
運
動
」、「
早
口
言
葉
」

の
唱
和
な
ど
で
、口
の
円
滑
な
動
き
促
す
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ッ
プ
（
？
）
を
行
い
、
正
確
な
発
声
の
た
め
の
準
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

朗
読
は
、そ
れ
を
聞
く
人
に
作
品
の
良
さ
を
伝
え
る
の
が

目
的
で
す
が
、そ
の
為
に
は
読
み
手
は
作
品
の
良
さ
を
感
じ

て
貰
え
る
よ
う
、そ
の
内
容
を
深
く
理
解
す
る
と
共
に
、「
朗

読
の
技
能
」
を
身
に
付
け
る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
私
達
会
員
は
様
々
な
技
法
を
絶
え
ず
学
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
以
前
に
、
朗
読
の
基
本
と
し
て
前
述
の
「
円
滑
な

口
の
動
き
」、「
正
確
な
発
声
」
に
繰
り
返
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

高
齢
の
方
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
シ
ー
ン
を
よ
く
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。
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葉
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「
古
文
書
を
読
む
会
」 

 

細
井 

祥
廷 

 

七
十
歳
を
過
ぎ
て
古
文
書
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
始
め

て 

自
分
の
周
り
の
友
人
に
相
談
す
る
と
、
皆
が
皆
「
そ
の

歳
で
は
難
し
い
。
や
め
て
お
け
！
」 

と
言
う
だ
け
で
結
局

誰
一
人
頑
張
れ
！
と
言
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。私
は
た

だ
単
純
に
、美
し
い
伴
大
納
言
や
源
氏
物
語
の
絵
巻
物
に
記

さ
れ
た
文
や
戦
国
武
将
（
秀
吉
・
信
長
・
家
康
な
ど
）
の
書

い
た
手
紙
や
通
達
な
ど
の
意
味
が
分
か
っ
た
ら
面
白
い
だ
ろ

う
な
、
と
考
え
て
い
た
だ
け
で
し
た
か
ら
、
皆
の
反
応
で 

「
読
む
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
だ
な
。」
さ
て
ど
う
し
た

も
の
か
と
迷
い
が
出
始
め
た
状
態
で「
古
文
書
を
読
む
会
」

の
石
川
リ
ー
ダ
ー
と
面
談
を
す
る
事
に
し
ま
し
た
。初
め
か

ら
と
て
も
元
気
な
お
方
で
私
に「
休
ま
ず
例
会
に
は
出
席
で

き
ま
す
か
？
今
か
ら
な
ら
休
ま
ず
や
っ
た
ら
、す
ぐ
追
い
つ

き
ま
す
よ
。歴
史
の
本
を
読
ん
で
い
た
ら
理
解
は
早
い
で
す

よ
。
と
に
か
く
ま
ず
、
読
め
る
よ
う
に
な
る
事
だ
。」
と
一

方
的
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
（
や
ろ
う
か
や
め
よ
う

か
）
迷
っ
て
い
る
私
に
「
私
は
親
切
な
教
え
方
を
し
て
い
ま

す
か
ら
」と
含
み
の
あ
る
言
葉
を
残
し
て
面
談
は
終
わ
り
ま

し
た
。 

私
は
司
馬
遼
太
郎
の
本
を
読
む
の
が
好
き
な
の
で
、歴
史

に
引
き
ず
ら
れ
た
形
の
入
会
と
な
り
ま
し
た
。以
後
休
ま
ず

出
席
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
石
川
リ
ー
ダ
ー

か
ら
は
、
初
心
者
用
の
文
書
か
ら
難
解
な
文
書
、
地
方
文
書

か
ら
武
家
文
書
と
幅
広
く
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
て
戴
い
て
い
ま

す
。
確
か
に
石
川
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
は
本
当
に
親
切
で
、
読

め
る
よ
う
に
な
る
為
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
有
り
っ
た
け
を

教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、私
は
な
か
な
か
消
化
で
き
ず

に
い
ま
し
た
が
、
博
識
で
、
熱
心
で
、
親
切
な
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
助
け
ら
れ
て
の
亀
足
前
進
状
態
で
す
が
、楽
し
く
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
本
の
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
々
が
常
に
話
題
に
さ
れ
る

（
本
能
寺
の
変
）
の
主
役
、
明
智
光
秀
が
何
故
主
君
織
田
信

長
に
背
い
た
の
か
？
そ
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
？
今
も
喧

々
諤
々
が
続
い
て
い
る
中
で
最
近
見
つ
か
っ
た
古
文
書
か
ら

こ
れ
だ
！
と
い
う
情
報
が
入
り
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。古

文
書
は
生
き
た
歴
史
で
す
。
そ
れ
を
読
み
、
知
る
の
は
楽
し

い
で
す
ね
。 
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「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
研
究
会
」   

白
澤
寿
美 

 
四
年
前
、
北
部
会
館
の
講
座
で
ご
一
緒
だ
っ
た
リ
ー
ダ

ー
の
打
田
先
生
と
の
ご
縁
で
、
初
め
て
「
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城
ニ
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文
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祭
」
を
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て
、
パ
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チ
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「
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」
と
思
い
、
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仲
間
に
入
れ
て
頂
き
ま
し

た
。 あ

ま
り
根
気
の
無
い
私
で
す
の
で
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輩
の
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立
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な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
は
ま
だ
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だ
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す
が
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に
ご
指

導
頂
き
な
が
ら
、簡
単
な
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ル
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を
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ー
ペ
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で
作
成

し
て
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ま
す
。
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し
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。 

教
室
は 

コ
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ナ
禍
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も
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り
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有
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す
が
、
第
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午
後
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毎
回
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生
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輩
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皆
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す
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品
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て
刺
激
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受
け
た
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、古
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し
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し
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メ
ン
バ
ー
各
々
が
自
由
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品
を
作
っ
て
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ま
す
。

一
度
覗
き
に
来
て
み
て
下
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と
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か
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た
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ニ
ュ
ー

タ
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ン
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と
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ざ
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。 
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友
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。
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追
い
つ

き
ま
す
よ
。歴
史
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と
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迷
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葉
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司
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史
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、
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に
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が
、
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か
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は
、
初
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者
用
の
文
書
か
ら
難
解
な
文
書
、
地
方
文
書

か
ら
武
家
文
書
と
幅
広
く
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
て
戴
い
て
い
ま

す
。
確
か
に
石
川
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
は
本
当
に
親
切
で
、
読

め
る
よ
う
に
な
る
為
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
有
り
っ
た
け
を

教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、私
は
な
か
な
か
消
化
で
き
ず

に
い
ま
し
た
が
、
博
識
で
、
熱
心
で
、
親
切
な
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
助
け
ら
れ
て
の
亀
足
前
進
状
態
で
す
が
、楽
し
く
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
本
の
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
々
が
常
に
話
題
に
さ
れ
る

（
本
能
寺
の
変
）
の
主
役
、
明
智
光
秀
が
何
故
主
君
織
田
信

長
に
背
い
た
の
か
？
そ
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
？
今
も
喧

々
諤
々
が
続
い
て
い
る
中
で
最
近
見
つ
か
っ
た
古
文
書
か
ら

こ
れ
だ
！
と
い
う
情
報
が
入
り
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。古

文
書
は
生
き
た
歴
史
で
す
。
そ
れ
を
読
み
、
知
る
の
は
楽
し

い
で
す
ね
。 
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ら
は
サ
イ
ン
ペ
ン
、万
年

筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
練
習
し
ま
す
。 

中
西
先
生
が
取
り
揃

え
て
下
さ
っ
た
情
緒
豊

か
な
お
題
、
杜
甫
を
、
ゲ

ー
テ
を
、
啄
木
を
、
家
で

眠
っ
て
い
る
ペ
ン
と
紙

で
味
わ
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。 

最
近
は
字
を
書
く
こ

と
も
無
く
、
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
で
家
計
簿
・
日
記

ま
で
記
録
で
き
ま
す
。ア

ナ
ロ
グ
な
世
界
も
ま
た

楽
し
い
も
の
で
す
。や
さ

し
い
文
字
に
触
れ
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

一
度
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

右
京
ふ
れ
あ
い
会
館 

毎
月
第
四
土
曜
日 

十
三
時
半
か
ら
十
五
時 

 

「
太
極
拳
と
歩
き
方
」 

 
 

杉
田
敏
江 

  

  

初
め
ま
し
て
、
今
回
よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

活
動
は
毎
週
土
曜
日
の
朝
七
時
半
よ
り
一
時
間
、朱
雀
ふ

れ
あ
い
会
館
西
側
の
平
城
二
号
公
園
時
計
塔
の
下
、講
師
の

岡
典
子
先
生
の
ご
指
導
で
行
っ
て
い
ま
す
。気
持
よ
い
朝
の

空
の
下
、
岡
先
生
の
動
き
と
説
明
を
見
聞
き
し
な
が
ら
、
太

極
養
生
五
防
功
、
歩
き
方
、
練
功
、
二
十
四
式
太
極
拳
の
健

康
体
操
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。間
の
休
憩
時

は
和
気
合
々
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
に
な
っ
て
い
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
太
極
拳
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
は
太
極
拳
を
終
え
た
後
「
今
日
も
、
い
え
今
週
一
週
間

元
気
で
頑
張
れ
る
！
」と
思
わ
せ
て
く
れ
る
大
切
な
時
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

- 18 - 

                  
「
万
葉
書
き
方
教
室
」    

池
田
八
重
美 

  

ああ
まま
のの
はは
らら
ふふ
りり
ささ
けけ
見見
れれ
ばば
春春
日日
なな
るる  

  
  

三三
笠笠
のの
山山
にに
出出
でで
しし
月月
かか
もも
 

 

安
倍
仲
麻
呂 

先
月
の
筆
の
お
手
本
で
す
。学
生
時
代
丸
暗
記
し
ま
し
た
。

今
、こ
こ
奈
良
に
居
住
し
、改
め
て
身
近
に
感
じ
る
歌
で
す
。

そ
し
て
と
て
も
悲
し
い
、
涙
を
誘
う
和
歌
な
の
で
す
ね
。 

御
存
じ
の
と
お
り
、仲
麻
呂
は
遣
唐
使
と
し
て
中
国
に
渡

り
、
な
ん
と
科
挙
（
官
僚
試
験
）
に
合
格
。
皇
帝
に
重
く
用

い
ら
れ
、
片
腕
と
な
り
、
唐
の
た
め
に
尽
力
し
ま
す
。
お
役

目
を
果
た
し
、や
っ
と
日
本
に
帰
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
っ

た
ら
、
船
が
転
覆
。
望
み
叶
わ
ず
ま
た
唐
に
戻
り
、
や
が
て

死
没
。 

故
郷
を
思
っ
て
詠
ん
だ
仲
麻
呂
の
心
持
ち
を
感
じ
な
が
ら
、

筆
を
運
ん
で
い
ま
す
。 

さ
て
、筆
は
何
処
の
ご
家
庭
に
も
あ
る
筆
ペ
ン
を
使
い
ま

す
。
墨
を
摩
る
必
要
が
な
く
、
手
も
汚
れ
な
い
、
後
片
付
け

も
な
し
。 

そ
の
他
の
お
手
本
は
詩
、
漢
詩
、
哲
学
。
ポ
ッ
プ
な
も
の

で
は
、
さ
だ
ま
さ
し
の
恋
愛
症
候
群
の
歌
詞
な
ど
を
。
こ
れ
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ら
は
サ
イ
ン
ペ
ン
、万
年

筆
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
練
習
し
ま
す
。 

中
西
先
生
が
取
り
揃

え
て
下
さ
っ
た
情
緒
豊

か
な
お
題
、
杜
甫
を
、
ゲ

ー
テ
を
、
啄
木
を
、
家
で

眠
っ
て
い
る
ペ
ン
と
紙

で
味
わ
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。 

最
近
は
字
を
書
く
こ

と
も
無
く
、
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
で
家
計
簿
・
日
記

ま
で
記
録
で
き
ま
す
。ア

ナ
ロ
グ
な
世
界
も
ま
た

楽
し
い
も
の
で
す
。や
さ

し
い
文
字
に
触
れ
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

一
度
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

右
京
ふ
れ
あ
い
会
館 

毎
月
第
四
土
曜
日 

十
三
時
半
か
ら
十
五
時 

 

「
太
極
拳
と
歩
き
方
」 

 
 

杉
田
敏
江 

  

  

初
め
ま
し
て
、
今
回
よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

活
動
は
毎
週
土
曜
日
の
朝
七
時
半
よ
り
一
時
間
、朱
雀
ふ

れ
あ
い
会
館
西
側
の
平
城
二
号
公
園
時
計
塔
の
下
、講
師
の

岡
典
子
先
生
の
ご
指
導
で
行
っ
て
い
ま
す
。気
持
よ
い
朝
の

空
の
下
、
岡
先
生
の
動
き
と
説
明
を
見
聞
き
し
な
が
ら
、
太

極
養
生
五
防
功
、
歩
き
方
、
練
功
、
二
十
四
式
太
極
拳
の
健

康
体
操
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。間
の
休
憩
時

は
和
気
合
々
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
に
な
っ
て
い
て
楽
し
い

ひ
と
と
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
太
極
拳
を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
は
太
極
拳
を
終
え
た
後
「
今
日
も
、
い
え
今
週
一
週
間

元
気
で
頑
張
れ
る
！
」と
思
わ
せ
て
く
れ
る
大
切
な
時
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

― 19 ―



 

- 21 - 

を
た
た
い
た
り
、
足
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
机
を
た
た
い

た
り
、時
に
は
踊
っ
た
り
し
て
体
全
体
で
表
現
し
て
歌
い
、

多
少
の
ズ
レ
は
気
に
せ
ず
、楽
し
く
歌
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。楽
し
く
リ
ズ
ム
を
と
れ
る
の
も
世
代
を
超
え
て

歌
い
つ
が
れ
て
き
た
歌
で
あ
っ
た
り
、誰
も
が
知
っ
て
い
る

大
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
で
あ
っ
た
り
、思
い
出
の
詰
ま
っ
た
歌
で

あ
っ
た
り
、日
常
に
お
い
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
口
ず

さ
ん
で
自
ず
と
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
き
た
歌
が
多
い
か
ら
で
す
。 

 

見
て
い
て
も
楽
し
い
の
も
歌
声
サ
ロ
ン
の
特
徴
で
す
。人

の
歌
い
方
に
す
ご
く
違
い
が
あ
る
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

心
を
込
め
て
歌
う
人
、少
年
少
女
合
唱
団
の
よ
う
に
清
ら
か

に
歌
う
人
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
入
れ
て
激
し
く
歌
う
人
、
腹
か

ら
声
を
絞
り
出
す
よ
う
に
踏
ん
張
っ
て
歌
う
人（
下
か
ら
臭

い
？
で
な
い
か
心
配
）、
ス
ナ
ッ
ク
で
歌
う
よ
う
に
酔
い
し

れ
て
歌
う
人
、と
個
性
あ
ふ
れ
る
歌
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
て
も
小
島
先
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で

不
思
議
と
一
つ
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
な
り
ま
す
。 

先
生
の
指
先
一
つ
で
個
性
豊
な
集
ま
り
が
協
調
し
合
っ
て

何
と
も
言
え
な
い
味
わ
い
の
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
る
の
で

す
。ま
た
、先
生
の
ち
ょ
っ
と
し
た
技
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
て
も
歌
手
が
日
々
鍛
錬
し
て
歌
う

曲
は
高
い
音
域
の
歌
が
多
い
の
で
す
が
、先
生
は
転
調
さ
れ

て
少
し
音
程
を
下
げ
て
ピ
ア
ノ
を
弾
か
れ
ま
す
。そ
の
た
め

私
た
ち
が
歌
い
や
す
く
、し
か
も
上
手
く
歌
え
る
の
で
す
。

本
当
に
自
分
が
歌
手
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
錯
覚
さ
せ

ら
れ
ま
す
。 

な
お
、私
が
担
当
し
て
い
る
歌
の
歌
詞
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
で
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
に
映
し
出
し
ま
す
。し
か
も
歌
詞
ご

と
に
違
っ
た
背
景
を
入
れ
て
お
り
、例
え
ば
歌
っ
て
い
る
と

き
初
デ
ー
ト
の
場
所
が
映
し
だ
さ
れ
る
と
、そ
の
当
時
を
思

い
な
が
ら
一
段
と
心
を
こ
め
て
歌
う
の
で
す
。歌
詞
に
背
景

を
入
れ
る
こ
と
は
歌
っ
て
い
る
人
の
想
い
の
世
界
を
広
げ
る

こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
歌
声
サ
ロ
ン
の
活
動
内
容
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。と
に
か
く
音
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
歌
う
こ
と

を
第
一
義
に
し
て
お
り
、皆
さ
ん
も
是
非
立
ち
寄
っ
て
頂
き

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。 
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太
極
拳
の
動
き
は
難
し
そ
う
な
名
前
ば
か
り
で
す
が
、い

ず
れ
も
健
康
保
持
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の
や
さ
し
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の
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き
ば
か
り
で

す
の
で
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安
心
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さ
い
。 
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康
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は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。 

土
曜
の
朝
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非
一
度
体
験
に
お
越
し
下
さ
い
。 

 

な
お
屋
外
で
の
活
動
で
す
の
で
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月
中
旬
～
三
月
中

旬
ま
で
の
寒
い
期
間
は
お
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
安

心
下
さ
い
。 

           

「
歌
声
サ
ロ
ン
へ
よ
う
こ
そ
」   

西
嶋 

健
一 

 私た
ち
の
歌
声
サ
ロ
ン
に
は
音
楽
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

「
音
楽
」
は
「
音
」
を
「
楽
」
し
む
と
書
き
ま
す
が
、
本
当

に
音
楽
が
好
き
な
仲
間
が
集
い
、心
ゆ
く
ま
で
歌
っ
て
い
ま

す
。 音

楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
童
謡
、
唱
歌
、
叙
情
歌
、
演
歌
、
ポ

ッ
プ
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ブ
ル
ー
ス
、
ワ
ル
ツ
な
ど
と

て
も
幅
広
く
、し
か
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
歌
え
る
歌
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。歌
声
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
、

誰
も
が
「
あ
～
こ
の
歌
は
知
っ
て
い
る
」「
こ
の
歌
な
ら
歌

え
る
」「
懐
か
し
い
歌
だ
な
あ
～
」
と
思
っ
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頂
け
ま
す
。

こ
れ
は
小
島
先
生
が
こ
れ
ま
で
音
楽
活
動
で
多
く
の
方
か
ら

リ
ク
エ
ス
ト
を
頂
い
て
演
奏
さ
れ
て
き
た
歌
が
リ
ス
ト
に
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
歌
や
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
最

近
話
題
の
歌
も
取
り
入
れ
て
時
代
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。私
た
ち
は
歌
い
た
い
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
先
生

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
歌
う
の
で
す
。 

音
楽
に
色
々
な
リ
ズ
ム
の
歌
が
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち
は

こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
自
然
に
歌
っ
て
い
ま
す
。手
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リ
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踊
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に
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た
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た
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リ
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頂
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毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時 

平
城
西
公
民
館

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
英
語
講
座
」    

宮
城 

美
佐
保 

   

今
ま
で
、
海
外
旅
行
に
行
く
た
び
に
、
英
語
で
お
し
ゃ
べ

り
出
来
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し
い
か
と
、常
々
思
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

そ
ん
な
折
、広
報
で
英
語
講
座
初
級
の
見
出
し
を
見
つ
け
、

早
速
橋
本
先
生
に
連
絡
を
取
り
ま
し
て
、見
学
に
行
き
ま
し

た
。み
な
様
、和
気
あ
い
あ
い
と
。

そ
れ
に
歌
を
う
た
う
!! 

楽
し

そ
う
！ 

若
い
時
か
ら
洋
楽
が（
古
い
言

い
方
で
す
ね
）
好
き
で
、
や
は
り

懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
で
す
。リ
ズ

ム
は
分
か
っ
て
い
て
も
、実
際
歌

う
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、英
語
の

歌
詞
を
追
い
か
け
る
の
に
必
死

で
、
曲
に
つ
い
て
い
け
な
い
～
。 

し
か
し
講
座
の
お
か
げ
で
、歌

詞
の
真
意
が
分
か
り
、
面
白
く
、

楽
し
い
時
間
で
す
。 

昨
今
、世
界
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
り
、海
外
旅
行
な
ど
と
は
言

っ
て
お
れ
な
い
時
代
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
の
為
に
も
急
が
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
英
会
話
を
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
ば
ら
の
会
」 

 
            

講講
師師  

西西
本本
直直
江江  

 
 

自
然
い
っ
ぱ
い
の
田
舎
の
町
で
育
っ
た
私
は
幼
い
頃
よ
り

花
は
と
て
も
身
近
な
存
在
で
し
た
。庭
の
つ
る
ば
ら
の
ピ
ン

ク
の
小
さ
な
花
も
、母
と
手
を
繫
ぎ
な
が
ら
探
す
タ
ン
ポ
ポ

や
す
み
れ
・
母
子
草
そ
ん
な
小
さ
な
花
に
も
心
う
ば
わ
れ
ま

し
た
。
見
る
だ
け
で
楽
し
ん
で
い
た
花
で
し
た
が
、
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
に
出
会
い
ア
ッ
セ
ン
デ
レ
フ
ト
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ

の
技
法
で
簡
単
に
華
や
か
な
花
々
を
描
け
る
こ
と
で
、花
を

見
る
か
ら
見
て
描
く
こ
と
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。 

続
け
る
う
ち
に
様
々
な
技
法
も
知
り
楽
し
さ
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

最
近
は
名
前
も
知
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な

野
の
花
を
写
真
に
撮
り
拡
大
し
て
図
案
に
し
色
を
付
け
た
り
、

長
年
絵
の
具
と
付
き
合
っ
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、テ
ー
ブ

ル
の
傷
の
補
修
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
塗
り
替
え
、
汚
れ
の
目

立
つ
靴
の
塗
り
直
し
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

笑
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
い
つ
も
楽
し
い
「
ば

ら
の
会
」 
描
く
素
材
も
図
案
も
自
由
で
す
。
是
非
一
度
見

学
や
体
験
し
て
み
て
下
さ
い
。 
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毎
月
第
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水
曜
日
午
後
一
時
～
四
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城
西
公
民
館

に
集
ま
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て
い
ま
す
。 

 

「
英
語
講
座
」    

宮
城 

美
佐
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今
ま
で
、
海
外
旅
行
に
行
く
た
び
に
、
英
語
で
お
し
ゃ
べ

り
出
来
た
ら
ど
ん
な
に
楽
し
い
か
と
、常
々
思
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

そ
ん
な
折
、広
報
で
英
語
講
座
初
級
の
見
出
し
を
見
つ
け
、

早
速
橋
本
先
生
に
連
絡
を
取
り
ま
し
て
、見
学
に
行
き
ま
し

た
。み
な
様
、和
気
あ
い
あ
い
と
。

そ
れ
に
歌
を
う
た
う
!! 

楽
し

そ
う
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若
い
時
か
ら
洋
楽
が（
古
い
言

い
方
で
す
ね
）
好
き
で
、
や
は
り

懐
か
し
い
メ
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デ
ィ
で
す
。リ
ズ
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は
分
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っ
て
い
て
も
、実
際
歌

う
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、英
語
の

歌
詞
を
追
い
か
け
る
の
に
必
死

で
、
曲
に
つ
い
て
い
け
な
い
～
。 

し
か
し
講
座
の
お
か
げ
で
、歌

詞
の
真
意
が
分
か
り
、
面
白
く
、

楽
し
い
時
間
で
す
。 

昨
今
、世
界
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
り
、海
外
旅
行
な
ど
と
は
言

っ
て
お
れ
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
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が
、
今
後
の
為
に
も
急
が
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
英
会
話
を
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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枯
れ
る
こ
と
が
な
く
、は
が
き
ホ
ル
ダ
ー
に
収
め
る
と
い
つ

し
か
自
分
史
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

あ
る
精
神
科
医
に
よ
る
と
創
造
力
や
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
絵

手
紙
な
ど
は
右
脳
を
刺
激
す
る
よ
う
で
、
使
う
ほ
ど
、
鍛
え

る
ほ
ど
右
脳
は
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

絵
手
紙
に
興
味
の
あ
る
方
、小
さ
な
葉
書
に
季
節
と
あ
な

た
の
心
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

北
部
会
館
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
押
し
花
と
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を 

楽
し
む
会
」       

高
橋
か
お
り 

 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
の
「
押
し
花
を
楽
し
む

会
」
の
講
師
を
故
・
広
崎
光
子
先
生
に
代
わ
り
、
引
き
継

が
せ
て
い
た
だ
き
十
四
年
が
経
ち
、
十
五
年
目
と
な
り
ま

し
た
。 

と
に
か
く
押
し
花
が
楽
し
い
、
家
だ
け
だ
と
や
る
気
も

出
な
い
け
ど
ワ
イ
ワ
イ
と
他
の
生
徒
さ
ん
と
出
来
る
の
が

嬉
し
い
。
そ
う
言
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

二
〇
二
一
年
の
秋
の
文
化
祭
で
鈴
木
さ
ん
は
ご
友
人
か

ら
い
た
だ
い
た
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン
で
大
き
な
押
し
花
額

を
さ
れ
ま
し
た
。
一
枚
一
枚
花
び
ら
を
押
し
て
乾
燥
し
、

そ
れ
を
組
み
立
て
大
き
な
花
に
し
て
再
現
し
、
見
事
な
作

品
を
お
作
り
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
作
品
を
作
る
為

に
意
欲
的
な
方
で
す
。 

そ
ん
な
鈴
木
さ
ん
は
作
品
を
作
る
時
は
ご
主
人
が
批
評

す
る
一
番
の
お
客
さ
ん
だ
そ
う
で
す
。
お
教
室
に
は
毎
回

送
迎
も
さ
れ
、
文
化
祭
や
展
示
の
際
は
ご
主
人
が
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝

す
る
ば
か
り
で
す
。 

押
し
花
は
専
用
の
マ
ッ
ト
に
挟
ん
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

厚
み
の
あ
る
も
の
は

処
理
が
必
要
で
す

が
、
野
草
な
ど
は
専

用
マ
ッ
ト
を
使
う
と

簡
単
に
押
し
花
に
出

来
ま
す
。 

押
し
花
が
出
来
る

と
、
押
し
花
を
使
っ

 

- 24 - 

「「
絵絵
画画
・・
絵絵
手手
紙紙
のの
会会
」」  

  

神神
谷谷  

文文
子子  

 
絵
手
紙
の
会
に
参
加
し
て
毎
月
第
一
と
第
三
の
火
曜
日
の

午
前
中
充
実
し
た
時
間
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。 

絵
手
紙
は
日
々
の
生
活
の
中
で
見
つ
け
た
花
、
野
菜
、
置

物
な
ど
身
近
に
あ
る
も
の
を
葉
書
に
描
き
、心
の
言
葉
を
簡

潔
に
書
き
添
え
、消
し
ゴ
ム
で
作
っ
た
落
款
印
を
押
し
て
出

来
上
が
り
で
す
が
、最
初
は
墨
で
の
線
描
き
に
筆
が
震
え
、

ど
う
な
る
事
か
と
緊
張
し
ま
す
が
不
思
議
と
そ
の
ゆ
が
み
に

味
わ
い
が
出
て
新
た
な
発
見
に
も
な
り
ま
す
。 

同
じ
花
を
描
い
て
も
十
人
十
色
の
素
敵
な
作
品
が
出
来

上
り
描
く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
現
れ
る
の
で
す
。 

顔
彩
絵
の
具
で
色
付
け
し
ま
す
が
、は
み
出
し
て
も
塗
り
残

し
が
あ
っ
て
も
描
く
人
の
個
性
な
の
で
作
品
に
失
敗
は
な
く
、

思
わ
ぬ
傑
作
が
出
来
上
が
る
事
も
あ
り
ま
す
。 

今
で
は
散
歩
の
途
中
で
季
節
を
感
じ
、木
々
や
足
元
の
野

の
花
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
つ
の
間
に
か
次
に
描
く
花
々
を

探
し
て
い
る
自
分
の
変
化
に
も
驚
い
て
い
ま
す
。 

継
続
は
力
な
り
・
・
・
た
め
ら
い
な
が
ら
入
会
し
て
か
ら

三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、教
室
の
皆
さ
ん
と
持
ち
寄
り
の
花

や
果
物
を
横
か
ら
、斜
め
か
ら
な
が
め
て
構
図
を
考
え
葉
書

に
描
き
ま
す
。 

色
付
け
で
迷
う
と
講
師
の
日
比
野
先
生
か
ら
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
、送
る
相
手
を
想
像
し
な
が
ら
言
葉
を
添
え
る

と
、何
と
な
く
自
己
満
足
の
作
品
に
な
っ
て
い
く
か
ら
不
思

議
で
す
。 

勇
気
を
出
し
て
恥
ず
か
し
な
が
ら
ポ
ス
ト
投
函
し
ま
す
が
、

〝
絵
手
紙
あ
り
が
と
う
、
嬉
し
い
〝
の
連
絡
を
頂
く
と
相
手

の
距
離
が
と
て
も
短
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、ま
た

励
み
に
も
な
り
ま
す
。 

花
は
い
つ
か
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
葉
書
に
描
い
た
花
は
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枯
れ
る
こ
と
が
な
く
、は
が
き
ホ
ル
ダ
ー
に
収
め
る
と
い
つ

し
か
自
分
史
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

あ
る
精
神
科
医
に
よ
る
と
創
造
力
や
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
絵

手
紙
な
ど
は
右
脳
を
刺
激
す
る
よ
う
で
、
使
う
ほ
ど
、
鍛
え

る
ほ
ど
右
脳
は
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

絵
手
紙
に
興
味
の
あ
る
方
、小
さ
な
葉
書
に
季
節
と
あ
な

た
の
心
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

北
部
会
館
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
押
し
花
と
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を 

楽
し
む
会
」       

高
橋
か
お
り 

 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
の
「
押
し
花
を
楽
し
む

会
」
の
講
師
を
故
・
広
崎
光
子
先
生
に
代
わ
り
、
引
き
継

が
せ
て
い
た
だ
き
十
四
年
が
経
ち
、
十
五
年
目
と
な
り
ま

し
た
。 

と
に
か
く
押
し
花
が
楽
し
い
、
家
だ
け
だ
と
や
る
気
も

出
な
い
け
ど
ワ
イ
ワ
イ
と
他
の
生
徒
さ
ん
と
出
来
る
の
が

嬉
し
い
。
そ
う
言
っ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

二
〇
二
一
年
の
秋
の
文
化
祭
で
鈴
木
さ
ん
は
ご
友
人
か

ら
い
た
だ
い
た
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン
で
大
き
な
押
し
花
額

を
さ
れ
ま
し
た
。
一
枚
一
枚
花
び
ら
を
押
し
て
乾
燥
し
、

そ
れ
を
組
み
立
て
大
き
な
花
に
し
て
再
現
し
、
見
事
な
作

品
を
お
作
り
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
作
品
を
作
る
為

に
意
欲
的
な
方
で
す
。 

そ
ん
な
鈴
木
さ
ん
は
作
品
を
作
る
時
は
ご
主
人
が
批
評

す
る
一
番
の
お
客
さ
ん
だ
そ
う
で
す
。
お
教
室
に
は
毎
回

送
迎
も
さ
れ
、
文
化
祭
や
展
示
の
際
は
ご
主
人
が
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝

す
る
ば
か
り
で
す
。 

押
し
花
は
専
用
の
マ
ッ
ト
に
挟
ん
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

厚
み
の
あ
る
も
の
は

処
理
が
必
要
で
す

が
、
野
草
な
ど
は
専

用
マ
ッ
ト
を
使
う
と

簡
単
に
押
し
花
に
出

来
ま
す
。 

押
し
花
が
出
来
る

と
、
押
し
花
を
使
っ
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・・
令令
和和
三三
年年
六六
月月
六六
日日
『『
矢矢
田田
山山
のの
散散
策策
とと
矢矢
田田
寺寺
のの
ああ
じじ

ささ
いい
観観
賞賞
』』  

自
然
こ
ど
も
園
で
は
、
山
・
谷
・
池
・
緑
の
芝
生
あ
り
、
野

鳥
・
山
野
草
と
ふ
れ
あ
う
自
然
を
体
験
で
き
ま
し
た
。 

 

・・
令令
和和
三三
年年
九九
月月
五五
日日
『『
山山
背背
（（
やや
まま
しし
ろろ
））
古古
道道
のの
木木
津津

川川
部部
をを
探探
訪訪
』』  

  

山
背
古
道
は
、
京
都

府
南
部
の
城
陽
市
・
井

手
町
・
木
津
川
市
の
三

つ
の
市
町
に
ま
た
が

り
、
京
都
と
奈
良
を
結

ぶ
全
長
二
十
四
㎞
の
散

策
道
で
す
。
そ
の
半
分

を
、
自
然
を
感
じ
、
文

化
財
に
触
れ
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
残
り
の
半
分
も
歩

き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

・・
令令
和和
三三
年年
十十
月月
三三
日日
『『
明明
日日
香香
のの
北北
西西
部部
（（
藤藤
原原
京京
跡跡
かか

らら
橿橿
原原
神神
宮宮
））
をを
散散
策策
』』  

 

コ
ス
モ
ス
は
ま
だ
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、逆
コ
ー

ス
で
歩
く
と
、
元
薬
師
寺
、
橿
原
神
宮
等
、
景
色
が
ま
る
で

違
っ
て
見
え
ま
し
た
。 

・・
令令
和和
三三
年年
十十
一一
月月
十十
四四
日日
『『
なな
らら
まま
ちち
かか
らら
奈奈
良良
公公
園園
のの

紅紅
葉葉
をを
訪訪
ねね
てて
』』  

  

な
ら
ま
ち
界
隈
を
ゆ
っ
く
り
見
て
歩
く
と
、な
ら
ま
ち
格

子
の
家
・
十
輪
院
等
、
な
か
な
か
良
い
も
の
で
し
た
。
春
日

大
社
・
若
草
山
・
二
月
堂
等
山
沿
い
を
歩
く
と
紅
葉
が
始
ま

っ
て
い
ま
し
た
。 

・・
令令
和和
四四
年年
一一
月月
十十
六六
日日
『『
下下
鴨鴨
神神
社社
（（
初初
詣詣
））
かか
らら
京京
都都

植植
物物
園園
散散
策策
』』  

  

下
鴨
神
社
と
い
う
通
称
で
知
ら
れ
る
賀
茂
御
粗
神
社 

（
か
も
み
お
や
じ
ん
じ
ゃ
）
は
、
小
川
や
木
々
も
生
い
茂
っ

て
お
り
自
然
と
の
一
体
感
も
感
じ
ら
れ
る
広
大
な
境
内
で

す
。葵
祭
の
行
わ
れ
る
処
で
も
あ
り
ま
す
。し
か
も
縁
結
び
・

美
容
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
ん
で
す
。 

 

京
都
植
物
園
で
は
一
月
で
も
咲
い
て
い
る
花
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。中
で
も
温
室
は
珍
し
い
面
白
い
花
も
あ
り
ま
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た
キ
ャ
ン
ド
ル
や
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
押
し
花
の
シ
ー
ル
な
ど
、
資
材
を
使
っ

て
色
々
な
小
物
が
作
れ
ま
す
。 

花
が
少
な
い
季
節
に
は
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
も
時
々
し
て
お
り
、「「
押押
しし
花花
とと
ププ
リリ
ザザ
ーー
ブブ
ドド
フフ
ララ

ワワ
ーー
をを
楽楽
しし
むむ
会会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

毎
月
、第
四
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
五
時
位
ま
で
右
京
ふ
れ

あ
い
会
館
に
て
、
皆
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
随
時
体
験

も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、

是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 
 

    

「
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
会
」 

 
 

柳
本
博
文 

  

二
〇
一
〇
年
平
成
二
十
二
年
五
月
第
一
回
ゆ
っ
く
り
歩

こ
う
会
が
発
足
し
て
、
今
年
で
十
二
年
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
十
周
年
、
七
十
回
、
八
十
回
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す
れ
ば
、
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
行
い
た
い
も
の
で
す
。今
年
は
一
回

も
休
ま
ず
七
回
走
破
い
た
し
ま
し
た
。参
加
で
き
な
か
っ
た

方
に
は
、文
化
祭
で
ど
こ
へ
行
っ
た
か
解
る
よ
う
に
行
程
表

や
集
合
写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。ご
要
望
が
あ
れ
ば
プ
リ

ン
ト
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。そ
の
時
々
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

、
皆
さ
ん
完
歩
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
本
当
は
一
緒
に

歩
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。で
き
る
だ
け
行
っ
た
こ
と
の

無
い
所
を
探
し
て
、皆
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
歩
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
新
し
く
入
会
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
例
会
は
次
の
通
り 

・・
令令
和和
三三
年年
五五
月月
九九
日日『『「「
聖聖
徳徳
太太
子子
千千
四四
百百
年年
忌忌
」」にに
際際
しし
、、

太太
子子
道道
（（
筋筋
違違
道道
））
をを
歩歩
いい
てて
太太
子子
をを
偲偲
ぶぶ
』』  

 

聖
徳
太
子
が
斑
鳩
～
飛
鳥
迄
、通
勤
に
歩
か
れ
た
道
の
半

分
を
辿
っ
て
歩
き
ま
し
た
が
、結
構
き
つ
い
道
の
り
で
し
た
。 
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・・
令令
和和
三三
年年
六六
月月
六六
日日
『『
矢矢
田田
山山
のの
散散
策策
とと
矢矢
田田
寺寺
のの
ああ
じじ

ささ
いい
観観
賞賞
』』  

自
然
こ
ど
も
園
で
は
、
山
・
谷
・
池
・
緑
の
芝
生
あ
り
、
野

鳥
・
山
野
草
と
ふ
れ
あ
う
自
然
を
体
験
で
き
ま
し
た
。 

 

・・
令令
和和
三三
年年
九九
月月
五五
日日
『『
山山
背背
（（
やや
まま
しし
ろろ
））
古古
道道
のの
木木
津津

川川
部部
をを
探探
訪訪
』』  

  

山
背
古
道
は
、
京
都

府
南
部
の
城
陽
市
・
井

手
町
・
木
津
川
市
の
三

つ
の
市
町
に
ま
た
が

り
、
京
都
と
奈
良
を
結

ぶ
全
長
二
十
四
㎞
の
散

策
道
で
す
。
そ
の
半
分

を
、
自
然
を
感
じ
、
文

化
財
に
触
れ
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
機
会
が
あ

れ
ば
残
り
の
半
分
も
歩

き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

・・
令令
和和
三三
年年
十十
月月
三三
日日
『『
明明
日日
香香
のの
北北
西西
部部
（（
藤藤
原原
京京
跡跡
かか

らら
橿橿
原原
神神
宮宮
））
をを
散散
策策
』』  

 

コ
ス
モ
ス
は
ま
だ
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、逆
コ
ー

ス
で
歩
く
と
、
元
薬
師
寺
、
橿
原
神
宮
等
、
景
色
が
ま
る
で

違
っ
て
見
え
ま
し
た
。 

・・
令令
和和
三三
年年
十十
一一
月月
十十
四四
日日
『『
なな
らら
まま
ちち
かか
らら
奈奈
良良
公公
園園
のの

紅紅
葉葉
をを
訪訪
ねね
てて
』』  

  

な
ら
ま
ち
界
隈
を
ゆ
っ
く
り
見
て
歩
く
と
、な
ら
ま
ち
格

子
の
家
・
十
輪
院
等
、
な
か
な
か
良
い
も
の
で
し
た
。
春
日

大
社
・
若
草
山
・
二
月
堂
等
山
沿
い
を
歩
く
と
紅
葉
が
始
ま

っ
て
い
ま
し
た
。 

・・
令令
和和
四四
年年
一一
月月
十十
六六
日日
『『
下下
鴨鴨
神神
社社
（（
初初
詣詣
））
かか
らら
京京
都都

植植
物物
園園
散散
策策
』』  

  

下
鴨
神
社
と
い
う
通
称
で
知
ら
れ
る
賀
茂
御
粗
神
社 

（
か
も
み
お
や
じ
ん
じ
ゃ
）
は
、
小
川
や
木
々
も
生
い
茂
っ

て
お
り
自
然
と
の
一
体
感
も
感
じ
ら
れ
る
広
大
な
境
内
で

す
。葵
祭
の
行
わ
れ
る
処
で
も
あ
り
ま
す
。し
か
も
縁
結
び
・

美
容
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
ん
で
す
。 

 

京
都
植
物
園
で
は
一
月
で
も
咲
い
て
い
る
花
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。中
で
も
温
室
は
珍
し
い
面
白
い
花
も
あ
り
ま
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野
先
生
）
と
応
用
ク
ラ
ス
（
松
尾
先
生
）。
基
礎
ク
ラ
ス
は
、

全
く
初
め
て
使
う
方
向
け
で
、
ボ
タ
ン
や
画
面
の
操
作
、

L
IN

E

の
使
い
方
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
応
用
ク
ラ
ス

は
、
ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
す
と
い
う
目
的
でG

o
o
g

le

ア
プ

リ
やY

o
u T

u
b

e

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
会
の
後
半
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
２
ク
ラ
ス
で
、
基
礎
ク
ラ
ス
（
日
比
野
先
生
）

は
、パ
ソ
コ
ン
初
心
者
向
け
でW

o
rd

を
学
び
な
が
ら
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

後
半
（
担
当
：
明
政
）
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
す
こ
と
を

目
的
にE

X
C

E
L

や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

制
作
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

月
二
回
の
例
会
な
の
で
、他
の
日
は
何
も
操
作
し
な
け
れ

ば
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
会
の
な
い
日
は
、

Y
o
u T

u
b

e

な
ど
ネ
ッ
ト
上
に
多
く
の
勉
強
で
き
る
情
報
が

あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
を
活
用
し
て
補
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
は
、
常
に
触
っ
て
操
作

し
て
い
れ
ば
疑
問
が
わ
き
、そ
れ
を
解
決
し
て
い
け
ば
自
然

と
上
達
し
ま
す
。 

私
達
の
会
は
、敷
居
の
低
い
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
自
由

な
雰
囲
気
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
四
月
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、

女
性
八
名
、
男
性
（
講
師
含
む
）
十
名
で
す
。 

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
は
持
っ
て
い
る
け
ど
、よ
う
使
い
こ

な
せ
ん
な
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、思
い
切
っ
て
開
催
日

に
見
学
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。も
し
見
学
さ
れ
て
続
け
ら
れ

そ
う
で
し
た
ら
仲

間
に
加
わ
っ
て
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。メ
ン
バ
ー
一
同

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。  
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し
た
。（
写
真
参
照
） 

・・
令令
和和
四四
年年
四四
月月
三三
日日
『『
西西
大大
寺寺
かか
らら
平平
城城
旧旧
跡跡
・・
秋秋
篠篠
川川

沿沿
いい
のの
〝〝
桜桜
〝〝
をを
探探
索索
すす
るる
』』  

  

降
水
確
率
四
十
％
で
し
た
の
で
決
行
し
ま
し
た
が
、大
雨

に
も
な
ら
ず
歩
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こ
と
が
で
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、処
々
の
満
開
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桜
を
見
つ

け
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こ
と
が
き
ま
し
た
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城
旧
跡
で
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二
条
通
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か
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入
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れ
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大
極
門
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情
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館
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平
城
旧
跡
資
料
館
と
視
て
廻
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と
、
す

ご
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広
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
秋
篠
川
沿
い

の
桜
も
佐
保
川
に
負

け
ず
劣
ら
ず
見
事
な

桜
で
し
た
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「
Ｉ
Ｔ
を
楽
し
む
会 

」 

 
 

        

リ
ー
ダ
ー 

明
政
文
男 

  

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）

や
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

当
初
ス
タ
ー
ト
時
は
、全
員
が
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
同

じ
テ
ー
マ
で
学
ぶ
と
い
う
形
式
で
開
催
し
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お
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ま
し
た
。
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が
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
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は
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ォ
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テ
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テ
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基
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）
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あ
り
、
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メ
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や
操
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が
違
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と
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も
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る
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に
と
っ
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も
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な
現
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が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
ス

マ
ホ
が
全
く
初
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方
、基
本
的
な
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と
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分
か
っ
て
い
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が
更
に
使
い
こ
な
し
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が
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違
う
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加
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が
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在
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い
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し
た
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パ
ソ
コ
ン
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い
て
も
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な
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方
も
見

ら
れ
ま
し
た
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こ
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況
を
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に
、現
在
で
は
次
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
し
て
い
ま
す
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会
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は
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マ
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２
ク
ラ
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で
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礎
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ラ
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石

猿の顔に見える
ラン「ドラクラ・
ギガス」 

ダースベーダー
そっくりのアリス
トロキア・サルバ
ドレンシスという
花 
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。 

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
は
持
っ
て
い
る
け
ど
、よ
う
使
い
こ

な
せ
ん
な
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
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だ
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で
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ら
仲
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に
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わ
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ょ
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お
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お
り

ま
す
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四
季
の
あ
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、俳
句
が
生
ま
れ
続
い
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
中
で
も
私
た
ち
の
奈
良
は
、
自
然
が
豊

か
で
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。 

そ
れ
な
の
に
私
は
今
ま
で
何
と
な
く
見
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。改
め
て
じ
っ
く
り
観
て
句
に
詠
め
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。 

講
師
の
先
生
は
「
雉
」
同
人
の
小
谷
廣
子
先
生
で
す
。
小

谷
先
生
は
華
奢
な
お
体
で
す
が
、大
ら
か
な
お
人
柄
で
親
切

に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
。ま
た
、詠
ま
れ
る
句
も
大
き
な
、

正
統
派
の
句
だ
と
感
じ
ま
す
。 

先
生
に
は
常

「々
情
景
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
言
葉
で
写
生
を
」

「
句
は
平
明
で
よ
い
」「
季
語
は
季
節
を
表
す
だ
け
で
な
く

思
い
を
豊
か
に
代
弁
し
て
く
れ
る
の
で
季
語
を
大
切
に
」な

ど
教
え
ら
れ
ま
す
が
、な
か
な
か
進
歩
し
な
い
し
す
ぐ
に
忘

れ
た
り
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
俳
句
は
「
座
の
文
学
」
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
生
や
句
友
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
も
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
半
よ
り
、北
部
会
館
で
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。 

 

「
電
子
工
作
同
好
会
」 

 
 

明
政 

文
男 

  

今
年
四
月
よ
り
正
式
に
講
座
・
サ
ー
ク
ル
の
一
員
に
な
り

ま
し
た
電
子
工
作
同
好
会
で
す
。 

電
子
工
作
と
は
、電
子
部
品
を
組
み
立
て
趣
味
の
作
品
や

実
用
的
な
作
品
を
作
る
こ
と
で
す
。電
子
工
作
を
学
ぶ
こ
と

で
ラ
ジ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
に
挑
戦

中
で
す
。 

電
子
工
作
の
良
さ
は
四
つ
。 

１
．
最
先
端
の
技
術
に
触
れ
ら
れ
る
。 

進
化
し
た
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
人
工
知
能
や 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
り
で
き

ま
す
。
個
人

レ
ベ
ル
で
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ

を
使
っ
て
部

品
を
製
作
し

て
い
る
人
も

い
ま
す
。 

水やりシステム 
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「
俳
句
を
楽
し
む
会
」     

 
 

大
谷
と
し
子 

 
三
月
二
十
三
日
、
私
た
ち
の
句
会
は
、
け
い
は
ん
な
記
念

公
園
「
水
景
園
」
へ
吟
行
し
ま
し
た
。（
句
会
に
入
門
し
た

て
の
頃
は
先
生
が
「
京
都
ギ
ン
コ
ウ
で
詠
ん
だ
句
」
と
仰
る

の
を
、
京
都
銀
行
？
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
「
吟
行
」

の
こ
と
で
し
た
） 

句
仲
間
と
一
緒
に
吟
行
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
。 

草
木
が
芽
吹
き
、
池
に
は
水
鳥
や
鯉
や
亀
。
里
山
を
歩
く

と
鶯
の
初
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。 

午
後
の
句
会
に
は
全
員
が
出
し
た
句
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。
同
じ
景
色
・
物
を
見
て
先
生
や
句
友
が
ど
の
よ
う
に

詠
ま
れ
た
か
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
自
分
で
は
う

ま
く
詠
め
な
か
っ
た
事
物
を
上
手
に
表
現
し
て
お
ら
れ
る

と
、
羨
ま
し
く
も
敬
服
で
す
。 

吟
行
は
だ
い
た
い
年
一
回
。他
の
月
は
北
部
会
館
で
句
会

を
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
家
籠
り
の
日
々
で
す
か

ら
、
句
作
に
難
儀
し
ま
す
。 

そ
れ
で
も
自
然
の
営
み
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

人
間
界
に
疫
病
が
あ
り
戦
争
が
あ
っ
て
も
、季
節
は
確
実

に
巡
り
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
動
物
も
植
物
も
天
体
も
。 

 
 

― 30 ―



 

- 31 - 

 
四
季
の
あ
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、俳
句
が
生
ま
れ
続
い
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
中
で
も
私
た
ち
の
奈
良
は
、
自
然
が
豊

か
で
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。 

そ
れ
な
の
に
私
は
今
ま
で
何
と
な
く
見
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。改
め
て
じ
っ
く
り
観
て
句
に
詠
め
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。 

講
師
の
先
生
は
「
雉
」
同
人
の
小
谷
廣
子
先
生
で
す
。
小

谷
先
生
は
華
奢
な
お
体
で
す
が
、大
ら
か
な
お
人
柄
で
親
切

に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
。ま
た
、詠
ま
れ
る
句
も
大
き
な
、

正
統
派
の
句
だ
と
感
じ
ま
す
。 

先
生
に
は
常

「々
情
景
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
言
葉
で
写
生
を
」

「
句
は
平
明
で
よ
い
」「
季
語
は
季
節
を
表
す
だ
け
で
な
く

思
い
を
豊
か
に
代
弁
し
て
く
れ
る
の
で
季
語
を
大
切
に
」な

ど
教
え
ら
れ
ま
す
が
、な
か
な
か
進
歩
し
な
い
し
す
ぐ
に
忘

れ
た
り
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
俳
句
は
「
座
の
文
学
」
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
生
や
句
友
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
も
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
半
よ
り
、北
部
会
館
で
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。 

 

「
電
子
工
作
同
好
会
」 

 
 

明
政 

文
男 

  

今
年
四
月
よ
り
正
式
に
講
座
・
サ
ー
ク
ル
の
一
員
に
な
り

ま
し
た
電
子
工
作
同
好
会
で
す
。 

電
子
工
作
と
は
、電
子
部
品
を
組
み
立
て
趣
味
の
作
品
や

実
用
的
な
作
品
を
作
る
こ
と
で
す
。電
子
工
作
を
学
ぶ
こ
と

で
ラ
ジ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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取
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ベ
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【
短
歌
】】  

 

母
逝
き
て       

櫟
原 

聰 

母
の
死
よ
脈
弱
り
ゆ
き
息
絶
え
て
ひ
そ
け
き
夜
半
の
病
室
と
な
る 

病
室
に
死
に
ゆ
く
母
と
四
時
間
を
共
に
せ
し
こ
と
幸
せ
と
せ
む 

コ
ロ
ナ
禍
に
面
会
な
ら
ぬ
こ
と
多
く
最
期
を
看
取
る
幸
を
得
た
り
き 

心
臓
の
弱
き
を
永
く
保
ち
来
て
つ
ひ
に
停
止
と
な
り
た
る
母
よ 

家
保
ち
来
し
か
最
後
は
鹿
も
象
も
寄
り
て
見
守
る
母
と
な
り
た
り 

鹿
走
る
春
日
野
を
走
る
わ
れ
も
ま
た
母
よ
り
生
れ
し
も
の
と
し
て
走
る 

春
日
野
に
風
吹
き
渡
る
新
緑
の
風
の
渡
り
を
母
と
し
聴
け
り 

父
の
死
に
遅
れ
て
十
年
誕
生
日
迎
へ
て
す
ぐ
に
逝
き
し
か
母
よ 

こ
の
世
に
て
最
後
の
息
す
る
四
時
間
を
共
に
ゐ
た
り
き
母
な
る
人
と 

駆
け
つ
け
て
四
時
間
を
共
に
ゐ
た
り
し
が
孝
行
と
な
る
コ
ロ
ナ
隔
離
下 
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２
．
低
コ
ス
ト
で
始
め
ら
れ
る
趣
味
で
す
。 

電
子
部
品
の
単
価
が
安
い
。中
国
製
は
特
に
驚
く
ほ
ど

安
価
で
す
。
そ
し
て
、
部
品
や
セ
ン
サ
ー
の
使
い
回
し

が
で
き
ま
す
。 

３
．
誰
で
も
電
子
工
作
を
楽
し
め
る
。 

ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
で
部
品
の
調
達
も
楽
に
な
り
、 

ハ
ン
ダ
付
け
作
業
も
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。電
子
工
作

キ
ッ
ト
が
多
種
あ
り
、丁
寧
な
説
明
書
も
つ
い
て
い
ま

す
。 

４
．
情
報
処
理
の
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
を
使
用
し
て
工
作
す
る
も
の
を
動 

か
す
と
き
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
動
作
さ
せ
ま
す
。 

現
在

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
だ
れ
で
も

簡
単
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
き
ま
す
。 

５
．
電
子
工
作
を
や
っ
て
い
て
楽
し
い 

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
が
ど
ん
ど
ん
具
現
化
さ 

れ
て
形
に
な
っ
て
い
く
と
、何
と
も
言
え
な
い
達
成
感

が
あ
っ
て
、没
頭
し
て
し
ま
う
と
時
間
を
忘
れ
ま
す
。 

電
子
工
作
は
、続
け
て
い
る
と
あ
な
た
の
人
生
を
ガ
ラ
ッ

と
変
え
て
し
ま
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

本
当
に
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。女
性
の
皆
様
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。 

毎
月
第
三
月
曜
日
十
三
時
か
ら
二
時
間
程
度
で
、右
京
ふ

れ
あ
い
会
館
新
館
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

添
付
の
写
真
は
、
一
枚
目
が
市
販
キ
ッ
ト
の
〝
水
や
り
シ
ス

テ
ム
〝と
二
枚
目
は
電
子
工
作
の
核
と
な
る
マ
イ
コ
ン
ボ
ー

ド
の
〝
ラ
ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
〝
で
す
。 

ラ
ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
は
英
国
で
子
ど
も
た
ち
の
情
報
教
育
の
た

め
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、今
で
は
電
子
工
作
の
趣
味
を
持

ち
世
界
中
の
多
く
の

人
が
使
用
し
て
い
ま

す
。 

  

ラズベリーパイ 
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【
短
歌
】】  

 
母
逝
き
て       

櫟
原 

聰 
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の
死
よ
脈
弱
り
ゆ
き
息
絶
え
て
ひ
そ
け
き
夜
半
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室
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ロ
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禍
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取
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を
得
た
り
き 

心
臓
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弱
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ち
来
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母
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保
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最
後
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鹿
も
象
も
寄
り
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見
守
る
母
と
な
り
た
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鹿
走
る
春
日
野
を
走
る
わ
れ
も
ま
た
母
よ
り
生
れ
し
も
の
と
し
て
走
る 

春
日
野
に
風
吹
き
渡
る
新
緑
の
風
の
渡
り
を
母
と
し
聴
け
り 

父
の
死
に
遅
れ
て
十
年
誕
生
日
迎
へ
て
す
ぐ
に
逝
き
し
か
母
よ 

こ
の
世
に
て
最
後
の
息
す
る
四
時
間
を
共
に
ゐ
た
り
き
母
な
る
人
と 

駆
け
つ
け
て
四
時
間
を
共
に
ゐ
た
り
し
が
孝
行
と
な
る
コ
ロ
ナ
隔
離
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狸狸
とと
はは  

覚覚
知知  

修修
三三  

  

動
物
に
電
車
ぶ
つ
か
り
止
ま
る
と
ふ
人
で
な
け
れ
ば
静
か
に
待
て
り 

案
内
は
他
の
電
車
も
動
物
と
当
た
り
ぬ
こ
と
を
放
送
始
む 

動
物
と
の
二
度
も
起
こ
り
ぬ
衝
突
に
狸
の
こ
と
を
思
ひ
出
す
な
り 

狸
と
は
番 つ

が

ひ
の
片
方
死
に
た
れ
ば
残
る
狸
も
其
処

そ

こ

で
死
す
と
ふ 

連
れ
添
ひ
て
死
す
る
狸
の
本
能
の
愛 か

な

し
き
性 さ

が

に
心
動
き
ぬ 

 

ふふ
るる
ささ
とと
のの
道道  

川川
端端  

和和
加加
子子  

  早
朝
に
虫
の
音
き
き
て
め
ざ
め
た
り
窓
開
け
放
ち
寝
る
心
地
よ
さ 

こ
の
道
は
な
つ
か
し
き
か
な
遠
き
日
に
友
と
集
っ
た
ふ
る
さ
と
の
道 

 
 

 

- 34 - 

春春
一一
番番  

  

鵜鵜
川川  

迪迪
子子  

  

乾
き
た
る
春
の
落
葉
を
集
め
き
て
袋
に
入
れ
る
何
や
ら
さ
び
し 

走
り
ゆ
き
犬
は
枯
れ
野
の
黒
土
に
鼻
低
く
し
て
春
を
嗅
ぎ
い
る 

春
の
陽
に
両
肩
も
背
も
包
ま
れ
て
赤
信
号
を
ゆ
っ
た
り
と
待
つ 

う
ろ
う
ろ
と
冬
を
漂
い
い
る
吾
を
春
一
番
は
追
い
越
し
ゆ
け
り 

バ
ス
タ
ブ
に
眼
閉
ず
れ
ば
今
日
の
日
が
ゆ
る
り
入
り
ゆ
く
思
い
出
の
部
に 

母母
ささ
んん
ああ
のの
ねね  
  

岡岡  
  

典典
子子  

  

手
の
こ
ん
だ
母
手
作
り
の
セ
ー
タ
ー
を
ナ
フ
タ
リ
ン
と
と
も
身
に
ま
と
い
た
り 

「
あ
り
が
と
う 

も
う
電
話
い
い
よ
」
と
母
の
声
耳
に
残
り
ぬ
今
に
な
り
て
も 

時
間
経
ち
母
の
存
在
ふ
く
ら
み
ぬ 

そ
し
て
生
活

た
つ
き

に
ま
じ
り
て
し
ま
い
ぬ 

春
の
空
屋
根
こ
え
て
舞
う
大
花
火
こ
の
度
閉
じ
る
平
城
高
校
に
さ
さ
ぐ 

桜
の
日
娘
と
過
ご
す
思
い
出
に
今
年
は
孫
も
加
わ
り
て
ゐ
る 
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が
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の
片
方
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に
た
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ば
残
る
狸
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其
処

そ

こ

で
死
す
と
ふ 

連
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添
ひ
て
死
す
る
狸
の
本
能
の
愛 か

な

し
き
性 さ

が

に
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動
き
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るる
ささ
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のの
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川川
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和和
加加
子子  

  早
朝
に
虫
の
音
き
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て
め
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窓
開
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放
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の
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オオ
ミミ
クク
ロロ
ンン
とと
ウウ
クク
ララ
イイ
ナナ    

田田
中中
みみ
やや
子子  

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
何
度
試
練
に
会
え
ば
よ
い
女
こ
ど
も
が
国
境
越
え
る 

炊
き
出
し
に
並
ぶ
若
者
あ
が
け
ど
も
社
会
を
包
む
閉
塞
感
に 

オ
ミ
ク
ロ
ン
爆
発
的
に
数
ふ
え
る
喉
ひ
か
ら
び
て
「
コ
ロ
ナ
か
」
と
い
う 

携
帯
の
歩
数
計
に
は
や
さ
れ
て
胞
子

ほ
う
し

こ
出
や
れ
彼
岸
の
中
日
に 

 
 

 
 

 
 

          

（
※
胞
子
こ 

土
筆
） 

し
ら
じ
ら
と
今
年
の
桜
咲
き
は
じ
め
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
の
涙
雨
含
み
て 

 

  

ここ
のの
夏夏
のの
枇枇
杷杷  

玉玉
置置  

小小
代代  

  

初
も
の
を
母
の
仏
前
に
供
ふ
る
を
忘
れ
ず
に
ゐ
る
こ
の
夏
の
枇
杷 

事 こ
と

あ
れ
ば
は
は
そ
は
の
母
わ
が
背
に
い
ま
し
て
優
し
く
わ
れ
を
励
ま
す 

病
院
に
夫
を
の
こ
し
て
帰
る
夕
べ
面 お

も

を
上
げ
よ
と
唐 か

え

楓 で

の
紅

く
れ
な
い 

季 と
き

の
移
り
ゆ
る
や
か
な
る
か
秋
め
い
て
返
り
咲
き
た
る
夕
顔
一
輪 

つ
つ
が
な
く
還
暦
む
か
ふ
る
長
男
に
孔
子
の
言
葉
『
耳
順

じ
じ
ゅ
ん

』
を
送
る 
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ママ
スス
クク
とと
ママ
スス
クク  

  

近近
藤藤  

好好
廣廣  

 通
り
魔
に
刺
さ
れ
て
死
ん
だ
と
い
ふ
ニ
ュ
ー
ス
す
れ
違
ひ
ゆ
く
マ
ス
ク
と
マ
ス
ク 

先
客
の
眼
鏡
に
遠
慮
の
白
マ
ス
ク
鼻
の
あ
た
り
を
ぴ
く
ぴ
く
さ
せ
る 

子
・
孫
ら
は
ゴ
ジ
ラ
ブ
ー
ム
に
浸
り
を
り
が
ん
じ
が
ら
め
の
コ
ロ
ナ
の
日
々
に 

咲
き
終
へ
し
八
つ
手
の
花
は
な
ほ
淋
し
冷
た
き
風
へ
マ
ス
ク
を
盾
に 

保
育
器
の
中
や
七
人
の
敵
た
ち
も
安
ら
か
な
寝
息
春
の
昼
下
が
り 

 

蟷蟷
螂螂

と
う
ろ
う

枯枯
るる  

阪阪
上上  

  

元元  
 

在
り
し
日
の
父
か
も
知
れ
ず
炎
帝
を
む
ぎ
わ
ら
帽
に
草
刈
る
わ
れ
は 

百
歳
の
母
を
言
祝
ぎ
賑
は
へ
り
父
の
知
ら
ざ
る
曾
孫
ら
の
ゐ
て 

酒
の
せ
ゐ
と
父
の
い
の
ち
を
蔑
み
て
愚
か
に
母
は
わ
れ
ら
を
縛
る 

小
春
日
に
六
腑
を
さ
ら
す
蟷
螂
よ
汝
も
動
か
ず
ば
枯
色
す
す
む 

棺
に
入
れ
る
供
花
の
白
菊
香
に
た
ち
て
マ
ス
ク
の
鼻
孔
に
冷
た
く
刺
さ
る 
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じ
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の
を
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の
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前
に
供
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る
を
忘
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ず
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る
こ
の
夏
の
枇
杷 

事 こ
と

あ
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ば
は
は
そ
は
の
母
わ
が
背
に
い
ま
し
て
優
し
く
わ
れ
を
励
ま
す 

病
院
に
夫
を
の
こ
し
て
帰
る
夕
べ
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も

を
上
げ
よ
と
唐 か

え

楓 で

の
紅

く
れ
な
い 

季 と
き

の
移
り
ゆ
る
や
か
な
る
か
秋
め
い
て
返
り
咲
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た
る
夕
顔
一
輪 

つ
つ
が
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還
暦
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る
長
男
に
孔
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の
言
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『
耳
順

じ
じ
ゅ
ん

』
を
送
る 
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歩歩
まま
むむ
かか  

中中  

紀紀
子子  

 

夜
の
更
け
る
音
か
と
思
う
細
き
雨
降
る
し
ず
も
り
に
つ
く
づ
く
ひ
と
り 

抒
情
歌
を
口
ず
さ
む
わ
れ
の
発
声
に
「
ハ
行
」
が
下
手
だ
と
言
い
し
あ
な
た 

日
の
経
つ
と
と
も
に
積
も
れ
る
さ
び
し
さ
よ
夫
の
遺
せ
し
あ
ま
た
の
楽
譜 

も
う
少
し
暮
れ
ゆ
く
こ
の
道
歩
ま
む
か
ゆ
る
び
し
靴
紐
く
く
り
な
お
し
て 

踏
み
ゆ
け
ば
桜
落
葉
の
ふ
わ
ふ
わ
り
土
に
還
ら
む
や
さ
し
さ
に
響 な

る 

  

大大
まま
たた
でで  

野野
村村  

道道
子子  

 

足
音
も
水
の
音
さ
え
せ
わ
し
な
く
ふ
と
気
が
つ
け
ば
今
日
は
十
月 

な
ん
と
な
く
い
い
こ
と
あ
り
そ
な
そ
の
朝
は
ほ
ほ
え
み
わ
き
て
ワ
ル
ツ
口
づ
さ
む 

大
ま
た
で
歩
け
ば
少
し
ね
こ
ぜ
で
も
し
せ
い
よ
く
な
る 

が
ん
ば
れ
が
ん
ば
れ 

ひ
ろ
び
ろ
と
空
ひ
ろ
が
り
て
歩
き
ゆ
く
ぜ
い
た
く
な
と
き 

わ
れ
す
ご
し
け
り 

乳
ガ
ン
も
「
と
れ
ば
な
お
る
」
と
い
う
あ
な
た 

そ
れ
で
も
私
ま
な
い
た
の
コ
イ 
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生生
きき
てて
しし
今今
日日
もも  

辻辻
本  

典
子 

 

お
も
し
ろ
や
ラ
ジ
オ
が
届
け
る
こ
と
の
葉
よ
寿
命
が
尽
き
て
買
い
替
え
し
日
よ
り 

ラ
ジ
オ
よ
り
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
が
流
れ
来
る
あ
の
子
が
あ
か
ず
唄
っ
て
い
た
歌 

今
日
も
又 

次
か
ら
次
へ
と
雑
用
が
面
倒
な
れ
ど
も
生
き
て
る
証
か 

右
に
避 よ

け
左
に
避
け
て
暮
ら
し
来
た
人
と
は
か
く
も
し
ぶ
と
き
者
よ 

月
箇
瀬
へ
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
は
る
ば
る
と
湯
は
柔
ら
か
く
包
み
く
れ
た
り 

  

  

ここ
ここ
にに
いい
るる
よよ  

遠遠
山山  
京京
子子  

  

オ
ル
ガ
ン
は
二
年
三
組
に
あ
り
ま
す
窓
の
向
こ
う
は
金
の
麦
畑 

太
っ
た
ね
さ
つ
ま
芋
さ
ん
大
根
君
ご
ら
ん
お
月
さ
ん
ま
ん
ま
る
満
月 

満
天
の
星
を
見
あ
ぐ
る
太
古
人
オ
オ
と
発
し
し
か
ア
ア
と
発
し
し
か 

流
れ
星
ま
っ
す
ぐ
に
落
つ
ほ
ろ
酔
い
て
わ
た
し
ゆ
ら
ら
ら
く
ね
く
ね
歩
く 

「
ひ
い
ふ
う
み
」
た
ん
ぽ
ぽ
数
え
て
ど
こ
に
行
く
？
春
の
ま
ん
中
わ
た
し
こ
こ
に
い
る 
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日
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月 

な
ん
と
な
く
い
い
こ
と
あ
り
そ
な
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ル
ツ
口
づ
さ
む 

大
ま
た
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少
し
ね
こ
ぜ
で
も
し
せ
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よ
く
な
る 
が
ん
ば
れ
が
ん
ば
れ 

ひ
ろ
び
ろ
と
空
ひ
ろ
が
り
て
歩
き
ゆ
く
ぜ
い
た
く
な
と
き 
わ
れ
す
ご
し
け
り 

乳
ガ
ン
も
「
と
れ
ば
な
お
る
」
と
い
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あ
な
た 

そ
れ
で
も
私
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な
い
た
の
コ
イ 
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【
俳 

句
】 

大
和
三
山 

 
 

小
谷
廣
子 

 

＊  

谷
川
の
高
鳴
る
闇
や
蛍
舞
ふ 

＊ 

朝
日
子
の
七
色
放
ち
蜘
蛛
の
糸 

＊ 

た
ち
ま
ち
に
吹
き
降
り
と
な
り
大
花
野 

＊ 

秋
澄
む
や
大
和
三
山
ま
な
か
ひ
に 

＊ 

列
柱
に
秋
の
初
風
大
伽
藍 

＊ 

い
く
た
び
も
月
蝕
を
見
に
ち
や
ん
ち
や
ん
こ 

＊ 

鯉
揚
げ
の
池
の
底
ひ
や
朝
焚
火 

＊ 

発
掘
の
土
く
れ
に
立
つ
霜
柱 

＊ 

傷
多
き
俎
板
洗
ひ
年
惜
し
む 

＊ 

返
り
花
女
人
高
野
の
日
だ
ま
り
に 

大和三山 

香久山 

耳成山 

畝傍山 

 

- 40 - 

秋秋
かか
らら
春春
へへ  

松松
村村  

せせ
つつ
子子  

 
車
窓
か
ら
彩
づ
き
初 そ

め
し
樹
々
を
見
秋
日
和
の
な
か
近
江
路
を
ゆ
く 

今
ま
で
は
一
人
で
出
来
た
布
団
干
し
小
春
日
と
な
り
夫
の
手
借
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る 
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と
は
こ
う
ゆ
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事
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し
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晩
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の
母
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寒
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梅
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よ
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い
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漁
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お
水
取
り
コ
ロ
ナ
去
ら
ず
も
春
の
訪
れ 

さ
く
ら
草
ル
ピ
ナ
ス
お
だ
ま
き
咲
き
そ
ろ
い
我
が
家
の
庭
は
一
気
に
春
で
す 

 

蕗蕗
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宮宮
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郁郁
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華
や
か
に
揚
げ
た
る
庭
の
蕗
の
薹
孫
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苦
味
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知
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く
れ
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神
功
池
に
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ぞ
ろ
歩
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人
増
へ
て
コ
ロ
ナ
籠
も
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三
度

み
た
び

目
の
春 

通
気
窓
わ
れ
は
全
開
夫
は
五
分
夫
婦
模
様
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風
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馴
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を
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伝
磐
余

い
わ
れ

の
池
辺
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神
功
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后
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立
た
し
む
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桜
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お
う
か
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舞
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霞
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真
黄
色
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ミ
モ
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の
枝
垂
れ
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く
庭
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幸
せ
の
風
流
れ
て
来
そ
う
だ 
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春
愁
ひ 

杉
田 

敏
江 

装
束
に
鉢
巻
き
り
り
弓
始 

厳
島
神
社
に
て 

春
の
海
若
き
大
工
の
槌
の
音 

大
文
字
の
灯
ら
ぬ
火
床
闇
の
中 

薄
紅
葉
わ
ら
べ
地
蔵
は
苔
の
座
に 

閉
校
の
静
ま
り
返
り
春
愁
ひ 

 

蝉
し
ぐ
れ 

西
脇 

岑
子 

新
茶
摘
み
番
茶
仕
上
げ
の
茶
粥
の
香 

蝉
し
ぐ
れ
雨
戸
震
は
す
朝
も
あ
り 

病
葉
を
集
め
て
流
す
豪
雨
か
な 

葦
の
池
渡
り
遅
れ
の
老
い
の
鴨 

ゆ
く
秋
や
湖
尻
に
浮
か
ぶ
も
や
ひ
船 

 

目
借
時 

松
村 
如
洋 

夕
顔
の
か
す
か
な
香
り
日
の
暮
れ
る 

銀
色
の
綿
毛
ふ
く
ら
む
猫
柳 

中
国
語
端
か
ら
忘
れ
目
借
時 

吹
き
流
し
庭
に
五
色
の
風
を
呼
ぶ 

雨
上
り
ま
ぶ
し
く
光
る
額
の
花 

 

雲
の
峰 

松
村 

せ
つ
子 

怪
獣
の
如
湧
き
立
て
り
雲
の
峰 

秋
天
や
凜
と
聳
え
る
近
江
富
士 

里
棚
田
踏
ま
れ
て
も
な
お
犬
ふ
ぐ
り 

池
の
面
き
ら
り
と
光
る
初
氷 

夕
顔
の
蔓
の
伸
び
ゆ
く
み
空
か
な 
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八
重
の
桜 

有
岡 

隆
子子  

冬
の
空
宝
輪
の
び
る
奈
良
の
古
寺 

ふ
く
ら
か
に
八
重
の
桜
は
今
盛
り 

白
桃
や
ゆ
つ
く
り
と
剥
く
薄
き
皮 

露
店
湯
や
紅
葉
ひ
と
ひ
ら
吾
の
背
に 

窓
際
の
苦
瓜
爆
ぜ
て
赤
き
種 

 

筆
納 

石
野 

巖 

夕
立
ち
や
駅
舎
の
隅
に
忘
れ
傘 

虫
の
音
に
心
置
き
つ
つ
長
湯
か
な 

心
澄
む
竜
胆
の
蒼
空
の
青 

小
鳥
来
て
佳
き
一
日
の
始
ま
り
ぬ 

筆
納
添
へ
書
き
あ
り
し
年
賀
状 

 

切
干
し 

大
谷 

と
し
子 

冴
返
る
孤
高
の
月
は
天
心
へ 

歳
時
記
に
手
垢
つ
き
そ
む
久
女
の
忌 

切
干
の
日
毎
香
を
増
し
旨
味
増
し 

赤
ん
坊
の
笑
ふ
小
さ
き
歯
小
六
月 

種
採
り
て
色
と
名
を
記
す
紙
袋 

 

病
床
抄 

相
良 

哲
美  

庵
の
春
医
療
ポ
ー
ル
と
茶
を
啜
り 

春
立
つ
や
病
床
見
舞
ふ
風
一
陣 

梅
雨
寒
し
手
術
の
後
の
傷
の
跡 

冬
の
夜
揺
ら
ぐ
ベ
ッ
ド
の
不
協
音 

願
ひ
乗
せ
て
飛
べ
タ
ン
ポ
ポ
よ
病
窓
へ 
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【
寄
稿
文
】 

    

高
の
原
万
葉
歌
碑  

堀
口
千
秋 

 

高
の
原
駅
前
に
万
葉
歌
碑
が
あ
る
の
は
、
皆
さ
ん
周
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す 

秋秋
ささ
らら
ばば
今今
もも
見見
るる
ごご
とと
妻妻
ごご
ひひ
にに  

鹿鹿
鳴鳴
かか
むむ
山山
ぞぞ
高高
野野
原原
のの
上上 

（
秋
に
な
っ
た
ら
今
も
見
て
い
る
よ
う
に
、
妻
を
恋
い
慕

っ
て
鹿
が
鳴
く
山
で
す
よ
。
こ
の
高
野
原
の
辺
り
は
） 

こ
の
歌
は
、
万
葉
集
巻
一
の
最
後
の
歌
（
八
四
）
で
す
。 

前
書
が
つ
い
て
い
て
、
寧
楽
の
宮
、

長
皇
子
と
志
貴
皇
子
と
、
佐
紀
の
宮

に
て
倶
に
宴
せ
る
歌 

（
長
皇
子
と
志
貴
皇
子
と
従
弟
同

士
が
宴
会
を
し
た
時
の
歌
） 

作
者
は
『
長
皇
子
』 

父
は
天
武
天
皇
、
母
は
天
智
天
皇
の

娘
大
江
皇
女 

も
う
一
つ
、
第
二
団
地
に
万
葉
歌
碑

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

五
十
年
近
く
平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
ん
で
い
て
、
第
二

団
地
に
万
葉
歌
碑
が
あ
る
の
を
知
ら
ず
、
最
近
教
え
て
い

た
だ
い
て
早
速
確
か
め
に
行
き
ま
し
た
。 

春春
日日
なな
るる
三三
笠笠
のの
山山
にに
月月
もも
出出
でで
ぬぬ
かか
もも  

佐佐
紀紀
山山
にに
咲咲
けけ
るる
桜桜
のの
花花
のの
見見
ゆゆ
べべ
くく 

巻
十-

一
八
八
七 

（
春
日
に
あ
る
三
笠
の
山
に
月
が
出
な
い
も
の
か
な
あ
佐

紀
山
に
咲
い
て
る
桜
の
花
が
見
え
る
よ
う
に
） 

こ
の
歌
は
旋
頭
歌
で
、
作
者
は
不
明
。 

旋
頭
歌
と
は
和
歌
の
一
形
式
で
、
五
七
七
、
五
七
七
の
六

句
か
ら
な
る
歌
で
す
。 

上
三
句
と
下
三
句
と
で
詠
み
手

が
異
な
る
歌
が
多
い
。頭
句（
上

三
句
）
を
再
び
旋
（
め
ぐ
）
ら

す
こ
と
か
ら
「
旋
頭
歌
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
、ま
だ
万

葉
歌
碑
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。。  

 

 

- 44 - 

初
明
り 

松
本
義
實 

山
と
な
り
空
と
な
り
ゆ
く
初
明
り 

病
床
の
こ
と
さ
ら
白
き
冬
障
子 

春
宵
の
鐘
静
ま
り
て
木
々
の
雨 

山
並
の
青
迫
り
来
る
夏
座
敷 

た
そ
が
れ
の
ひ
か
り
集
め
て
花
す
す
き 
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『
賢
』
と
は
教
科
書
や
教
師
の
こ
と
。『
ア
ホ
』
と
い

う
の
は
先
生
一
流
の
表
現
で
、
情
報
が
混
沌
と
し
た
『
エ

エ
カ
ゲ
ン
な
状
態
』
な
の
だ
そ
う
だ
。
秀
才
は
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
も
の
、
体
系
化
さ
れ
た
も
の
か
ら
学
ぼ

う
と
い
う
志
向
が
強
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
教
え
る
人

が
い
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
。 

何
年
か
し
て
私
は
社
会
人
に
な
っ
た
。
最
初
に
配
属
さ

れ
た
の
は
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
・
建
設
を
す
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部

門
。
当
時
の
新
人

は
手
始
め
に
自
社

の
プ
ラ
ン
ト
建
設

で
修
業
を
し
た
。

設
備
の
据
付
、
試

運
転
。
考
え
て
紙

に
描
い
た
も
の
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
形
に

な
っ
て
い
く
臨
場

感
。
来
る
日
も
来

る
日
も
工
場
に
行

っ
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
を
見
て
い
た
上
司
。「
プ
ラ
ン
ト
が
地

球
の
裏
側
に
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
。
現
場
に
行
か
な

い
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
れ
。」 

無
理
難
題
で
あ
っ
た
。
モ
ノ
づ
く
り
の
会
社
で
は
『
現

場
主
義
』
と
言
い
、
現
地
に
行
っ
て
実
物
を
見
よ
と
教
育

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
行
っ
て
み
る
と
現
場
と
い
う
と
こ

ろ
は
ま
さ
に
森
毅
先
生
の
い
う
『
エ
エ
カ
ゲ
ン
な
状
態
』

で
あ
っ
た
。
不
完
全
な
情
報
、
浅
知
恵
の
的
外
れ
な
議

論･･･

。
そ
の
と
き
二
人
の
言
葉
が
つ
な
が
っ
た
。 

そ
う
か
、
二
人
と
も
不
確
実
な
も
の
か
ら
本
質
を
学
び

と
る
能
力
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
か
。
ふ
ら
っ
と
現
場

に
現
れ
て
、「
ど
や
？
」
と
一
言
だ
け
で
立
ち
去
り
、
責

任
を
負
っ
て
く
れ
た
か
つ
て
の
上
司
た
ち
の
懐
の
深
さ
。

今
と
な
っ
て
は
感
謝
で
あ
る
。 

そ
の
場
で
理
解
で
き
な
い
言
葉
も
、
捨
て
ず
に
頭
の
中

で
飼
っ
て
お
く
の
が
い
い
。
い
つ
の
日
か
熟
成
し
て
芳
醇

な
香
り
を
放
ち
、
人
生
の
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。 

き
っ
と
、
そ
の
人
な
り
に
吸
収
で
き
る
潮
時
が
く
る
。 

森 毅 先生最終講義『1991 年』 
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「Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
星
の
ワ
ッ
ペ
ン
」  

  

大
阪
公
立
大
学 

非
常
勤
講
師
・ 

化
学
工
学
会
関
西
支
部 

前
副
支
部
長
・ 

上
席
化
学
工
学
技
士 

南南  

秀秀
典典  

  

化
学
会
社
を
定
年
退
職
し
た
あ
と
、
縁
あ
っ
て
非
常
勤

講
師
と
し
て
大
阪
公
立
大
学
の
教
壇
に
立
た
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。 

担
当
し
た
科
目
に
は
教
科
書
が
な
く
、
講
義
の
中
身
を

思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
化
学
工
学
会
の
か
つ
て
の
仲
間

た
ち
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
の
誘
い
が
入
っ
た
。 

七
年
間
、
経
営
者
育
成
講
座
『
経
営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
を

一
緒
に
企
画
し
た
委
員
ら
で
あ
る
。
全
員
が
企
業
人
で
、

社
長
や
役
員
が
多

い
。
そ
の
日
も
話
は

弾
ん
だ
。 

「
そ
う
か
、
非
常

勤
講
師
か
。
で
、
何

を
迷
っ
て
い
る
ん

だ
。
要
は
自
分
が
学

生
に
伝
え
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
、
だ
よ
。」 

眼
か
ら
ウ
ロ
コ
と
は
こ
の
こ
と
か
。
組
織
の
経
営
者
に

な
る
よ
う
な
人
は
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
吹
っ
切
れ
る

言
葉
を
発
し
て
く
れ
る
も
の
だ
。
迷
い
は
雲
散
霧
消
し

た
。
そ
の
と
き
、
二
人
の
先
達
の
言
葉
が
頭
に
浮
か
ん

だ
。 一

九
七
五
年
の
春
。
京
大
の
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
。

そ
の
日
は
数
学
の
故
森
毅
（
も
り
つ
よ
し
）
教
授
の
講
演

と
あ
っ
て
、
始
ま
る
前
か
ら
会
場
は
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て

い
た
。
最
前
列
中
央
の
男
子
学
生
は
肩
ま
で
届
く
長
髪
。

デ
ニ
ム
の
つ
な
ぎ
の
背
中
に
は
巨
大
な
星
の
ワ
ッ
ペ
ン
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
代
、
米
国
の
若
者
が
徴
兵
拒
否
を
訴

え
て
や
り
始
め
た
長
髪
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
頃
、
日
本
で

も
反
権
力
と
自
由
を
象
徴
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
そ
う
と
、
時
間
に
な
っ
て
も
講
師
が
現
れ

な
い
。
と
、
そ
の
と
き
件
の
星
の
ワ
ッ
ペ
ン
氏
が
す
っ
く

と
立
ち
上
が
っ
て
演
壇
に
向
か
っ
た
。
森
毅
先
生
で
あ
っ

た
。 「

賢
（
か
し
こ
）
に
教
わ
る
く
ら
い
ア
ホ
で
も
で
き
る

わ
。
ア
ホ
か
ら
学
ぶ
ん
が
ほ
ん
ま
も
ん
の
賢
や
。」 
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『
賢
』
と
は
教
科
書
や
教
師
の
こ
と
。『
ア
ホ
』
と
い

う
の
は
先
生
一
流
の
表
現
で
、
情
報
が
混
沌
と
し
た
『
エ

エ
カ
ゲ
ン
な
状
態
』
な
の
だ
そ
う
だ
。
秀
才
は
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
も
の
、
体
系
化
さ
れ
た
も
の
か
ら
学
ぼ

う
と
い
う
志
向
が
強
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
教
え
る
人

が
い
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
。 

何
年
か
し
て
私
は
社
会
人
に
な
っ
た
。
最
初
に
配
属
さ

れ
た
の
は
化
学
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
・
建
設
を
す
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
部

門
。
当
時
の
新
人

は
手
始
め
に
自
社

の
プ
ラ
ン
ト
建
設

で
修
業
を
し
た
。

設
備
の
据
付
、
試

運
転
。
考
え
て
紙

に
描
い
た
も
の
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
形
に

な
っ
て
い
く
臨
場

感
。
来
る
日
も
来

る
日
も
工
場
に
行

っ
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
を
見
て
い
た
上
司
。「
プ
ラ
ン
ト
が
地

球
の
裏
側
に
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
。
現
場
に
行
か
な

い
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
れ
。」 

無
理
難
題
で
あ
っ
た
。
モ
ノ
づ
く
り
の
会
社
で
は
『
現

場
主
義
』
と
言
い
、
現
地
に
行
っ
て
実
物
を
見
よ
と
教
育

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
行
っ
て
み
る
と
現
場
と
い
う
と
こ

ろ
は
ま
さ
に
森
毅
先
生
の
い
う
『
エ
エ
カ
ゲ
ン
な
状
態
』

で
あ
っ
た
。
不
完
全
な
情
報
、
浅
知
恵
の
的
外
れ
な
議

論･･･

。
そ
の
と
き
二
人
の
言
葉
が
つ
な
が
っ
た
。 

そ
う
か
、
二
人
と
も
不
確
実
な
も
の
か
ら
本
質
を
学
び

と
る
能
力
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
の
か
。
ふ
ら
っ
と
現
場

に
現
れ
て
、「
ど
や
？
」
と
一
言
だ
け
で
立
ち
去
り
、
責

任
を
負
っ
て
く
れ
た
か
つ
て
の
上
司
た
ち
の
懐
の
深
さ
。

今
と
な
っ
て
は
感
謝
で
あ
る
。 

そ
の
場
で
理
解
で
き
な
い
言
葉
も
、
捨
て
ず
に
頭
の
中

で
飼
っ
て
お
く
の
が
い
い
。
い
つ
の
日
か
熟
成
し
て
芳
醇

な
香
り
を
放
ち
、
人
生
の
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。 

き
っ
と
、
そ
の
人
な
り
に
吸
収
で
き
る
潮
時
が
く
る
。 

森 毅 先生最終講義『1991 年』 
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「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」 

 

奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
副
会
長 

 
 

 
 

 
 

梅梅
原原
健健
一一 

 

一
．
一
九
四
五
年
の
敗
戦
の
混
乱
で
多
く
の
日
本
人
が
旧

満
州
に
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。  

一
九
七
二
年
に
日
中
国
交
が
正
常
化
し
、
一
九
八
〇
年

～
九
十
年
代
に
永
住
帰
国
が
進
み
そ
の
家
族
も
来
日
し

ま
し
た
。帰
国
後
は
言
葉
の
壁
、就
労
の
困
難
に
直
面
、

日
本
社
会
に
も
馴
染
め
ず
苦
労
が
絶
え
な
い
生
活
状
態

で
し
た
。「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」
は
、
彼

ら
の
直
面
す
る
日
常
の
問
題
を
よ
く
理
解
し
相
談
し
、

親
睦
を
深
め
て
交
流
を
図
っ
て
行
こ
う
と
の
趣
旨
で
二

〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
今
年
で
十
八
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。  

毎
土
曜
日
、
奈
良
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

日
本
語
教
室
・
風
習
・
文
化
・
ク
ラ
フ
ト
・
料
理
・
ゲ

ー
ム
・
音
楽
等
を
企
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
加
え
て

郊
外
学
習
（
農
園
収
穫
祭
、
バ
ス
県
外
研
修
）、
地
域

社
会
と
の
交
流
学
習
（
サ
ン
ウ
リ
ム
、
佐
保
ま
つ
り
、

平
城
旧
跡
散
策
）
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。  

毎
年
度
の
期
末
に
は
奈
良
県
の
職
員
に
も
御
来
席
頂
き
、

「
作
文
発
表
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。  

＊
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。 

＊
今
は
周
り
の
人
に
感
謝
。 

＊
日
本
語
が
上
手
に
な
っ
て
日
中
が
も
っ
と
仲
良 

 

く
な
れ
る
よ
う
に
。 

＊
コ
ロ
ナ
が
怖
く
て
外
出
で
き
な
い
。 

＊
病
院
へ
一
人
で
行
っ
て
薬
を
貰
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
。  

と
言
う
様
な
発

表
は
と
て
も
重

い
も
の
を
感
じ

ま
す
。  

現
在
、
帰
国
者
支

援
交
流
会
へ
の

登
録
人
数
は
六

四
名
で
す
が
、
こ

の
日
本
語
学
習

https://narakikokushasien. ホームページ
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現
代
と
い
う
時
代
は
分
か
り
易
さ
を
も
て
は
や
し
、
考

え
る
こ
と
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
量
の
規
則
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
人
間
か
ら
思
考
力
を
奪
っ
て
い
っ
た
。
い

ま
だ
に
大
量
生
産
時
代
の
、『
ス
ピ
ー
ド
と
効
率
主
義
』

と
い
う
旧
態
依
然
と
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
。
検
索
す
れ
ば
す

ぐ
分
か
る
こ
と
か
ら
創
造
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
本
物
に

は
歯
ご
た
え
が
あ
る
。
手
っ
取
り
早
く
理
解
で
き
る
も
の

に
は
た
い
て
い
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
が
抜
け
て
い
る
も
の

だ
。
現
代
社
会
に
は
不
完
全
で
混
沌
と
し
た
膠
着
状
態
へ

の
耐
性
が
も
っ
と
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

た
ぶ
ん
、
人
間
と
い
う
も
の
は
定
常
状
態
に
あ
る
も
の

を
固
定
し
た
座
標
軸
を
通
し
て
見
て
い
な
い
と
不
安
な
の

だ
ろ
う
。
先
行
き
不
透
明
な
時
代
、V

U
C

A
の
時
代
と

言
わ
れ
る
が
、
こ
の
先
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
先
行
き
透
明

な
時
代
な
ど
や
っ
て
は
こ
な
い
。 

い
ま
こ
そ
、
非
平
衡
、
非
定
常
、
非
線
形
と
い
う
世
界

観
を
も
っ
た
化
学
工
学
の
再
登
場
の
と
き
だ
。『
エ
エ
カ

ゲ
ン
な
状
態
』
の
中
で
活
躍
で
き
る
若
者
の
育
成
に
何
か

お
役
に
立
て
れ
ば
、
と
最
近
思
う
。 

 

【
こ
の
文
は
、N

P
O

法
人
テ
ク
ノ
メ
イ
ト
コ
ー
プ
機

関
紙
『
環
』
二
〇
二
一
年
春
号
（
七
七
号
）
に
巻
頭
言
と

し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
一
部
改
変
し
た
も
の
で
す
。】 

            

『
注
記
』 

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
は
、VV

oo
llaa

ttiilliittyy

（（
変変
動動
性性
））、、

UU
nn
ccee

rrttaa
iinn

ttyy

（（
不不
確確
実実
性性
））、、CC

oo
mm

pp
llee

xxiittyy

（（
複複
雑雑

性性
））、、AA

mm
bb

iigg
uu
iittyy

（（
曖曖
昧昧
性性
））
のの
四四
つつ
のの
単単
語語
のの
頭
文

字
を
と
っ
た
造
語 
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「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」 

 
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
副
会
長 

 
 

 
 

 
 

梅梅
原原
健健
一一 

 

一
．
一
九
四
五
年
の
敗
戦
の
混
乱
で
多
く
の
日
本
人
が
旧

満
州
に
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。  

一
九
七
二
年
に
日
中
国
交
が
正
常
化
し
、
一
九
八
〇
年

～
九
十
年
代
に
永
住
帰
国
が
進
み
そ
の
家
族
も
来
日
し

ま
し
た
。帰
国
後
は
言
葉
の
壁
、就
労
の
困
難
に
直
面
、

日
本
社
会
に
も
馴
染
め
ず
苦
労
が
絶
え
な
い
生
活
状
態

で
し
た
。「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」
は
、
彼

ら
の
直
面
す
る
日
常
の
問
題
を
よ
く
理
解
し
相
談
し
、

親
睦
を
深
め
て
交
流
を
図
っ
て
行
こ
う
と
の
趣
旨
で
二

〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
今
年
で
十
八
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。  

毎
土
曜
日
、
奈
良
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

日
本
語
教
室
・
風
習
・
文
化
・
ク
ラ
フ
ト
・
料
理
・
ゲ

ー
ム
・
音
楽
等
を
企
画
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
加
え
て

郊
外
学
習
（
農
園
収
穫
祭
、
バ
ス
県
外
研
修
）、
地
域

社
会
と
の
交
流
学
習
（
サ
ン
ウ
リ
ム
、
佐
保
ま
つ
り
、

平
城
旧
跡
散
策
）
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。  

毎
年
度
の
期
末
に
は
奈
良
県
の
職
員
に
も
御
来
席
頂
き
、

「
作
文
発
表
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。  

＊
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。 

＊
今
は
周
り
の
人
に
感
謝
。 

＊
日
本
語
が
上
手
に
な
っ
て
日
中
が
も
っ
と
仲
良 

 

く
な
れ
る
よ
う
に
。 

＊
コ
ロ
ナ
が
怖
く
て
外
出
で
き
な
い
。 

＊
病
院
へ
一
人
で
行
っ
て
薬
を
貰
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
。  

と
言
う
様
な
発

表
は
と
て
も
重

い
も
の
を
感
じ

ま
す
。  

現
在
、
帰
国
者
支

援
交
流
会
へ
の

登
録
人
数
は
六

四
名
で
す
が
、
こ

の
日
本
語
学
習

https://narakikokushasien. ホームページ
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教
室
へ
の
出
席
者
は
、
常
時
三
十
名
程
で
、
殆
ど
が
当

時
の
両
親
と
と
も
に
来
日
さ
れ
た
帰
国
者
二
世
達
で
す
。  

二
．
私
は
五
年
前
の
二
〇
一
六
年
四
月
、「
奈
良
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」
の
推
挙

で
、
こ
の
「
奈
良
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」
に
入
会

し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
終
戦
後
、
父
が
旧
満
州

か
ら
帰
国
し
、
私
が
一
九
四
七
年
に
生
誕
し
ま
し
た
。

（
団
塊
世
代
一
号
）  

ま
た
三
十
六
年
前
・
一
九
八
五
年
に
初
め
て
上
海
、
江

蘇
省
（
南
通
）、
浙
江
省
（
寧
波
・
杭
州
）
へ
出
張
し
ま

し
た
。  

改
革
開
放
政
策
に
よ
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で
近
代
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
現
地
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、  

〝
こ
れ
か
ら
は
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
だ
！
〝
と
確
信
し
た
事

で
し
た
。  

三
．
近
年
、
帰
国
者
（
一
世
・
二
世
）
も
支
援
者
も
高
齢

化
し
、
残
さ
れ
た
時
間
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。  

 

皆
様
ど
う
か
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
賛
同
頂
き

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
で
す
。 

 

 
 

寄
稿 

俳
句 

谷谷  

村村  

頼頼  

迪迪  
 

水
打
て
ば
庭
の
草
木
の
騒
め
き
ぬ 

大
の
字
の
身
に
余
す
な
き
蝉
時
雨 

酒
交
は
す
兄
弟
八
十
路
遠
花
火 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
金
色
に
大
西
日 

琴
の
音
の
幽
か
漏
れ
来
る
青
す
だ
れ 

風
呂
上
り
大
胡
坐
に
さ
あ
冷
奴 

一
斉
に
蝉
鳴
き
だ
し
て
雨
あ
が
る 

ひ
と
夜
明
け
月
下
美
人
の
力
尽
く 

雨
戸
繰
り
全
身
で
知
る
今
朝
の
秋 
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日時  11月6日(土)・7日(日)・8日(月) 午前10時～午後17時 
(但し 11 月 6 日は 13 時開場、8 日は 16 時閉場) 

展示 作品展示・パネル展示・ビデオ放映 
 

 
 

◆ 古古文文書書をを読読むむ会会    リリーーダダーー  石石川川恒恒久久  

長引くコロナ禍により家で過ごすことが多くなりましたね。そ

の時間を古文書の学習に当ててみませんか。地域に根付いて早18

年目。活動の柱であるリーダーが、どんな資料を、いつ用いたら

会員の読解力が向上するかを、常に考えながら作成して下さった

テキスト（武家文書、地方文書、旅日記、瓦版等々）と参考資料

も全て閲覧できます。古文書をかじったことがある方はもちろん、

全く見たこともない方も、是非一度展示室を覗いてみてください。 

戦国時代から近世末までの人々が生きた証を読み解いて、歴史

を遡る旅をしましょう。 

例会は月 2 回、第 2 第 4 土曜の 10 時～11 時半です。会員

一同笑顔でお待ちしています。 

 
◆ 俳俳句句をを楽楽ししむむ会会    講講師師  小小谷谷廣廣子子  

小谷廣子先生を囲み、月一回、自作の句を持ち寄り句会を開い

ています。和気あいあいとした楽しい会です。また、コロナが収

まったら、以前のように歳時記を片手に吟行にも出かける予定で

す。 

会場 奈良市北部会館３階 会議室 多目的室他 

作品展示とグループ紹介 
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ごご  挨挨  拶拶
今年も「平城ニュータウン文化

祭」が始まります。新型コロナ感
染症拡大防止のために 39 回目を
迎える本年も開催規模は昨年と同
様に縮小することになりますが、
コロナ禍の中でも活動を続けてこ
られた会員の方々や地域のグルー
プの皆様の作品展示・活動の上映
を楽しんでいただけることと思っ
ています。 

お越しいただいた方に「ワクワ
ク」や「ドキドキ」を感じていた
だき、発表する方たちの活力や励
ましになり、関係する人々みんな
が歓びを感じられる文化祭を楽し
みにしています。 

開催にあたってご尽力された平
城ニュータウン文化協会や各地区
自治会の皆様に感謝いたします。 

 明るく活気あふれる街の文化
活動の拠点になるように、世代や
地域社会のコミュニティの維持・
形成の役割を果たすように北部会
館市民文化ホールはなお一層の努
力を続けます。 

今後も引き続き、ご理解とご支
援を賜りますようにお願い申し上
げます。 

終わりに、文化祭の成功並びに
平城ニュータウン文化協会、関係
各位のご健勝とご活躍を祈念して
ご挨拶とさせていただきます。 

奈良市北部会館市民文化ホール 
事務長  小南 元久 

ごご  挨挨  拶拶
昨年に引き続き世界中がコロナ

禍の状況が収まる気配がない状態
ですが、会員及び市民文化ホール
のご協力で規模を縮小して、第３９回
平城ニュータウン文化祭開催の運
びとなりました。 

大変な状況下ですが、地域の皆
様と共に文化祭を楽しめることは
何よりも嬉しい事です。 

昨年度と同様に式典及び記念講
演会を中止し、舞台上演や各講
座・同好会の活動状況を DVD 映
像で紹介することを幅広く取り入
れ、更に作品展示を主体に、地域
で活動している各種グループによ
る力作を観賞して頂きたく思いま
す。 

活動時間に制約を受けながら、
コロナ対策を進めながら開催いた
します。 

お力添え下さった奈良市北部会
館市民文化ホール、各自治連合会
など多くの方々に厚くお礼申し上
げます。今後も平城ニュータウン
文化協会は「地域文化の発展」に
寄与できるよう努めてまいりま
す。 

なお一層のご支援、ご協力をお
願いいたします。 

 
 
 

平城ニュータウン文化協会 
会長 日比野 豊 
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日時  11月6日(土)・7日(日)・8日(月) 午前10時～午後17時 
(但し 11 月 6 日は 13 時開場、8 日は 16 時閉場) 

展示 作品展示・パネル展示・ビデオ放映 
 

 
 

◆ 古古文文書書をを読読むむ会会    リリーーダダーー  石石川川恒恒久久  

長引くコロナ禍により家で過ごすことが多くなりましたね。そ

の時間を古文書の学習に当ててみませんか。地域に根付いて早18

年目。活動の柱であるリーダーが、どんな資料を、いつ用いたら

会員の読解力が向上するかを、常に考えながら作成して下さった

テキスト（武家文書、地方文書、旅日記、瓦版等々）と参考資料

も全て閲覧できます。古文書をかじったことがある方はもちろん、

全く見たこともない方も、是非一度展示室を覗いてみてください。 

戦国時代から近世末までの人々が生きた証を読み解いて、歴史

を遡る旅をしましょう。 

例会は月 2 回、第 2 第 4 土曜の 10 時～11 時半です。会員

一同笑顔でお待ちしています。 

 
◆ 俳俳句句をを楽楽ししむむ会会    講講師師  小小谷谷廣廣子子  

小谷廣子先生を囲み、月一回、自作の句を持ち寄り句会を開い

ています。和気あいあいとした楽しい会です。また、コロナが収

まったら、以前のように歳時記を片手に吟行にも出かける予定で

す。 

会場 奈良市北部会館３階 会議室 多目的室他 

作品展示とグループ紹介 
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出展者：櫟原 聰先生・鵜川迪子・岡 典子・覚知修三・ 

川端和加子・近藤好廣・阪上 元・田中みや子・ 

玉置小代・辻本典子・遠山京子・中 紀子・野村道子・

松村せつ子・宮本郁江 

 

◆ 万万葉葉書書きき方方教教室室    講講師師  中中西西温温子子  

万葉集からは、額田王以後、最大の女性歌人 大伴坂上郎女

（おおとものさかのうえのいらつめ）、百人一首からは、僧侶の歌

を仮名で作品にしてみました。 

月に一度 右京ふれあい会館

で、万年筆、ペン、筆ペンなどで

書くことを楽しんでいます。書い

た字が次第に上手になり、ほめら

れるとやる気が出ます。日常に、

向上心と豊かなひとときを…。 

 

講座開催日 第４土曜日１３時半

～１５時 

場所   右京地域ふれあい会館 

出展者：講師 中西温子・ 

池田八重美・石山悦子・

魚野久江・大西誠子・ 

岡田君江・岡田知枝・熊本悦子・中嶋幸子・中西恵子・

中野美恵子・西村絢子・馬場恭子・吉田克治・柳本恵子 

 

◆ 絵絵画画・・絵絵手手紙紙のの会会    リリーーダダーー  日日比比野野  豊豊 

絵画・絵手紙の会は、現在絵手紙コースとして会員は１０名ほど

で、毎月２回各自が好きなモチーフを持ち寄り、面白く・おかしくな

るように工夫しながら「画仙紙」に絵手紙に仕上げています。 

モチーフは、野菜・くだもの・お花・野草・置物・アクセサリー
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今年の作品も、この一年間に作句した中から、各自の好きな句

を選び出展しています。 

出展者：小谷廣子先生・有岡隆子・石野巌・大谷とし子・ 

相良哲美・杉田敏江・西脇岑子・松村如洋・ 

松村せつ子・松本義實  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 短短歌歌をを楽楽ししむむ会会    講講師師  檪檪原原  聰聰  
ちょっと心が動いた時、それを三十一文字に表す短歌。今まで、

自分の日記だと思っていましたが、相手に伝える手紙だと知らさ

れました。 

ご指導いただいている櫟原先生は、歌人であり、国文学の研究

者でもあります。一人一人の短歌に、温かい助言をしてくださり、

会全体が和やかです。しかし、コロナ禍で十分に活動できていま

せん。コロナが収まり、安心して集える日を待ち望んでいます。 
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出展者：櫟原 聰先生・鵜川迪子・岡 典子・覚知修三・ 

川端和加子・近藤好廣・阪上 元・田中みや子・ 

玉置小代・辻本典子・遠山京子・中 紀子・野村道子・

松村せつ子・宮本郁江 

 

◆ 万万葉葉書書きき方方教教室室    講講師師  中中西西温温子子  

万葉集からは、額田王以後、最大の女性歌人 大伴坂上郎女

（おおとものさかのうえのいらつめ）、百人一首からは、僧侶の歌

を仮名で作品にしてみました。 

月に一度 右京ふれあい会館

で、万年筆、ペン、筆ペンなどで

書くことを楽しんでいます。書い

た字が次第に上手になり、ほめら

れるとやる気が出ます。日常に、

向上心と豊かなひとときを…。 

 

講座開催日 第４土曜日１３時半

～１５時 

場所   右京地域ふれあい会館 

出展者：講師 中西温子・ 

池田八重美・石山悦子・

魚野久江・大西誠子・ 

岡田君江・岡田知枝・熊本悦子・中嶋幸子・中西恵子・

中野美恵子・西村絢子・馬場恭子・吉田克治・柳本恵子 

 

◆ 絵絵画画・・絵絵手手紙紙のの会会    リリーーダダーー  日日比比野野  豊豊 

絵画・絵手紙の会は、現在絵手紙コースとして会員は１０名ほど

で、毎月２回各自が好きなモチーフを持ち寄り、面白く・おかしくな

るように工夫しながら「画仙紙」に絵手紙に仕上げています。 

モチーフは、野菜・くだもの・お花・野草・置物・アクセサリー
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は、毎回受付けておりますので是非会場へお越しください。 

文化祭の会場では、自動で障害物を回避して走行する車と、

カメラに顔向けるとその人の表情から、その人の気分を色のラ

イトで表現する展示を予定しています。 

これまでの活動は、下記のホームページをご覧ください。 

https://www.7crystalsky.com/ 

 

◆ トトーールルペペイインントトばばららのの会会    講講師師  西西本本直直江江  

今年は皆さん時間をかけて作品を仕上げておられ、風景額や床

の間飾り等、何ヶ月もかけて素晴らしい作品を作っておられます。

例年通り、日用使いの作品も出品します。 

会員が少なくなった分、淋しいですが、先生にじっくりと指導

していただけて有難いことです。 

出展者：西本直江・有岡隆子・奥谷敏子・久保紀子・棚田博代・

中野美恵子・近泉良子・西本万優美・松村せつ子 

 

◆  折折りり紙紙をを楽楽ししむむ会会    リリーーダダーー  熊熊本本悦悦子子 

昨年来からのコロナ禍がなかなか収束しない状況下で、当会は

感染防止の観点から自粛して休会するに至っています。 

再開の目処が立ち、また皆さんと和気藹藹と活動出来ることを

待ち望んでいます。 

自粛中各自で折った作品もご披露出来るのではないかと思いま

すので、是非ご覧頂けたらと思っています。 
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等々何でも題材になりますので、「へたでいい、へたがいい」をモッ

トーに描いています。基本的にモチーフは各自持参しますが、色々な

モチーフがありますので、会員同士でモチーフを交換しながら描いて

います。 

初めての方も、ご興味のある方は是非見学に来てください。 

毎月二回、火曜日の午前中に北

部会館でやっています。 

展示は今年も絵手紙中心で、各

人、今まで描いた作品から12 枚

を選定して展示しました。 

出展者：日比野 豊・中野美恵子・

西村絢子・藤田二三子・

熊本悦子・島川恵美子・

神谷文子・有岡隆子・ 

千葉さち子 

 

◆ IITT をを楽楽ししむむ会会      リリーーダダーー  明明政政文文男男  

「IT を楽しむ会」は、スマホの取り扱いやアプリの操作、ま

たはパソコンおよび電子機器一般に関して習ったり、お互いの

情報を交換したりする勉強会です。 

スマホとパソコンのクラスがあり、全くの初心者の方にも

わかりやすい基礎クラスもありますので是非ご参加ください。

なお、機材はご自身でご用意してください。 

この会は特別な事情がない限り、毎月第 1、３火曜日の午後 1

時から右京ふれあい会館で

開催しています。また、分

科会として「電子工作同好

会」も毎月第３月曜日午後

１時から右京ふれあい会館

で活動しています。見学
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は、毎回受付けておりますので是非会場へお越しください。 

文化祭の会場では、自動で障害物を回避して走行する車と、

カメラに顔向けるとその人の表情から、その人の気分を色のラ

イトで表現する展示を予定しています。 

これまでの活動は、下記のホームページをご覧ください。 

https://www.7crystalsky.com/ 

 

◆ トトーールルペペイインントトばばららのの会会    講講師師  西西本本直直江江  

今年は皆さん時間をかけて作品を仕上げておられ、風景額や床

の間飾り等、何ヶ月もかけて素晴らしい作品を作っておられます。

例年通り、日用使いの作品も出品します。 

会員が少なくなった分、淋しいですが、先生にじっくりと指導

していただけて有難いことです。 

出展者：西本直江・有岡隆子・奥谷敏子・久保紀子・棚田博代・

中野美恵子・近泉良子・西本万優美・松村せつ子 

 

◆  折折りり紙紙をを楽楽ししむむ会会    リリーーダダーー  熊熊本本悦悦子子 

昨年来からのコロナ禍がなかなか収束しない状況下で、当会は

感染防止の観点から自粛して休会するに至っています。 

再開の目処が立ち、また皆さんと和気藹藹と活動出来ることを

待ち望んでいます。 

自粛中各自で折った作品もご披露出来るのではないかと思いま

すので、是非ご覧頂けたらと思っています。 

― 57 ―



 

59 

出展者：伊藤京子・奥谷敏子・木村絢子・鈴木佐知子・野原雅子・

吉田敬子・森山満里子・中岡美幸・高橋かおり 

 

◆ パパッッチチワワーークク研研究究会会    リリーーダダーー  打打田田照照子子 

２年続きで縮小の文化祭ですが、教室の仲間は外出自粛。この

時とばかりに、家に眠っている布や服を整理し、思い出の布を使

い、自分の家や部屋にぴったりの作品に仕上げています。マイペ

ースで楽しい教室をモットーにしています。 

出展者：打田照子・住吉紀子・阪本千賀子・榊原厚子・ 

植倉裕子・白澤寿美・谷口三枝子・成田美智子 

 

◆ わわくくわわくくニニッットト  リリーーダダーー  松松岡岡好好子子  

手編み同好会から装

いを新たに「わくわく

ニット」としてスター

トし、３年目になりま

した。昨年・今年と新

型コロナウィルスによ

って途中お休みを余儀

なくされました。やっ

とお稽古が始まり、新

しい仲間の吉本さんを迎えたのが一番嬉しい出来事でした。 
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出展者：浅井明子・新司輝江・石野由紀子・魚野久江・ 

加藤僐三恵・木下ミエ子・熊本悦子・塩田香代子・ 

篠原ひろみ・関山志ず江・谷口三枝子・寺谷征子・ 

徳田弥栄子・永瀬善子・中西美代子・中野美恵子・ 

永松笑子・中村勝子・永吉佐香恵・西川治美・西村絢子・ 

古畑美佐子・山形幸枝 

 

◆ 押押しし花花ととププリリザザーーブブドドフフララワワーーをを楽楽ししむむ会会  講講師師  高高橋橋かかおおりり  

今年もコロナ対策の為、通常より短い時間でのお教室でした。

そんな中でも皆様お花をたくさん押し花にして今年もアイデア満

載の素晴らしい額が出来ました。可愛い押し花を使った小物も展

示します。 プリザーブドフラワーはまるで生花のようなお花を

使ったアレンジが並びます。 

今年も素敵な作品を是非ご覧ください。興味のある方は下記活

動日に見学に来

てください。 

活動日：月一回、

第 4 水曜日 場

所：右京ふれあい

会館 

時間：10 時～15

時 30 分まで 
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出展者：伊藤京子・奥谷敏子・木村絢子・鈴木佐知子・野原雅子・

吉田敬子・森山満里子・中岡美幸・高橋かおり 

 

◆ パパッッチチワワーークク研研究究会会    リリーーダダーー  打打田田照照子子 

２年続きで縮小の文化祭ですが、教室の仲間は外出自粛。この

時とばかりに、家に眠っている布や服を整理し、思い出の布を使

い、自分の家や部屋にぴったりの作品に仕上げています。マイペ

ースで楽しい教室をモットーにしています。 

出展者：打田照子・住吉紀子・阪本千賀子・榊原厚子・ 

植倉裕子・白澤寿美・谷口三枝子・成田美智子 

 

◆ わわくくわわくくニニッットト  リリーーダダーー  松松岡岡好好子子  

手編み同好会から装

いを新たに「わくわく

ニット」としてスター

トし、３年目になりま

した。昨年・今年と新

型コロナウィルスによ

って途中お休みを余儀

なくされました。やっ

とお稽古が始まり、新

しい仲間の吉本さんを迎えたのが一番嬉しい出来事でした。 
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飛鳥・藤原宮は、推古女帝が592年豊浦宮で即位して以降710

年（和銅三年）に元明天皇が平城京に遷都するまで 120 年間日

本の政治と文化の中心でした。 激動する東アジア情勢の中で百

済との長年にわたる交流で仏教や道教など多くの思想や文化・知

識・技術を受け入れ、律令国家が成立しました。それまでの巨大

古墳造営の時代は 646 年（大化 2 年）の

薄葬令により墳陵は小型簡素化しました。 

現在の講座テーマは『考古学で探る「日

本国」の誕生－日本最初の本格的宮殿・藤

原宮と新
しん

益
やくの

京
みやこ

から探る－』を教材として

学んでいます。また講義中には、先生から

考古学の最新情報や発掘調査の経験談な

ど多岐にわたるお話をして頂けます。 

年に一度は『ミステリーツアー』で遺跡

を現地訪問します。2020.11.4 は「佐紀

古墳群西群と松林苑跡をめぐる」で佐紀古

墳群は平城山丘陵の南部にあり前方後円

墳 20 基以上、大型円墳 3 基以上からな

る大古墳群です。また、2021.5.19 は

「牽牛子塚
け ん ご し づ か

古墳と西飛鳥（真弓・越）の古

墳」で後期古墳・終末期古墳時代の小型化

した古墳が多く、斉明天皇陵の八角墳があ

り、また渡来系氏族の東漢氏の首長墓など

を見学しました。奈良県にはこのような貴

重な遺跡がたくさんあります！さあ皆さん、一緒に学びましょう！ 

出展者: 飛鳥学 松本和英 
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例年に比べ出品作品が少ないかもしれませんが、皆さんの情熱

のこもった作品が出品されています。どうぞご覧になってくださ

い。 

活動日は、月一回、第１木曜日、高の原駅前団地集会所１３時～

１５時です。 

出展者：堀口千秋・島川恵美子・筧 ゆり子・鷲尾牧子・ 

渡辺直子・大西洋子・榊原厚子・松岡好子・杉谷幸代・

成田美智子・吉本三智代・村岡敏子 

 

 

  

◆◆料料理理をを楽楽ししむむ会会    講講師師  松松村村せせつつ子子  

コロナ禍の影響で、今年も満足な活

動が出来ず残念です。会食は禁止され

ていますので、作った料理は持ち帰り

ですが、それでも皆さん参加してくだ

さるので、出来る限り活動したいと思

っています。 

公民館祭りのバザーも、文化祭のコ

ーヒー喫茶も今秋、中止となりました。

コロナが終息すれば、皆さんと料理作

りを存分に楽しみたいと思っています。 
  
  
◆ 飛飛鳥鳥学学    講講師師  木木下下正正史史（（東東京京学学芸芸大大学学名名誉誉教教授授））  

講座は、基本毎月第 1 水曜日午前 10 時から 11 時半まで、北

部会館 3 階多目的室 1 で開催しています。 

飛鳥学講座では飛鳥・藤原京地域の歴史を中心に日本の歴史を

学びます。 

パネル展示によるグループ活動の紹介 
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 その後、listening で、米国の日常生

活の短い紹介文を聞き、質問に答え、

書き取り（dictation）まで、全部やり

たいのですが、途中で時間切れになっ

てしまい、次回まわしになることも少

なくありません。 

１． Eeney, Meeny, Miny, Mo 

２． The  Mulberry  Bush 

３． Killing  Me  Softly  With  

His  Song 

４． My  Favorite  Things 

５． Green  Green  Grass  Of  

Home 

６． North  Wind 

参加者：荒川成子・井口実津子・井上裕子・大浦貞子・ 

熊田てる子・小嶋良子・佐川道夫・杉山幸平・ 

津坂恒子・中西章人・村田民子・山崎節子 

 
◆ ゆゆっっくくりり歩歩ここうう会会  講講師師  小小嶋嶋敬敬二二郎郎  

「ゆっくり歩こう会」も２０１0 年

５月から歩き始めて１１年になりまし

た。 

それぞれの行き先の季節の草木、

名所旧跡・風土を愛でて味わい、皆

様は楽しく最後まで元気に歩いてい

ます。平均 10km 前後です。講師の

小嶋先生には毎回コースを考えて頂

いています。  

開催日は「年 7 回で 1、5、11 月

の第 3 日曜日、４、６、９、１０月の第１日曜日」とする。 雨

天の時は 1 週間の順延です。 スマホをお持ちの方朗報です。
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◆  源源氏氏物物語語をを読読むむ会会    講講師師  浅浅田田知知里里  

人は言葉に願いを掛ける。 

東京五輪の間も、「安心、安

全な」という言葉を何度聞い

たことか。残念なことに、コ

ロナの感染は爆発的に広が

り、国中が危機的な状況に陥

っている。 

講座も、役員の方々や会員の皆様方に甘えて、休眠状態のまま２

年目に入った。 

『源氏物語』が書かれた平安時代は、「平和で安らかであれ」と願

って名付けられたという。平安時代がその名の通りの平安ではな

かったらしいことが、今手に取っている藤原道長の日記にも散見

される。 

それでも人は言葉に願いを掛ける。コロナが早く終息して講座が

再開できますようにと。 

 

◆ 英英語語講講座座    講講師師  橋橋本本友友子子  

 前半のテキストは、実際に中学校で使用されている教科書をず

っと使ってきましたが、小学校に英語が導入され、更に、教科と

なって、当然ながら、中 1 用でも初心者用ではなく、文法も内

容もかなり程度の高いものになっています。 今使っている

Sunshine 2 (開隆堂)は、とりわけ中味も深く豊かで、昔の中学

生にとっては興味深く、手応えのある学習ができます。 

中間で、子どもの遊び歌2曲を含む下記の6曲を皆で歌います。

なかなか覚えきれないのですが、毎回 2 回ずつ歌って、１年で

アガリです。（次の年は新しい歌に挑戦です。） 

 歌の後は、一口話のような易しい joke と、皮肉のきついいわ

ば大人の joke を２～３話ずつ読んで笑います。（といってもな

かなか直ぐには笑えないものも多いのですが・・・） 

国会図書館デジタルコレクションより 
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◆ 歌歌声声ササロロンン    講講師師  小小島島  順順  

♪歌を忘れたカナリヤは 後ろの山に捨てましょか、小藪に埋

めましょか、柳の鞭でぶちましょうか・・♪  大正 8 年西條

八十さんが、詩を書くことに苦慮していたご自分に対して厳しく

カナリヤに例えています、ところが後半は軽やかに3拍子で ♪

象牙の船に銀の櫂 月夜の海に浮かべ

れば、忘れた歌を思いだす♪ 人間に例

えて、現代的に言えば、温泉でも行って

舌づつみをうち、リフレッシュすること

が大切やないかなと詠っているようで

す。 

皆様も今は歌を忘れかけていらっしゃ

るのではないでしょうか？ 

マスクを外し、アルコール手洗もせず、

自由に旅行し、親兄弟、友人と会える

日々が来ることで、歌も思いだし思いっ

きり声を出せる日が、きっと来ることを

確信して、頑張りましょう! 

 

◆ 朗朗読読をを楽楽ししむむ会会    講講師師  辻辻本本典典子子  
朗読を楽しむ会も2 年目に入り、皆 頑

張って上達しています。 

御指導下さる辻本先生の素敵な着物

姿も楽しみです。 先生が選んで下さる

本はどれも興味深く、感慨深い物があり

ます。 

これからも もっと練習して 上手に

読める様になりたいと思います。 

世話役 真中礼子 
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１日６０００歩 歩いたら、奈良市

ポイント（奈良市在住の方）がもら

えます。（奈良市ポイントを申請し、

専用アプリをダウンロードすること

が必要です。） 文化祭の壁面展示

では過去に開講したコース・写真を

掲示していますので是非ご覧くださ

い。 

 

 

◆ 中中国国語語同同好好会会    講講師師  宿宿  俊俊明明（（一一部部））・・北北崎崎光光一一((二二部部))  

今年はコロナ禍の為、十分な同好会活動が出来ていません

が、皆さん元気です。消毒、マスクをし、窓開け換気をしなが

ら活動しています。 

毎週木曜日に右京ふれあい会館（旧館）にて、午前 9 時１５

分から１０時３０分までが一部入門クラス。１０時４５分から

１２時までが、二部上級クラスで

す。 

入門クラスは「NHK まいにち中国

語」を教材とし、中国語の四声発

音、上級クラスは漢詩を中心に学ん

でいます。 

コロナ禍が終わったら、いつも通

り、カラオケ、飲みにケーションと

幅広い年齢層で、和気あいあいとし

た雰囲気で楽しむつもりです。 

是非、見学にお出で下さい。 

中国語同好会  神澤 章 
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平城ニュータウン文化協会第40 回（2022 年度）総会 
  

総総  会会  はは新新型型ココロロナナ感感染染症症予予防防ののたためめ  

中中止止ととななりりままししたた。。  
  

第 40 回 総会議案書は書面での総会となりました。 
 

以下に総会資料を記載しますので、２０２１年度の活動状況並び

に２０２２年度の活動方針等お読みいただき、文化協会の活動に
今後もよろしくお願いいたします。 
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 歌歌声声ササロロンン  

 英英語語講講座座  

 中中国国語語同同好好会会  

 朗朗読読をを楽楽ししむむ会会  

 絵絵画画・・絵絵手手紙紙のの会会  

 ゆゆっっくくりり歩歩ここうう会会  

 IITT をを楽楽ししむむ会会  

 万万葉葉書書きき方方教教室室  

 古古文文書書をを読読むむ会会  

 短短歌歌をを楽楽ししむむ会会  

((注注))上上記記  YYOOUUTTUUBBEE のの期期限限はは 22002233 年年 77 月月末末迄迄でですす。。  

ビデオ放映 
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22002211（（令令和和３３年年））年年度度  事事業業報報告告  

令令和和３３年年 44 月月 1177 日日((土土））NNEEWWSS  №№11  印印刷刷・・発発行行（（55・・６６月月のの予予定定））  
役役員員会会①①  （（ココロロナナ禍禍ででのの総総会会とと会会費費ににつついいてて））  
総総会会はは中中止止ととしし「「層層富富」」はは発発行行すするる  

55 月月 1166 日日((日日））文文化化協協会会総総会会はは中中止止ととしし、、資資料料のの発発送送・・HHPP 掲掲載載すするる  
55 月月 2222 日日((土土））第第 11 回回「「層層富富」」編編集集会会議議  
66 月月 0055 日日((土土））第第２２回回「「層層富富」」編編集集会会議議  
66 月月 1199 日日((土土））NNEEWWSS  №№22  印印刷刷・・発発行行（（77・・88 月月のの予予定定））  
役役員員会会②②（（ココロロナナ禍禍ででのの文文化化祭祭ににつついいてて舞舞台台上上演演はは中中止止ととすするる））  
理理事事へへのの総総会会資資料料配配布布  

77 月月 1188 日日((日日））第第11 回回理理事事会会（（文文化化祭祭ににつついいてて、、ビビデデオオ紹紹介介のの募募集集））  
「「層層富富」」№№3388  発発行行  

88 月月 2211 日日((土土））NNEEWWSS  №№33    印印刷刷・・発発行行（（99・・1100 月月のの予予定定））  
役役員員会会③③  （（来来賓賓へへのの文文化化祭祭挨挨拶拶状状とと文文化化祭祭準準備備のの検検討討））  

99  月月  44 日日((土土））第第11回回文文化化祭祭実実行行委委員員会会（（ココロロナナ対対策策ととププロロググララムムのの校校正正））  
1100 月月  22 日日((土土））第第 22 回回文文化化祭祭実実行行委委員員会会（（ポポススタターーのの配配布布））  
（（展展示示会会ののみみのの進進めめ方方ににつついいてて））  

1100 月月  99 日日((土土））NNEEWWSS  №№44    印印刷刷・・発発行行（（1111・・1122 月月のの予予定定））  
ププロロググララムム印印刷刷、、地地域域へへのの回回覧覧、、招招待待状状配配布布  
役役員員会会④④  文文化化祭祭開開催催準準備備確確認認  

1111 月月  66 日日((土土））第第 3399 回回文文化化祭祭開開催催  開開会会式式とと記記念念講講演演をを中中止止  
作作品品展展示示ののみみ開開催催（（AAMM88::4455～～準準備備開開始始））  

1111 月月  77 日日((日日））作作品品展展示示  
1111 月月  88 日日((月月））作作品品展展示示  
1122 月月  44 日日((土土））第第 22 回回理理事事会会  文文化化祭祭反反省省会会  
1122 月月 1188 日日((土土））NNEEWWSS  №№55    印印刷刷・・発発行行（（１１・・22 月月のの予予定定））  
役役員員会会⑤⑤  （（次次回回理理事事会会ににつついいてて、、層層富富原原稿稿依依頼頼ににつついいてて））  
（（会会長長辞辞任任申申しし出出にによよるる今今後後のの対対応応ににつついいてて））  

令令和和４４年年 22 月月 1199 日日((土土））NNEEWWSS  №№66    印印刷刷・・発発行行（（33・・44 月月のの予予定定））  
役役員員会会⑥⑥  （（新新講講座座のの募募集集、、役役員員改改選選、、総総会会準準備備ににつついいてて））  
会会長長選選出出選選挙挙方方法法ににつついいてて検検討討  

33 月月 2200 日日((日日））第第 33 回回理理事事会会  （（新新旧旧理理事事出出席席））  
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収入の部 単位・円
項　目 予　算 実　績 増　減 備　考

前年度繰越金 ¥169,466 ¥169,466
会費 ¥345,000 ¥316,000 224名
後援費 ¥50,000 ¥50,000 4連合会と右京4.5丁目
雑収入 ¥60 ¥3,603 銀行利息他

¥0
合　　計 ¥564,526 ¥539,069 (¥25,457)

支出の部
項　目 予　算 実　績 増　減 備　考

事業費 ¥170,000
　内訳　文化祭共催費 ¥55,000 ¥27,720 (¥27,280) 文化ホール使用料
　　　　　記念講演 ¥30,000 ¥0 (¥30,000) 講演会中止
           司会者・スタッフお礼 ¥25,000 ¥0 (¥25,000) 講演会中止
　　　　　接待用茶菓子・他 ¥30,000 ¥12,862 (¥17,138)
　　　　　5月講演会代 ¥30,000 ¥0 (¥30,000) 講演会中止
小計 ¥170,000 ¥40,582 (¥129,418)
会議費 ¥25,000
　内訳　会場費 ¥20,000 ¥15,400 (¥4,600)
　　　　　資料代・他 ¥5,000 ¥720 (¥4,280) 用紙、封筒
小計 ¥25,000 ¥16,120 (¥8,880)
広報費・事務費 ¥290,000
　内訳　　層富会誌 ¥250,000 ¥240,240 (¥9,760) 350冊
　　　　　インク代・コピー用紙他 ¥30,000 ¥29,509 (¥491) ニュース印刷用・他
　　　　　事務用品 ¥10,000 (¥10,000)
小計 ¥290,000 ¥269,749 (¥20,251)
通信費 ¥5,000 ¥882 (¥4,118) 郵送料
渉外費 ¥2,000 ¥3,040 ¥1,040 奈良大手土産
雑費 ¥1,000 ¥970 (¥30) 振込手数料他
予備費 ¥71,526 ¥0 (¥71,526)
次期繰越金 ¥0 ¥207,726 ¥207,726

合　　計 ¥564,526 ¥331,343

総　　計 ¥539,069

積立金合計 ¥90,199

定期預金 ¥200,000

会計監査報告

　2021年度の会計帳簿、証票類他、関係書類等を精査した結果適正であることを認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年3月31日　　　監事　　　打田　照子　　谷口　三枝子

22002211年年度度　　決決算算報報告告
令和3年4月1日～令和4年3月31日

打打
田田
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22002222  ((令令和和４４))年年度度    事事業業計計画画((案案））  
ははじじめめにに  
 平城ニュータウン文化協会は、講座・同好会、文化祭及び講演会の開催、会誌「層富」およ
び文化協会ニュースの発行などを主たる事業として活動しています。講師・リーダーの先生方
にはボランティアでご指導頂いており、会員は自由にいくつもの講座・同好会を受講できるの
も大きな特徴です。 
しかし一昨年から新型コロナウィルスの感染拡大を受けて、文化協会の総会や文化祭の式典・

記念講演会の中止や、講座の休講や縮小などが続いています。 
現在19の講座・同好会が開設されていますが、コロナ対策を進めながら可能な限り、今後も

講師・リーダー、各会員はじめグループ代表の方々 、各自治連合会、北部会館など多くの方々
にご支援いただき、会員及び地域の皆様と共に、様々 な文化活動を楽しみたいと思います。そ
して「地域文化の発展に寄与」できるよう努めてまいります。 
事事業業計計画画  
1. 趣趣味味、、学学術術、、芸芸術術ななどどのの文文化化講講座座のの開開催催 
  優秀な講師やリーダーのご指導により、ユニークな20の講座・同好会を開催

します。 
2. 「「第第4400回回平平城城ニニュューータタウウンン文文化化祭祭」」のの開開催催（（コロナ禍の状況により中止もあります）） 

開催日 令和４年11月5日(土）・ 11月6日(日）・ 11月7日(月） 
会    場 奈良市北部会館３階市民文化ホール 
共    催 奈良市北部会館市民文化ホール 
内    容 各講座・同好会の作品展示と舞台発表 

3. 「「第第4400回回平平城城ニニュューータタウウンン文文化化祭祭記記念念講講演演会会」」（コロナ禍の状況により中止もあります）  
会員と地域の皆さんが特に関心を寄せておられる問題をテーマに講演会を開きま
す。 

4.  「「平平城城ニニュューータタウウンン文文化化協協会会 NNEEWWSS」」のの発発行行（（隔隔月月）） 
  講座・同好会の開催日時、内容、活動状況をご案内します。 

各自治会のご協力を得て、全自治会の皆様に年２回（４月、10 月） 
ＮＥＷＳを回覧します。 

5. 会会誌誌「「層層富富」」№№3399 のの発発行行  
講座・同好会の活動、研究結果の発表および各種情報などを掲載します. 

6. 平平城城ニニュューータタウウンン各各自自治治会会、、自自治治連連合合会会ななどど地地域域団団体体ととのの連連携携、、協協力力 
  各自治連合会など地域団体の活動や催しに積極的に参加協力し、地域文

化の発展に寄与します。 
7.  会会員員のの増増強強とと財財政政のの安安定定化化 

平城ニュータウンの方々に講座・同好会など文化活動への参加を呼び

かけ、組織の強化をはかり、文化協会の活力を高めます。

 

事務局長

池田八重美

（谷口三枝子）

駅前団地

第1住宅

佐保台地区　　　　　（神谷　文子）

木津川市

魚野久江 荒川成子

(川﨑泰子)

相楽台 富 江 八 重
相楽台２丁目南 秀 典
兜　台 川 﨑 泰 子

２丁目 熊 田 照 子
３丁目 中野美恵子
４丁目 安 藤 英 彦

西 村 好 子

左京地区 （相良哲美）
１丁目 杉 田 敏 子

５丁目 鷲 尾 牧 子 岡 典 子
６丁目 大久保里美

３丁目 大 槻 順 子
榊 原 厚 子

４丁目 赤 井 博

１丁目 赤 堀 律 子 冨田三千子
２丁目 打 田 照 子

森 礼 子
４丁目 熊 本 悦 子
５丁目 真 中 礼 子

朱雀地区 （吉田克治）

右京団地 中 嶋 幸 子
３丁目 山本喜代美 熊 本 悦 子 村 岡 敏 子

右京地区 （熊本悦子）
第２団地 北 崎 光 一 辻 本 典 子

1丁目 橋 本 友 子 4丁目 柳 本 恵 子
2丁目 永 瀬 善 子 ５丁目 西 脇 岑 子

真 中 礼 子 渡 辺 直 子 成田美智子
配布委員

神功地区
ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊｳｽ 藤 澤 陽 子 3丁目 谷口三枝子

　　（その他理事　全員協力）
配布部 石野由紀子 榊 原 厚 子 荒 川 成 子 川 﨑 泰 子 谷口三枝子

彌 田 智 一
中 嶋 一 樹 荒 川 信 彦 松村せつ子 北 島 忠

行事部 柳 本 博 文 神 澤 章 北 島 忠 鈴木佐知子

（層富編集） 杉 田 敏 江 谷口三枝子 日 比 野 豊

部員及び配布委員
広報部 佐 川 道 夫 明 政 文 男 打 田 照 子 岡 典 子

行事部 部長 柳 本 博 文 副部長 彌 田 智 一

監 事 打 田 照 子 谷口三枝子
広報部 部長 佐 川 道 夫

荒 川 信 彦
岡 典 子

会 計 石野由紀子

組織分担
顧 問 日比野 豊
会 長 明 政 文 男
副会長 相 良 哲 美

柳 本 博 文 渡辺 直子
中 嶋 一 樹 成田美智子 日比野 豊 真 中 礼 子 松村せつ子

2丁目 神谷文子

令令和和４４年年度度　　　　組組　　織織

理 事 　　　　　　　　　（敬称は略・アイウエオ順）
明 政 文 男 荒 川 成 子 荒 川 信 彦 石野由紀子 彌 田 智 一 池田八重美

小 島 順 榊原 厚子 相 良 哲 美 佐 川 道 夫 鈴木佐知子 谷口三枝子
打 田 照 子 岡 典 子 神 澤 章 川 﨑 泰 子 北 島 忠
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22002222  ((令令和和４４))年年度度    事事業業計計画画((案案））  
ははじじめめにに  
 平城ニュータウン文化協会は、講座・同好会、文化祭及び講演会の開催、会誌「層富」およ
び文化協会ニュースの発行などを主たる事業として活動しています。講師・リーダーの先生方
にはボランティアでご指導頂いており、会員は自由にいくつもの講座・同好会を受講できるの
も大きな特徴です。 
しかし一昨年から新型コロナウィルスの感染拡大を受けて、文化協会の総会や文化祭の式典・

記念講演会の中止や、講座の休講や縮小などが続いています。 
現在19の講座・同好会が開設されていますが、コロナ対策を進めながら可能な限り、今後も

講師・リーダー、各会員はじめグループ代表の方々 、各自治連合会、北部会館など多くの方々
にご支援いただき、会員及び地域の皆様と共に、様々 な文化活動を楽しみたいと思います。そ
して「地域文化の発展に寄与」できるよう努めてまいります。 
事事業業計計画画  
1. 趣趣味味、、学学術術、、芸芸術術ななどどのの文文化化講講座座のの開開催催 
  優秀な講師やリーダーのご指導により、ユニークな20の講座・同好会を開催

します。 
2. 「「第第4400回回平平城城ニニュューータタウウンン文文化化祭祭」」のの開開催催（（コロナ禍の状況により中止もあります）） 

開催日 令和４年11月5日(土）・ 11月6日(日）・ 11月7日(月） 
会    場 奈良市北部会館３階市民文化ホール 
共    催 奈良市北部会館市民文化ホール 
内    容 各講座・同好会の作品展示と舞台発表 

3. 「「第第4400回回平平城城ニニュューータタウウンン文文化化祭祭記記念念講講演演会会」」（コロナ禍の状況により中止もあります）  
会員と地域の皆さんが特に関心を寄せておられる問題をテーマに講演会を開きま
す。 

4.  「「平平城城ニニュューータタウウンン文文化化協協会会 NNEEWWSS」」のの発発行行（（隔隔月月）） 
  講座・同好会の開催日時、内容、活動状況をご案内します。 

各自治会のご協力を得て、全自治会の皆様に年２回（４月、10 月） 
ＮＥＷＳを回覧します。 

5. 会会誌誌「「層層富富」」№№3399 のの発発行行  
講座・同好会の活動、研究結果の発表および各種情報などを掲載します. 

6. 平平城城ニニュューータタウウンン各各自自治治会会、、自自治治連連合合会会ななどど地地域域団団体体ととのの連連携携、、協協力力 
  各自治連合会など地域団体の活動や催しに積極的に参加協力し、地域文

化の発展に寄与します。 
7.  会会員員のの増増強強とと財財政政のの安安定定化化 

平城ニュータウンの方々に講座・同好会など文化活動への参加を呼び

かけ、組織の強化をはかり、文化協会の活力を高めます。
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収入の部 単位・円

項　目 金　額 内　訳 備　考

前年度繰越金 ¥207,726

会費 ¥315,000 1500円×220人

後援費 ¥50,000 各自治連合会と

　　　　　右京4・5丁目

雑収入 ¥1,000 銀行利息・他

合計 ¥573,726

支出の部

項　目 金　額 内　訳 備　考

事業費 ¥165,000 文化祭・セミナー

  内訳　文化祭共催費 ¥60,000 文化ホール使用料

　　　　記念講演講師お礼 ¥50,000

　　　　司会者・スタッフお礼 ¥25,000

　　　　花代・茶菓子代・他 ¥30,000

　　　　５月講演会 ¥0 講師お礼

会議費 ¥25,000 資料代・他

　内訳　会場費 ¥20,000

　　　　　資料代 ¥5,000

広報費・事務費 ¥290,000 会誌・会報・ニュース

　内訳　層富会誌・他 ¥250,000

　　　　　インク代・コピー用紙・他 ¥30,000

　　　　　事務用品 ¥10,000

通信費 ¥5,000 郵送料

渉外費 ¥2,000

雑費 ¥1,000

予備費 ¥85,726

合計 ¥573,726 ¥0

積立金合計 ¥90,199

定期預金 ¥200,000

前年度繰越金 ¥207,726

　内訳　南都銀行 ¥185,086

　　　　　ゆうちょ銀行 ¥22,640

22002222年年度度　　予予算算案案
令和4年4月1日～5年3月31日
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2022.3.27現在

定期講座・同好会 講師・リーダー 世話人 曜　日 時　間 予定会場

連絡先　

1  古文書を読む会 石川 恒久 柳本　博文 第２・４土曜 10：00～12：00 右京ふれあい会館

0742-71-0813

2  飛鳥学講座 木下 正史 中嶋 一樹 第１水曜 10：00～11：30 北部会館３階多目的室１

090-8989-1125

3  源氏物語を読む会 舩津喜美子 榊原 厚子 第１・３土曜 10：00～11：30 右京ふれあい会館 or

0742-87-2420 北福祉センター２階

4  英語講座 橋本 友子 佐川　道夫 毎月曜 初級 9：30～10：35 右京ふれあい会館

0742-71-7709 中級10：15～11：30

5  中国語同好会 宿　俊明 彌田(いよだ）智一 毎木曜 入門 9：15～10：30 右京ふれあい会館

北崎　光一 090-3522-6069 応用10：45～12：00

6  俳句を樂しむ会 小谷 廣子 相良 哲美 第４水曜 13：30～15：30 北福祉センター２階

0742-31-3976

7  短歌を楽しむ会 櫟原  聰　 岡　　典子 第２火曜 13：30～16:00 北部会館３階会議室３

090-4289-8140

8  わくわくニット 松岡 好子 成田　美智子 第１木曜 13：00～16：00 高の原駅前団地集会所

090-4287-4868

9  絵画・絵手紙の会 日比野 豊 日比野 豊 第１・３火曜  9：00～12：00 北福祉センター２階

0742-71-9786

10  料理を楽しむ会 松村 せつ子 川﨑　泰子 第３木曜  9：30～12：00 平城西公民館

0744-72-9399

11  歌声サロン 小島 順 北島　忠  第２金曜 10：00～11：45 北部会館３階多目的室１

0774-51-2064

12  パッチワーク研究会 打田 照子 打田 照子 第1・3金曜 13：00～16：00 北福祉センター２階

080-5310-0714

13 高橋 かおり 鈴木 佐知子 第４水曜 10：00～15：30 右京ふれあい会館

0742-71-1690

14  折り紙を楽しむ会 熊本 悦 子 谷口　三枝子 第２火曜 10：00～15：00 右京ふれあい会館

0742-71-6178

15  トールペイントばらの会 西本 直江 松村 せつ子 第２水曜 13：00～16：00 平城西公民館

0742-71-9605

16  ゆっくり歩こう会 小嶋 敬二郎 柳本 博文 概ね第１日曜 その都度決定

0742-71-0813

17  萬葉書き方教室 中西 温子 池田　八重美 第４土曜 13：30～15：00 右京ふれあい会館

0742-49-8578

18 　Ｉ Ｔを楽しむ会 明政 文男 明政 文男 第１・３火曜 13：00～16：00 右京ふれあい会館

080-3856-2108

19  朗読を楽しむ会 辻本 典子 真中 礼子 第４金曜 10:30～12:00 北部会館３階会議室

0742-71-7339

20 電子工作同好会 明政 文男 明政 文男 第３月曜 13：00～1５：00 右京ふれあい会館

080-3856-2108

21 ウクレレを楽しむ会 ビデオレッスン 明政 文男 第１・３金曜 9：30～11：30 アルス高の原小会議室

080-3856-2108

22 太極拳と歩き方 岡　典子 岡　　典子 毎週土曜日 ７：３０～8:30 朱雀公園時計台の下

090-4289-8140

22002222年年度度　　講講座座・・同同好好会会一一覧覧

 押し花とプリザーブドフラ
ワーを楽しむ会

実施
1.4.5.6.9.10.11

月
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受受付付はは 1133 時時かからら開開始始しし、、記記帳帳・・検検温温・・消消毒毒ななどどココロロナナ対対策策をを十十分分にに行行っったた。。    

  

④④ 作作品品展展示示  

・・市市民民ホホーールルのの方方々々のの事事前前準準備備ののおお陰陰でで、、備備品品配配置置のの手手間間がが簡簡素素化化さされれススムム

ーーズズにに準準備備ででききたた。。  

・・ビビデデオオ放放映映もも受受付付横横とと喫喫茶茶室室のの２２カカ所所にに分分散散ししたたたためめ、、ソソーーシシャャルルデディィスス

タタンンススもも守守らられれたた。。  

・・「「IITT をを楽楽ししむむ会会」」「「折折りり紙紙をを楽楽ししむむ会会」」ななどどのの実実演演作作業業ががあありり好好評評ででああっったた。。  

・・初初日日、、ニニュューースス・・入入会会のの栞栞ががななかかっったた為為、、PPRRののたためめ２２日日目目かかららはは受受付付にに設設置置さされれたた。。  

・・和和室室ののビビデデオオ放放映映がが当当初初奥奥ににああっったたがが判判りり難難くく、、入入口口横横のの表表にに移移設設さされれ見見

ややすすくく好好評評ででああっったた。。    

※※各各部部屋屋のの入入りり口口掲掲示示がが見見ににくくくく、、次次年年度度かからら展展示示ココーーナナーーののググルルーーププ名名をを掲掲示示すするる。。    

※※１１００ググルルーーププののビビデデオオ放放映映はは好好評評でであありり、、文文化化協協会会ののホホーームムペペーージジかかららでで

ももアアククセセススししてて見見れれるるよよううににすするる。。    

⑤⑤ そそのの他他  

※※来来場場者者がが質質問問ししよよううととししててもも誰誰ににすすれればばよよいいかか不不明明でであありり、、次次年年度度かからら役役

員員・・受受付付ははススタタッッフフののカカーードドややリリボボンンをを付付けけててわわかかるるよよううににすするる。。  

ままたた展展示示室室ののググルルーーププ代代表表理理事事ももリリボボンンをを付付けけてて、、外外部部かからら来来てて訪訪ねねらられれ

るるよよううににすするる。。                

・・ビビデデオオ放放映映はは舞舞台台上上演演がが出出来来なないい事事でで始始ままっったたがが、、文文化化協協会会紹紹介介とといいうう

面面かかららもも来来年年度度もも考考ええるる。。上上映映場場所所はは、、新新たたにに考考ええるる必必要要あありり。。  

・・受受付付ににはは来来場場者者にに対対ししてて歌歌声声ががああるるとと華華ややぐぐののでで、、ＣＣＤＤ等等ででもも流流すすこことと

をを考考ええるる。。  

※※最最終終日日のの後後片片付付けけはは、、役役員員全全員員がが現現状状復復帰帰のの形形ままでで事事務務所所のの方方とと一一緒緒にに作作

業業すするるここととをを確確認認すするる。。（（役役員員のの反反省省））                

  

 

- 74 - 

平平城城ニニュューータタウウンン⽂⽂化化協協会会  

令令和和３３年年度度  第第２２回回理理事事会会（（⽂⽂化化祭祭反反省省会会））議議事事録録  

22002211..1122..44    事事務務局局  

開開催催日日  令令和和 33 年年((22002211））1122 月月 44 日日((土土））PPMM11；；3300～～22：：3300  

場場所所  北北部部会会館館 33 階階  会会議議室室 22・・33          

出出席席者者  （（会会長長））日日比比野野  （（副副会会長長））荒荒川川信信      （（副副会会長長））相相良良  （（副副会会長長））明明政政  

（（2244 名名））  理理事事：：荒荒川川成成  石石野野  打打田田  岡岡  大大槻槻  大大西西  川川崎崎  神神澤澤  熊熊本本  小小島島  

  榊榊原原  佐佐川川  鈴鈴木木  谷谷口口  中中嶋嶋  松松村村  真真中中  柳柳本本恵恵  柳柳本本博博  渡渡辺辺    

欠欠席席者者  中中西西                

議議題題  

11、、令令和和 33 年年度度  第第 3399 回回平平城城ニニュューータタウウンン文文化化祭祭のの反反省省  
  行行事事部部  柳柳本本部部長長かからら、、「「第第 33９９回回平平城城ニニュューータタウウンン文文化化祭祭のの反反省省会会」」（（別別紙紙資資

料料））がが配配布布さされれ、、補補足足説説明明とと理理事事のの意意見見がが聴聴衆衆さされれままししたた。。以以下下にに補補足足説説明明おおよよ

びび意意見見をを列列挙挙ししまますす。。  

①① 来来場場者者  

2021 年 11 ⽉ 6 ⽇ 11 ⽉ 7 ⽇ 11 ⽉ 8 ⽇ 合計   2020 年は、443 名 

  163 134 156 453    
        

2021 年 神功 右京 朱雀 左京 
奈良市 
その他 

兜台 相楽台 

  72 96 102 33 53 30 28 
・・ニニュューースス等等回回覧覧ししてていいるる地地区区  神神功功・・右右京京・・朱朱雀雀・・左左京京・・相相楽楽台台でではは  

  ニニュューースス等等回回覧覧をを見見てて来来場場ししたた方方がが多多くくそそのの効効果果ががああっったた。。  

  ままたた新新入入会会員員もも５５名名程程増増加加ししててききたた。。  

・・和和室室ででののビビデデオオ放放映映はは、、ビビデデオオススククリリーーンンをを使使いい大大ききくく見見ややすすかかっったた。。  

②② 準準備備作作業業  

99月月1100月月のの22回回、、実実行行委委員員会会をを開開催催。。ププロロググララムム、、ポポススタターー、、横横断断幕幕等等はは例例年年通通りり実実施施。。

例例年年のの来来賓賓ににはは、、開開会会式式・・記記念念講講演演のの中中止止ののおお知知ららせせししままししたた。。      

※ ポポススタターー配配布布がが一一部部のの方方にに負負担担ががあありり、、来来年年度度ははポポススタターーをを理理事事全全員員にに

一一枚枚ははおお願願いいすするる。。（（役役員員会会ににてて））        

③③ 初初日日のの作作業業  

会会場場設設営営はは、、密密ににななららなないいよよううにに99::4455 かからら4455 分分ごごととにに割割りり振振りりススムムーーズズににいいっったた。。  
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受受付付はは 1133 時時かからら開開始始しし、、記記帳帳・・検検温温・・消消毒毒ななどどココロロナナ対対策策をを十十分分にに行行っったた。。    

  

④④ 作作品品展展示示  

・・市市民民ホホーールルのの方方々々のの事事前前準準備備ののおお陰陰でで、、備備品品配配置置のの手手間間がが簡簡素素化化さされれススムム

ーーズズにに準準備備ででききたた。。  

・・ビビデデオオ放放映映もも受受付付横横とと喫喫茶茶室室のの２２カカ所所にに分分散散ししたたたためめ、、ソソーーシシャャルルデディィスス

タタンンススもも守守らられれたた。。  

・・「「IITT をを楽楽ししむむ会会」」「「折折りり紙紙をを楽楽ししむむ会会」」ななどどのの実実演演作作業業ががあありり好好評評ででああっったた。。  

・・初初日日、、ニニュューースス・・入入会会のの栞栞ががななかかっったた為為、、PPRRののたためめ２２日日目目かかららはは受受付付にに設設置置さされれたた。。  

・・和和室室ののビビデデオオ放放映映がが当当初初奥奥ににああっったたがが判判りり難難くく、、入入口口横横のの表表にに移移設設さされれ見見

ややすすくく好好評評ででああっったた。。    

※※各各部部屋屋のの入入りり口口掲掲示示がが見見ににくくくく、、次次年年度度かからら展展示示ココーーナナーーののググルルーーププ名名をを掲掲示示すするる。。    

※※１１００ググルルーーププののビビデデオオ放放映映はは好好評評でであありり、、文文化化協協会会ののホホーームムペペーージジかかららでで

ももアアククセセススししてて見見れれるるよよううににすするる。。    

⑤⑤ そそのの他他  

※※来来場場者者がが質質問問ししよよううととししててもも誰誰ににすすれればばよよいいかか不不明明でであありり、、次次年年度度かからら役役

員員・・受受付付ははススタタッッフフののカカーードドややリリボボンンをを付付けけててわわかかるるよよううににすするる。。  

ままたた展展示示室室ののググルルーーププ代代表表理理事事ももリリボボンンをを付付けけてて、、外外部部かからら来来てて訪訪ねねらられれ

るるよよううににすするる。。                

・・ビビデデオオ放放映映はは舞舞台台上上演演がが出出来来なないい事事でで始始ままっったたがが、、文文化化協協会会紹紹介介とといいうう

面面かかららもも来来年年度度もも考考ええるる。。上上映映場場所所はは、、新新たたにに考考ええるる必必要要あありり。。  

・・受受付付ににはは来来場場者者にに対対ししてて歌歌声声ががああるるとと華華ややぐぐののでで、、ＣＣＤＤ等等ででもも流流すすこことと

をを考考ええるる。。  

※※最最終終日日のの後後片片付付けけはは、、役役員員全全員員がが現現状状復復帰帰のの形形ままでで事事務務所所のの方方とと一一緒緒にに作作

業業すするるここととをを確確認認すするる。。（（役役員員のの反反省省））                
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理事会は役員会に委任する協会運営の基本事項の決定並びに総会に付議する議案の審議を
行う。
役員以外の理事は、事務局各部のいずれかに所属し会務を分担する。
各講座を代表する理事は、毎年4月に所属する会員の会費を集約し、事務局に提出する。

顧問は会議に出席して意見を述べることができる。
第10条 顧問を置くことができる。顧問は理事会の同意を得て会長が委嘱する。

(5)組織部は組織及び会員入退会の管理を行う。
(6)広報部はニュース・会誌等の発行を行う。
(7)配布部は委嘱した配布委員の協力を得て、ニュース・会誌等の配布を行う。
(8)行事部は文化祭、講演会等を開催する。

第9条 理事会は各講座毎に選出された講座を代表する理事と、講座を代表する理事とは別に改選期
前の理事会において次期理事として推薦された理事とで構成する。

(4)会計は収支管理、出納を行う。

年度途中の入会者の年会費は、4～6月は1,500円、7～9月は1,000円、10～12月は500円、翌
年１～3月は無料とする。ただし、年度途中退会者の年会費の精算は行わない。

第第44章章　　役役員員及及びび理理事事
第8条 協会には次の役員を置き、本部の役員会を組織し、総会及び理事会の決定事項に基づき、協

会運営全般を執行する。
会長　1名、副会長　2名、事務局（局長1名、局長代理1名、次長1名、会計1名及び部長・副部
長若干名）監事　2名。
役員は改選期前の理事会において理事の互選により選出し、総会の承認を得る。
事務局の組織として組織部、広報部、行事部、配布部等の職位を設ける。
各職位の基本的所掌は次のとおり。
(1)会長は協会を代表し、副会長はこれを補佐する。
(2)監事は会計監査を行い、総会に報告する。
(3)事務局長は協会運営を統括し、局長代理並びに次長はこれを補佐する。

会費は毎年4月に、所属するいずれかの講座に納入する。ただし、指定する銀行への口座振込
とすることも出来る。

第5条 前条の目的を達成するために、本部は各講座と連帯して次の事業を行う。
1.講演会・研修会・展覧会・発表会・文化講座等の開催。
2．ニュース及び会誌の発行。
3.自治体および自治会等関連団体との連携及び協力。
４．その他。

第第33章章　　会会員員及及びび会会費費
第6条 本協会の目的に賛同し、入会を希望する者は会員となることが出来る。

第7条 会費は年1,500円とし、希望する複数の講座に入会することが出来る。
ただし、当会費は本部が行う事業に充当され、各講座の活動に伴う経費は、講座毎に別途費
用負担を要する。

第4条 会員の研究・創作発表・知識の交換並びに会員相互間及び他の文化団体との連携、提携の場とな
り、相互文化に関する進歩普及を図り、地域文化の発展に寄与することを目的とする。

平平城城ニニュューータタウウンン文文化化協協会会　　会会則則
1983年2月27日制定
2015年9月5日改訂

第第11章章　　総総則則
第１条 この協会は平城ニュータウン文化協会という。
第2条 本協会は、本部(理事会および役員会）とそれに所属して自立的に活動する多数の講座・同好会

（以下講座）から構成される。
第3条 本部は会長宅に、本部事務局は事務局長宅におく。

第第22章章　　目目的的及及びび事事業業
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第20条 この会則は、平成27年9月5日より施行する。

第第77章章会会則則のの変変更更
第18条 この会則は、総会の議決を得なければ変更することができない。

第第88章章補補足足
第19条 この会則施行についての細則は、理事会の議決を得て別に定める。

第17条 会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

総会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の時は議長が決する。

第15条 次の事項は通常総会に提出して、その承認を受けなければならない。
1.事業報告及び収支決算。
2.会計監査報告。
3.事業計画及び収支予算
4.その他、理事会に於いて必要と認めた事項。

第第66章章会会計計
第16条 経費は会費ならびに後援費、その他の収入による。

第11条 役員・理事の任期は2年とし、再任は妨げない。
任期途中の選解任は、役員は理事会と総会、理事は理事会の承認を要する。
補欠より選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

総会の議長は総会出席者の中から指名する。

第第55章章会会議議
第12条 理事会は必要に応じ、会長が招集する。但し、理事の３分の１以上から、会議の目的を示して

請求のあった時は、理事会を招集しなければならない。
理事会の議長は、会長又は会長の指名する者とする。
理事会は理事２分の１以上出席しなければ、議事を開き議決することはできない。
理事会の議事は、出席理事の過半数をもって決し、可否同数のときは議長が決す。

第13条 役員会は役員で構成し、必要に応じ会長が招集する。以下理事会に準ずる。

第14条 通常総会は毎年１回会長が招集する。
臨時総会は、理事会が必要と認めた時、会長が招集する。

役員・理事はその任期満了でも、後任者が就任するまで、その職務を行う。
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編編
集集
後後
記記  

☆ 

「
層
富
三
十
九
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
当
協
会
の
講
座
や
同
好
会
は
、
二
十
講
座
か
ら
二
十
二
講
座
と
二
講
座
増
え
ま
し
た
が
、
会
員
は
減

少
傾
向
で
す
。
こ
の
地
域
の
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
少
が
主
な
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

☆ 

皆
様
か
ら
の
様
々
な
投
稿
や
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層
の
投
稿
を
頂
き
、「
層
富
」
を
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
紙
面
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
発
行
部
数
の
減
少
に
伴
い
カ
ラ
ー
写
真
の
ペ
ー
ジ
を
増
加
し
ま
し
た
。 

☆ 

当
文
化
協
会
は
設
立
し
て
三
十
九
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
四
〇
周
年
記
念
行
事
を
開
催
す
る
か
ど
う
か
議
論
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
今

は
何
と
か
組
織
維
持
が
出
来
ま
す
よ
う
に
今
後
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

☆ 

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
文
化
協
会
の
歴
史
や
機
関
誌
「
層
富
」
そ
し
て
文
化
協
会
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
掲
載
し
、

読
み
ご
た
え
の
あ
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
今
一
度
ご
覧
下
さ
い
。
ア
ド
レ
ス
は
、

h
ttp

s://h
n
tb

u
n
ka

.jim
d

o
fre

e
.co

m
/

。 

奥
付
に
記
載
のQ

R

コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

☆ 

昨
年
の
文
化
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
為
、
記
念
講
演
と
グ
ル
ー
プ
発
表
会
が
中
止
と
な
り
紙
面
が
寂
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

文
化
祭
で
展
示
さ
れ
た
作
品
を
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
使
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

☆ 

「
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
便
り
」は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
を
ご
報
告
い
た
だ
き
、今
後
の
新
入
会
員
の
増
員
に
繋
が
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
ま
す
。 

☆ 

今
年
は
文
化
祭
で
の
展
示
物
・
パ
ネ
ル
の
写
真
を
大
き
く
し
て
「
層
富
」
に
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
作
品
発
表
の
場
所
と
し
て
「
層
富
」

を
位
置
づ
け
た
か
ら
で
す
。
更
な
る
改
善
点
な
ど
あ
れ
ば
ご
提
案
願
い
ま
す 

☆ 

本
編
集
は
編
集
委
員
の
ご
協
力
で
こ
こ
迄
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
読
み
や
す
く
、
会
員
増
加
に
繋
が
る

「
層
富
」
に
す
る
た
め
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 
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日
比
野
豊
、
打
田
照
子
、
岡
典
子
、
熊
本
悦
子
、
谷
口
三
枝
子
、
杉
田
敏
江
、
明
政
文
男
、
柳
本
博
文
、
遠
山
京
子
、
佐
川
道
夫 
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